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国府 ・ 古川盆地へ流れ出す荒城川。 その流域には縄文時代の人々の生活の足

跡が数多く残されています。 丹生川村折敷地五味原に発見された五味原遺跡群

はその最上流部に位置します。

丹生川ダム建設に伴う埋蔵文化財の発掘調壺は平成5年度から始まりまし

た。 西田遺跡、 カクシクレ遺跡、牛垣内遺跡の既に知られていた3遺跡に加え、

平成6年の試掘調杏によって丸山遺跡・たのもと遺跡が発見され、 5遺跡の調

査を行うことになりました。

丸山遺跡の調査は他の4遺跡同様県土木部河川課宮川上流河川開発工事事務

所から岐阜県教育委貝会に委託され、 財団法人岐阜県文化財保護センタ ーが担

当しました。

今回の調在の中で、 飛騨地方では産出が確認されてない「琥珀玉製品」が発

見されました。 縄文時代の琥珀産出の中心は関東・東北地方であるとされ、 当

時の人々の広い範囲に渡る交流を物語るものであります。 飛騨地方の一角に所

在する遺跡が遠い地方との繋がりをもっていたことにあらためて驚きの念を抱

かされます。

最後になりましたが、 発掘調査および出土品の整理 ・ 報告書の作成にあたり

ましては、 関係諸機関各位の温かい御理解御協力を賜り感謝申し上げます。

また、 現地における調査に際しましては、 地元の方々の多大なる御協力を賜

り厚くお礼申し上げます。

平成10年3月

財団法人岐阜県文化財保護センタ ー

理事長 篠 田 幸 男



例 言

1 .  本書は岐阜県大野郡丹生川村折敷地字丸山に所在する丸山遺跡(08761)の発掘調査報告書である。

丸山遺跡は、 平成 5 年度に行われた丹生川ダム水没地内の試掘調査の際に新たに発見された遺跡で

ある。

2 .  本調査は、 丹生川ダム建設に伴うもの で、 県土木部河川課宮川上流河川開発工 事事務所から岐阜
県教育委員会を通じて委託を受け、 財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。

3 .  発掘調査は平成 8 年度に実施し、 野村宗作と上出巳吉が担当した。
4 .  本書に掲載した遺物の実測は、 次の者が行った。

土器（拓本を含む） 横井さだ子 畠中裕子 荒井尚子
石器•石製品 上出巳吉 牛丸富士子
琥珀玉製品 野村宗作
土製品 古田奈緒子

5 . 遺構図面・遺物実測図トレ ー スは次の者が行った。

中村映子 柚村幸子 脇淵純子
6 .  遺物の写真撮影は佐藤右文氏に委託して行った。

7 . 本書の執筆は、 第 2章第 1節は清見村立清見小学校教頭岩田修氏に玉稿を賜った。 第 1章第2 節
第 3章第2節• 第 5節および第 4章第7 節は上出巳吉が執筆した。 第 3章第3節第 4節• 第 4章第

6節は野村宗作が執筆した。 第 4章第2節1号住居跡出士遺物および第 4章第 3節I 群土器• 第 4
章第4 節は谷口和人が執箪した。 第4 章第8 節弥生土器は藤田英博が執箪した。 他は伊藤秀雄が執

筆した。 編集は伊藤が行った。
8 . 事前地形測量は諒興栄コンサルタントに委託して行った。
9 . 空中写真撮影は諒イビソクに委託して行った。
10. 琥珀玉製品の保存処理並びに産地同定は元興寺文化財研究所に委託して行った。

11. 土堀に残存する脂肪の分析は闊ズコー シャに委託して行った。

12. 発掘調査にあたっては次の方々や諸機関から御助言・御指導• 御協力をいただいた。 記して感謝

の意を表する次第 である。（敬称略· 順不同）

寺村光晴 藤田富士夫 樋口昇ー 上村透 会田進 宮下健司 田代孝 長井正欣 久々忠義

神保孝造 加藤三千雄 光永真穂 山下勝年 森崇史 藤本健三 岩田修 下畑五夫 浅田貝由

飛騨考古学会 丹生川村教育委員会 上宝村教育委貝会 南知多町教育委員会

13. 発掘調査作業貝ならびに調杏記録及び出土品の整理等には、 次の者の参加を得た。

青木茂 石本国夫 岩下てつ 小椋あや子 川合 美智子 川浦泉 川上正 倉谷渡 高橋公芳
高橋なよ 高原みか 田口慶子 田邊直子 谷畠喜代三 玉田忠男 中谷義男 西田正三
野中一郎 平野はるえ 坊田洋子 三村昇子 宮ノ脇季信 山本良秋 鷲見博
横井さだ子 畠中裕子 荒井尚子 牛丸富士子 古田奈緒子 中村映子 柚村幸子 脇淵順子

14. 遺構記号は次のとおりである。 SB: 住居跡 SK: 土坑 sx: 不明遺構 p: ピット

15 . 土層および遺物の色調観察は、 小山正忠• 竹原秀雄『新版標準土』(1993)を参照した。
16, 調査記録および出土品は、 財団法人岐阜県文化財保護センター で保管している。
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第1節 調杏に至る経緯

今回、 丸山遺跡が発掘調査の対象となったのは、 上流河川開発工事事務所による丹生川ダム建

設による。 丹生川ダム水没地内埋蔵文化財緊急発掘調査の経緯については「西田遺跡］の発掘調査報

記述されているので割愛する。

丹生川ダム水没地内には岐阜県遺跡地図によって「牛垣内遺跡」と「カクシクレ遺跡」が知られて

おり、 事前調令によって「西田遺跡」の存在が明らかになっていた。 しかし、 水没予定地内にさらに

新たな遺跡が存在する可能性が想定できたため平成 5年度および平成 6年度に周辺の試掘調在を実施

した。 当該地の試掘調杏は平成 6年度に実施された。 西田遺跡の西側に隣接する小丘陵地で水田部に

22ケ所のトレンチを設定し璽機によって掘削した。 人力による精査および掘削土内の遺物の有無確認

などを行った。 その結果 5ケ所のトレンチより遺物が出土した。 また土層観察などから遺物包含層の

存在が確認でぎたため文化財保護法第57条に基づき新発見の遺跡としての手続きを行った。 当該地は

第1図 丸山遺跡位置図
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発掘調査は、 丹生川ダム水没地域内の最終年度の発掘調査として、 平成 8 年4月22日 -11月12日 ま

で実施した。 同 年4月 3日現地を視察するが、 全面雪に覆われており長靴がな ければ歩行できない状

態であった。 4 月中旬 までに発掘調査の準備を行い、 4 月22 B より 5 日間重機を使用して第I 層とな

る表土を掘削した。 以下、 2週ごとに調査経過を記述する。

第 1 鴫 2週( 4 . 30 - 5 . 10)作業貝に調在方法を指導し、 調査 区内の環境を整備し 5 月 8日、 調

査始め式を行 う。 グリッド（ 区）は北から南にA-J 、 西から東に 1 -18区と設定して杭打ちを行っ

た。 調査地 区の東側 16-19区を掘削し、 特にH16区周辺より出土する遺物が目立った。

第 3·4週( 5.13- 5 .24) CI5 . 16区とG15-18区の 2地 区を重点的に調査し、 G17区より石鏃(21

点） など遺物が多数出土。 円形プラン(SK 3 )を確認。 C15. 16区では遺構は確認されず。

第 5 ·6週( 5.28- 6. 7 )調査地 区東側のHl5-HI7区にか けて土器片が多く出土。 GI6区よりSB

1のプランを確認する。 SB1の南北 2カ所に土坑(SK22、 SK32)が重なる。

第 7·8週(6 . 10- 6.21) Fll-F12区の黒色土より縄文早期の土器片が集中して出土した。 SB3

内を掘削し柱穴を検出する。
第9 ·10週(6.24- 7. 5)調壺地 区西側の EF G H 8 -E F G H 12区を重点的に調査を進めた。 F

13では縄文早期の土器片が出土。 遺構は検出されなかった。

第11·12週( 7 . 9 - 7 .18)引き続ぎ西側地 区の調査を進める。 EF 8 -E FlO区を約60cm掘削。 III

層黒褐色土 まで掘削。 遺物包含層である。

第13·14週( 7. 22 - 8 . 2 )  F 10区を南西に向か う谷とGl3からHllの南西に向かう小川を確認。 小

川には礫が入り込み周辺には、 土器片や石器が多数出土した。

第15週( 8.5 - 8.9 ) FlOからG9の南西に流れる谷に土砂が約130cm堆積していることを確認。

第16·17週( 8.19- 8 . 30)調査地 区西側谷部の掘削続行。 雨のため思うように進 まなかった。

第18·19週(9. 2 -9 .13) G 9 区にて黒色土中に疸径50cm程の焼土を検出。 焼土下より打製石斧が

1点出土する。

第20·21週(9 .17-9 . 27) SBl、 SB2を掘削。 遺物数点が出土。 SB3でも土器片や石器などが出

住居跡中央部より赤く焼 けた地床炉を検出した。
第22·23週(10. 1 -10.11) E FI2-14区を重点的に掘削した。 EI3区のIII層に焼土を検出し 、 周辺

から遺物が出土した。 FI3区より縄文早期の土器片が多数出土した。 SK 3の柱穴を掘削する。

第24·25週(10. 14-10.25)SK22の土坑より琥珀玉製品が出土。 SK25から縄文中期の土器が出土。 E

13-Fl2区III層の数力所に直径30-40cmの範囲で焼土を検出し、 周辺から土器が固 まって出土。
第26・27週(10. 28-11. 8 )土坑の断面実測を行い 全掘。 土坑の密集するG16. 17区を再測量。 SK30

より石皿が出土。 11月 8日調査納め式実施。

第28週(11.11-11.12)現場の発掘調在を終了し、 遺物 ・用具等を飛騨出張所に搬入。 以後、 岐阜県

文化財保護センター 飛騨出張所にて整理作業に入った。



第2章 遺跡の環境

第 1 節 地形・地質環境

1. 地形的特徴

第1節 地形・地質環境 3 

丹生川村五味原地域は、 わずかに緩斜面と河岸段丘がみられ、 そこには縄文時代以 降の人跡が発見

されている。 この五味原の平坦地は、 荒城川本流と主な支流である大脇谷との合流地点付近に発達し

ている。（第 2図） 丸山遺跡は、 荒城川本流沿いに位置し、 河川によって形成された地形上に位置して

いる。
近隣には、6500年前のアカホヤ火山灰層が確認されているので、 それ以 前からこのような地形形成

が始 まっていたと考え られる。 現在この辺りの荒城川の河 床には岩盤が露出していることから、 全体

的に浸食環境にあったが、 扇状地状の緩斜面と低位河岸段丘がみられることから一時期は堆積物が集

積するようなことがあったのだろう。 荒城川流域には、 低位段丘はよく発達しているが、 中位段丘で

このような扇状地状の緩斜面はあ まりみられない。

2. 地質的特徴

この付近の地質は、 中生代白亜期（約6千5百万年前） に噴火した大雨見山層群中の酸性火山岩で

ある明ケ谷溶結凝灰岩層と、 新生代第四紀更新世中期(60万年前） に噴出した上宝火砕流堆積物の分

布域である、 これらの火山岩は、 いずれも大規模な火砕流堆積物であり、 高温で堆積して 自らの熱で

軽石などか溶結した、いわゆる溶結構造を有している。

明ケ谷溶結凝灰岩層の特徴は、笠原氏によれば最大層序300mであり、流紋デイサイト～流紋岩で粗

粒のカリ長石• 石英・斜長石・ ・単斜輝石などの鉱物を含んでいる。 少し上流側には、 上宝火

砕流堆積物が広く分布している。 上宝火砕流堆積物は流紋岩質で、 斑晶として斜長石• 石英・

などで、 溶結構造をもつ本質レンズを多く含む。 かなり多孔質で加工しやすいが石器としては柔ら か

ぎるのであ まり利用されていない。 また、 周辺には古生層の荒城川層が見られ、 河川の礫中にも緑

色岩、 泥岩などが多く存在している。 五味原グラノファイアも分布している。

このように、石器や炉石には、 多孔質で柔らかい上宝火砕流堆積物は使用しないで、 比較的硬い大

雨見山層群の流紋岩類をよく利用している。

大雨見山層群の溶結凝灰岩と上宝火砕流堆積物（溶結凝灰岩） は、 いずれも溶結構造をもつ、 かな

り風化に対しての抵抗力の弱い岩石であることから、 五味原地 区の緩斜面形成の一要因になったこと

が考え られる。

〈参考文献〉
笠原 芳雄(1988)大雨見山層群ー飛騨外縁帯の白亜紀末期の湖成層と火砕流堆積物一

飛騨の大地をさぐる 教育出版文化協会
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五味原遺跡群第1 集西田遺跡調査報告書では、 丹生川村の縄文遺跡について概観した。 同第 2集カ

クシク レ遺跡報告書では荒城川水系の縄文遺跡について述べた。 当調杏報告書では、 五味原遺跡群が

所在する折敷地五味原に隣接する上宝村の縄文遺跡について概観してみたい。 後述するよ うに丸山遺

跡において主体を 占める中期初頭の土器群と同種のものが上宝村上灘下野切遺跡においても確認され

ている こ とな ど から五味原からトヤ峠を越えて交流が想定できるからである。

上宝村は、 丹生川村の北方に隣接する。 東西約40km南北約15km。 中央部を 高原川が流れる。 高原川

は県境付近で宮川と合流し富山県 からは神通川とその名称を変え H 本海に流れ出している。 村内には

双六川・蔵柱川な ど高原川の支流が形成する小段丘に多数の縄文遺跡が所在する。

上宝村の縄文時代研究は、 昭和 3 年田中正太郎の報告にもとづいて上宝村 ・ 神岡町合わせて 9 ケ所

の縄文遺跡か報告されている こ とに始 まる。 その後の調査で昭和 10年「飛騨石器時代遺跡地名表」 で

は 29ケ所が紹介されている。 また、 昭和 10年代には林魁ーが踏壺にもとづいて上地 ケ根、 一預 ケ根、

今見、 葛山、 岩井戸、 在家、 本郷、 吉野、 中山、 見座、 新田、 蔵柱な どの遺跡を紹介している。 昭和

20年代後半には、 当時、 上宝第一中学校教員であった石原哲禰による調査註 1 が行われ、 それを受けて

昭和 33年には大江命、 下形武による「上宝村の先史時代］ が刊行されている。

こ こ では、 上宝村の縄文遺跡を時期別に概観する。

草創期についてはその様相が不明である。 早期については、 向野遺跡か押型文土器を出七する単純

遺跡として注目される。 押 型文の文様は楕円文がもっとも多く山形文がつ ぎ、 格子目文は僅少である。

原体を横回転させた施文方法のものが一般的で稀に縦施文や帯状施文のものがある。 高山市 ひ じ山遺

跡のものに最も近いといわれている。 他に押型文土器を出土している遺跡は下尾ノ上遺跡、 大首遺跡

宮の上遺跡な どである。

前期の遺物を出土した遺跡は 10ケ所 は どか報告されているが、 他の時期の遺物に少しづつ混じる程

度のものが多く 前期主体の遺跡は今のと こ ろ確認されていない。 その中で杖石岩陰と大楢遺跡では 前

期末の結節状浮線文土器が出土している。 また、 上灘下野切遺跡では西日本系 前期末大歳山式土器が

出土している。

中期 前半を代表する遺跡は上灘下野切遺跡である。 主体となる土器は五領 ケ台式 • 鷹 島式土器と東

海地方に分布の中心を持つ中期初頭の士器である』 更に北陸系の撚糸文を施す土器片も出土している。

丸山遺跡の主体を 占める士器と類似しており興味深い。

中期中・後半期の遺物を出土する遺跡は上宝村内には多く。 本郷内野、 中野、 在家 大楢な どの各

遺跡か代表的である。 北陸系の上山田 ・ 古府 ・ 串田新式を始めとして勝坂 • 阿玉台 や加 曽利 E式な ど

中期中葉以降の各期の型式士器が見られる。 吉野地 区内に所在する豊受神社を中心とする宮の上遺跡

では加 曽利 E式期の住居跡が 1 軒発見されている。 また、 本郷内野遺跡では炉内に土器を敷きつめた

例が報告されている。

後期・晩期の遺物量は少ない。 後期については大楢遺跡に堀之内式併行式土器、 大 首•在家 ・ 中垣

内の各遺跡には気屋式類似。 大楢•新田たん ど遺跡には加 曽 利 B式類似上器。 在家 ・ 大楢遺跡には西

日 本系縁帯文系土器が出土している。 晩期については、 長倉道場遺跡で大洞 B式、 大首遺跡からは大
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洞 C式が出土している。 牧の 巾遺跡では長野県千曲川流域の佐野式併行期の土器が 出土している。 更

に中山遺跡には安行 3 a や大洞 A式土器、 杖石岩陰では北陸系の中屋式や大洞 A'期の浮線文土器など

が 出土している。

1997年10月 27 日 から約 10日間の日程で愛知学院大学麻生優教授による杖石岩陰の調査が行われた。

調査報告註 2 によれば縄文時代から古代 までの焼き物類が出土し、 縄文時代早期 3 点、 前期 24点、 中期

3 点、 後期 6点、 晩期最終末 13点、 時期不詳縄文土器 119点、 土師器 19点とされる。 縄文時代早期の土

器は肉厚で繊維を含む。 前期の土器は北白川下層II 式および諸磯系のものや羽状縄文のもの、 大歳山

式のものなどがある。 後・晩期の上器では八日市新保式と思われるものや、 玉抱き三叉文や磨消縄文

のものなどがある。 また、 晩期最終末水神平式が 1点報告されている。

石器については、 打製石斧 1点、 礫器 1点、 台石 3 点、 敲石 5 点、 叩石 3 点、 磨石 18点、 石鏃 25点

剥片鏃 1点、 礫石錘 10点、 石錐 5点、 スク レ イパー 9点などである。 石器組成では、 石鏃 、 磨石、 礫

石錘の多さと打製石斧の少なさが特徴的である。 石材は、 地元産の溶結凝灰岩の物がもっとも多く、

黒曜石や下 呂石もみられる。

また同報告では、 遺跡の性格について、 立地条件などから高原川に対する物見台としての使用を

唆している¢

上宝村の東側には北アルプスの急峻な山々が控えてお り 文化の伝播を考え る場合には高原川に沿 う

北陸地方との繋が り を想定するのが 自然である。 しかし、 確実に信州文化圏のものが流入している こ

とを考え ると北アルプスの一角にその 窓 口 を考えな ければならない。

五味原遺跡群と上宝村を結ぶルートは五味原の北方に位置するトヤ峠を通るものである。 峠を越え

た上宝村側には蓑谷などの集落が存在する。 また、 西田遺跡第 2章 2節歴史的環境でも触れたよ う に

中世においては北吉城を支配した戦国武将江馬氏の勢力が五味原の地 まで伸びていた こ となどからも

高原川流域と荒城川流域の交流はトヤ峠による こ とが想定できる。 （伊藤秀雄）

註1 故石原哲禰氏が昭和20年代後半に調査・採集 し た遺物は、 まで本郷中学校に保管・展示されて い た
が現在は上宝村教育委貝会に保管されている。 その膨大な資料数に 上宝村の縄文文化の深さを一見に し て
理解す る こ とができ る。1988年、 当 時上宝村派遣の社会教育主事であ っ た本永義博は上宝村教育委員会の調
査事業の一貫と し て本郷中学校保管土器の再整理を行っ て い る。 そ れに よ れば土器総数は2189点で あ る。 縄
文時代早期70点、 前期20点、 中期777点、 後期100点、 晩期95点、 時期不詳1119点、 須恵器 8 点であ る。 また、
石器は546点であ る。 こ れ ら のデー タ ー は 「本郷中学校保管の縄文土器 • 石器」 (1988 上宝村教育委貝会）
と してまとめ ら れている。

2 8本に おける洞穴遺跡の構造論的研究 1998 麻生 優







第 1 表 上宝村の縄文遺跡

番号 遺 跡 名 所 在 地

1 荒原遺跡 吉城郡上宝村荒原 西 ケ 洞

2 蔵柱上野遺跡 吉城郡上宝村蔵柱上野

3 堂殿遺跡 吉城郡上宝村蔵柱堂殿

4 下垣内遺跡 吉城郡上宝村蔵柱下垣内

5 中垣内遺跡 吉城郡上宝村吉野中垣内

6 宮 ノ 上遺跡 吉城郡上宝村吉野宮 ノ 上

7 田影遺跡 吉城郡上宝村本郷田影

8 本郷内野遺跡 吉城郡上宝村本郷内野， 在家遺跡 吉城郡上宝村在家家 ノ 瀬戸

10 本郷遺跡 吉城郡上宝村本郷下野

11 猫 田平遺跡※ 吉城郡上宝村吉野猫田 乎

1 2  中 野遺跡 吉城郡上宝村吉野中野

13 向野遺跡 吉城郡上宝村本郷向 野

14 中古瀬遺跡 吉城郡上宝村見座中 古瀬

15 桃原遺跡 吉城郡上宝村双六桃原

16 中 洞遺跡 吉城郡上宝村双六中 洞

17 中沢遺跡 吉城郡上宝村双六 中沢

18  中 山遺跡 吉城郡上宝村 中 山 え ん だ

19 牧 ノ 巾遺跡 吉城郡上宝村見座牧 ノ 巾

20 下 ノ J:遺跡 吉城郡上宝村宮原下尾 ノ 上

2 1  宮原遺跡 吉城郡上宝村宮原森脇

22 キ ク 畑遺跡 吉城郡上宝村宮原 キ ク 畑

23 新田谷戸遺跡 吉城郡上宝村新 田谷戸

24 岩井戸遺跡 吉城郡上宝村岩井戸西 ケ 平

25 大楢遺跡 吉城郡上宝村新田大楢

26 道場遺跡 吉城郡上宝村長蔵道場

27 小屋倉平遺跡 吉城郡上宝村長倉小屋倉

28 長倉平遺跡 吉城郡上宝村長倉平

29 学校川 原遺跡 吉城郡上宝村長倉乎

30 杖石岩陰遺跡 吉城郡上宝村長倉細越

3 1  I:: 地ケ根遺跡 吉城郡上宝村一重 ケ 根上地ケ根

32 大首遺跡 吉城郡上宝村一重 ケ根大首

33 八王子遺跡 吉城郡上宝村神坂八王子

34 長表遺跡 吉城郡上宝村蔵柱長表

35 宮の横遺跡 吉城郡上宝村在家宮のF

36 下 夕 平遺跡 吉城郡上宝村吉野下 夕 平

37 ヤナ ツ ポ遺跡 吉城郡上宝村宮原マセ ド

38 下野切遺跡 吉城郡上宝村宮原上灘

39 下野平遺跡 吉城郡上宝村宮原上灘

40 葛 山 遺跡 吉城郡上宝村葛山岩之本

4 1  田 頃家遺跡 吉城郡上宝村田 頃家上 ノ 平

1 -41の遺跡は岐阜県遺跡地図1990岐阜県教育委員会に よ る 。

「県史」 一岐阜県編 1972 『岐阜県史』 通史編原始
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備考 （参考文献）

「上宝先史」 「地名 表J

「地名表」

「 県 史」 「地名 表」 前期

「地名 表」

「上宝先史」 「地名 表」

「 県史」 「地名 表」 早期 中期後期晩期

「上宝先史」 「県史」 「地名表」 早期

「上宝先史」 「 県 史」 「地名表J 前期中 期

「上宝先史」 「 県 史J 「地名表」 中期後期

「 県 史」 「地名 表」 中期

「上宝先史」 「地名表」 中期

「上宝先史」 「 県 史」 「地名 表」 早期

「上宝先史」 「 県史」 「地名表」 中期晩期

「地名 表」 晩期

「地名 表」 中期後期

「地名表」 中 期後期

「上宝先史」 後期晩期

「上宝先史」 「 県 史」 前期晩期

「上宝先史」 「 県史」 早期 • 前期

「 県 史」 「地名 表」 早期前期

「上宝先史」 「 地名 表」 晩期

「上宝先史」 「地名 表」 前期中期後期

「地名 表l 中期晩期

「地名 」 中期後期晩期

［地名 表」 晩期

「上宝先史」 「地名 表」 早期 ～ 晩期

「上宝先史」 「地名 表」

「上宝先史」 「 県史」 「地名表」 早期中 期 ～ 晩期

「地名 表」 中期後期

「上宝先史J 「 県 史」「地名表」 前末～ 中初

「上宝先史J .. ―上宝村編 1958 『上宝村の先史時代j 大江 命 下形 武

「地名表」 一飛騨考古土俗学会 1935 「飛騨石器時代遺蹟地名表J

※ 1日遺跡地図では横田平 と あ る も の を 1990岐阜県遺跡地図で訂正。

i 
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第 3 鋲 遺 構

第 1 節 概 要

丸山遺跡は、 標高 850m 前後の涯錐性小丘陵上に位置すする。 牛垣内遺跡から続くやや急 峻な斜面は当

遺跡のあた りでなだらかになり約60mで荒城川に接する崖となる。 荒城川との比高は約30mである。

移転した住宅の 前には水田・畑が数段にわた っ て造成されていた。 造成のため遺跡全体として遺構の

残存状況は不良であっ た。

発掘調究にあた っ ての地 区の設定は国土座 標に合わせ第7図のよ う に 8 X 8 mの 区 画を 設定し北か

ら南へA · B · Cとし、 西から東へ 1 · 2 · 3 と番号を付 けてグ リ ッ ド 名 を表すことにした。

耕作土および後世の埋土は重機を利用して除去した。 その際に小字名にもなっ ている通称 「 まるや

ま」と呼ばれる祠のあっ た小山に ト レ ンチ設定し一部深掘をおこなっ たがその地点では遺物包含層は

確認でぎなかっ たため調査区から除外した。

旧地形は北から南に緩やかに傾斜しており、 調査 区の西よりの地点で北から南に向か う 幅約s mの

埋没谷が 2本確認できた。 現在は水が流れておらず湧水も認められない。

検出された遺構は、 竪穴住居跡 3 軒、 土壊墓 l 基 土坑65甚、 ピット群である。 遺物は、 縄文早期
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牛垣内遺跡から続く斜面は当遺跡付近 でなだらかになる。 なだらかになった丘陵に丸山遺跡が位置

する。 調査 区域内 を北から南に流れる川が 2 本埋没していた。 西側に位置する川の周辺は急斜面の麓

付近のため、 数多くの礫が谷に向かって散在していた。 また、 谷となった場所は、 礫や土砂の流れ込

みのため層位が複雑になっていた。 東側の地 区は、 きめの細 かな土の層が広が り、 住居跡や土坑など

の遺構が検出された。 調査 前は民家や水田・畑があり、 開田のために土地は削平され北側が削 り取ら

れてし まっていた。 そのため残存状況としては不良であった。

土層は耕作土などの表土が第I 層、 第III 層が遺物包含層であり、 第V層が地山となっている。

第I 層 暗褐色土(10YR 3/ 3)表土

長 年、 耕作土や民家の地盤として利用されてきた表土である。 調令 区束側は、 水田として利用され

ていたため赤み（明褐色 7. 5YR5/ 8) を 帯びた敷き土が 1 - 5 cmの原さでこの層の中に含 まれていた。

暗褐色の土が 10-30cm程堆積している。 砂粒や小石、 細かな炭粒や土器粒が混入していた。
第II a 層 黒褐色土(7. 5YR 3/ 1) 

赤み を 帯びた敷き土の下の層で、 やや粘性があり 固くし まった土である。 黒褐色土の中に炭粒や小

粒の石(cp l - 4 rnrn程） が多く混入していた。

第II b 層 暗褐色土(10YR 3/ 3)

赤み を 帯びた敷き土の下の層で、 やや粘性があり 固くし まった土である。 土中に炭粒や小粒の石 を

多く含み、 この層の下部には砂や卵大～拳大の川原石が多量に混入していた。

第I I C 層 暗褐色土(10YR 3/ 3)

土質は粘性は少なく、 固くし まった土である。 角の取れた拳大～人頭大の礫が多く混入している。

拳大の礫の間に非常に多くの砂(</J 1 - 5 mm )や小石が堆積しいて川だったことがわかる。
第II I a 層 黒色土(l OYRl , 7 / 1) 

土質は粘性が少しあり、 きめの細かなし まりのある土である。 炭粒(cp 1 - 4 mm )や土器粒が少し混

入するが、 砂などは含 まれない。 調査 区東側では縄文中期の遺物が出土した遺物包含層である。

第II I b 層 黒褐色土(10YR2/2)

土質は少しし まりがあり粘性が少しある。 炭粒(cp 2 - 3 mm )や砂(</J 1 - 2 mm )が少し混入してい

た。
第III C 層 黒色土(7. 5YR 1. 7 / 1) 

土質はし まりがあり粘性が少しある。 砂などは含 まれず、 きめの細かな土で炭粒(</J 1 - 4 mm )や土

器粒が少し混入する。
第I V層 暗褐色(10YR3/ 4) -にぶい黄褐色(10YR4/ 3)

土質はし まりや粘性がある。 きめの細かな土で炭粒(</J 2 - 3 mm )が少し混入していた。 III 層の暗褐

色や V層の黄褐色が混 ざり合う層 で場所により まばらになるところもある。
第V層 黄褐色(10YR5/ 8)

地山。 炭や砂など を 含 まず、 きめの細 かな粘士質の層である。 粘性やし まりがあり地山となる。
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847 .30 
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部分的 な層 力 、 褐色土 ( 10YR4/4)
ア 、 暗褐色土 (lOYR3/3) 粘性少 な く 、 土に し ま り があ る 。

拳大の石が混入す る 。
イ 、 黒褐色土 ( 10YR3/1) やや粘性があ り 、 土に し ま り があ る 。 キ 、 明褐色土 ( 10YR6/8)
ウ 、 褐灰色土 (lOYR5/1) 粘性少な く 、 土の し ま り があ る 。

砂や小石 を 多量に含む。 ク 、 黒褐色士 (lOYR3/1)
工 、 褐色土 ( 10YR4/4) 粘性少 な く 、 土の し ま り な し 。

炭化物 ( 3 mm以下） や明褐色の土が ま ば
ら に 入 る 。 ケ 、 灰褐色土 ( 10YR4/2)

オ 、 暗褐色士 (lOYR3/3) 粘性少な く 、 土の し ま り な し 。
砂を 多最に 含む。

粘性少 な く 、 土に し ま り な し 。
炭化物 ( 3 mm以下） や明褐色の土がま
ば ら に 入 る 。
粘性があ り 、 土が固 く し ま り があ る 。
炭化物 ( 5 mm以下） が混入す る 。
粘性があ る 。 土はやわ ら か い が し ま り
があ る 。
明褐色の土が僅か に 混入す る 。
やや粘性があ り 、 土 は 固 く し ま り があ
る 。
炭化物 ( 5 mm以下） が少 し 混入す る 。

コ 、 黒色士 ( 10YR2/l) やや粘性があ り 土に し ま り があ る 。
サ、 に ぶ い 黄褐色土 ( 10YR4/3) やや粘性があ り 土に し ま り があ る 。

第 5 図 土 層 図 (1)
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第 3 節 竪 穴 住 居 跡

第 1 号住居跡（第9図 図版1 )

1 号住居跡は調査 区東よりの G 16 グ リ ッ ド 北側で検出された。 遺物包含層を掘り下げていく段階

で黒褐色のほ ぼ楕円形を呈するプランか確認された。 楕円形プランの南側は長径約50cmの士坑(SK32)

と重複していることが確認できた。 また、 水道管埋設のために遺構の南側は削 りとられていた。 覆土

は、 し まりのある黒褐色土で、 そのなかに遺物や少量の炭化物が見られた。 床面付近ではにぶい黄褐

色から明褐色と変化していた。 住居は、 黄褐色の地山を掘 り込んで作られる。 床面は明褐色でよくし

まっており、 南に約10cmの高低差で傾 く 。 覆土掘削の段階で北側に 85X115cmの土坑(SK22)が掘 り込

まれている こ とが明 かになった。 南側の水道管埋設や土坑の重複のために 床面の完 全な検出はできな

かった。 住居の平面形はl . 85X 2 . 85mの楕円形で、 床面積は推定で 5. 74面である。 主軸方向は不明で

ある。 壁も南端部が削平されていたためすべてを検出することはできなかったか、 検出された壁高は

14-15cmと平均していた。 柱穴と思われる ピットが l 甚確認された。 直径20cm、 深さ15cmである。

1 ケ所のみで、 はたして柱穴と断定できるかどうか疑問が残こる。 炉跡は認められなかっ

出上遺物は縄文時代早期の上ノ 山 I I式・入海 I 式塩屋中層 A式などの土器片が数十点出土している。

石器はチャートの フレ ー ク が 3点出土している。

した土器などから縄文時代早期の住居跡と推定できる。

①
 A - - A' 

846 . 48 

③
 

A ― 

◎
 

,’
 ＇，

 ,‘
 ＇，

 

SB 1 

① 黒褐色土 (7 5YR3/1) 炭化物 を 少 し 含む
② に ぷ い 黄褐色土 (JOYR4/2) 土質均一 固 い
③ に ぶ い 黄褐色土 (10YR4/3) 土質均一 固 い

―A' 
④ 明黄褐色土 (10YR6/8) 土質均一 固 い

9 -�--ロ
:� , ,、

0 i
 

，＇
 ゜ 2 m 

第9 図 第1号住居跡
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図版 1 )

2号住居跡は調査 区北東 Dl 5 · 16グリッド お よ び El 5·El 6グリッド に位躍する。 住居跡の北東

部は流路溝工 事に よ っ て1/ 2以上削 り取られていた。 直径約2. 7mを計り楕円形のプランを呈する と 思

われる。 覆土は黒褐色およ び暗褐色で遺物が含 まれていた。 床面は、 黄褐色の地山を掘 り込んでつく
られてお り 、 硬くし まっ ていた。 東にやや傾き高低差は 11cmあるが、 ほ は平坦である。 壁高はは っ き

り していたが 5. 2- 5. 9cm と 低かっ た。 柱穴は 3 ケ所確認された。 直径 23- 30cm、 深さ 8. 1 - 20. 7 cmであ

る。 炉跡は確認できなかっ た。

出土遺物は北陸系の半戟竹管文を施すものや、 連続爪形文を有するものなど十数点出土している。

第 2 号住居跡（第10図

ップ類が 10点余り出土している。ク ・フ レ石器は、

出土遺物からみて縄文時代中期初頭の住居跡 と 考え られる。
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① 黒褐色土 (10YR2/2) 炭化物を 少 し含む
② 暗褐色土 (I0YR3/4) 炭化物を 多 く 含む
③ 褐色上 (IOYR4/6) 士質均一
④ 黒色土 ( lOYRl . 7/2)

8' 
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849 . 00 
B -

第 2 号住居跡第10図
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m 0 1 
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図版1 )

第 3号住居跡は 、 調査区の東端Gl 7およびGl8グリットの北よりに位置する。 遺物包含層を掘 り下

げていく段階 で黒色の円形プランが確認 できた。 住居跡の上層 は 馬小屋として長期間使用されていた

第 3 号住居跡（第11図

も理解に苦しむ変化また 、ため土層がかなり変化しておりプランを検出するのに困難を極めた。

がみられた。 1層 は黒色土 、 2層は 黒褐色、 3層は暗褐色、 4層は 橙色と暗褐色が まばらに入り混じっ

は 黒色などと単純 で はなかった。 覆土が複雑であったわ りには 床面 は よ6
 

は黄褐色 、-
3
 

ていた。
し かし、 後世の土坑跡が残存していた り、 試掘坑が1部掘 り込

まれていたりしていたため 全面検出は できなかった。 床は 南東にやや傾斜し高低差は約13cmあるがは

は平坦 である。 墜高は15-25cm であ ふ 柱穴 は10ケ所検出された。 主柱穴 はその深さなどから P1 · Ps ·

くし まった状態 で明確に検出できた。

い状態 で検出された。 土はよPs · P9などが考え られる。 炉 は地床炉 で、 住居跡のほ ぼ中央に円形に

その深さ は 中心 で 8cm ま で達していた。し半割断面 で は皿状に焼 け込み、く焼 けており明褐色を

出土遺物は 、 鷹 島式と思われる薄手の連続爪形文を有する上器や北陸系の半戟竹管文を施す土器な

さらにこの時期の粗製土器なども

出土している。 石器 は、 石鏃11点•石錐1点 ・ 凹石1点・ フ レ ークなどが出土した。

出 土遺物などから縄文時代中期初頭の住居跡と考え られる

また五領ケ 台式や東海系の土器も伴っている。どが出土している。

（野村宗作）
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第 3 号住居跡
④ 橙 • 暗褐の混 じ り (7.5YR6/8 · lOYR3/3)

⑤ に ぷい黄褐色土 (10YR4/3) 炭化物 を少々 含む

⑥ 黒色上 (IOYRI . 7 /1) し ま り がな い 攪乱層

第11図

土質均一

土質均vふ

SB } 

① 黒色土 (7 . 5YR1 . 7/1) 炭化物を 含む
② 黒褐色土 (10YR2/2) 炭化物を 含む
③ 暗褐色土 (lOYR3/3) 炭化物 を わずかに含む

A -

2 m 
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第 4 節 土壊墓 (SK22) (第13図 図版 1 )

位置 と 検出状況

G l l グリ ッ ト、 1 号住居跡 内の北側に位置し、 住居跡の床面検出の段階 で楕円形の黒褐色土層が残
り、 床面を掘 り込ん でいる こ とが理解 できた。 したがって、 1 号住居跡（縄文早期） より新しい遺構

であるか検出面より上層の掘 り込みや土層については明ら かにする こ とが できなかった。 位置的には

住居跡と完 全に重複してい

平面形

1 21cm X 9 1cmの楕円形を呈し、 長軸方 向は N - 75°- E で深さは北墜 で 46 cm。 1層黒色土(l OYRl .7 / 1) 

で、 少量の炭化物を含ん でいる。 2層も黒色土 で(I 0YR2/ 1) で、 3 - 4層にかけては黒褐色や黄褐

色となり 、 底部地山に達する。 なお、 こ の覆土は飾にか け更に洗浄したが 2 - 3 mmの小礫以外目につ

くものはなかった。

遺物

プランの南側を半割する過程 で、 南西に約20cm、 深さ 29 cmのと こ ろ で琥珀製の棗玉状管玉が 6 個連

綴の状態 で検出された。（第1 3図 図版 1 )土城底面より 6 cm上部 である。 し かし、 劣化が激しく、 1

個は検出と同時に崩壊し、 更に 1 個が検出後 まもなく崩壊したが、 一部は土中に残存していた。 従っ

て、 4個のみ原形を留めて取 り上げる こ とが できた。

琥珀は劣化がきわめて激しく、 かつ脆いため少しの振動 でも崩壊する。 そ こ で、 遺物の周辺を石膏

で 固 めその ままの状態 で取り上げ、 元輿寺文化財研究所保存科学センターに復元・保存処理を委託し

た。 その処理中に 7個 目 の玉が検出された。

また、 琥珀検出面 で繊維入りの小土器片が出土したが、 こ れは縄文早期の土器片 で土堀内の堆積土

層の観察 から混入と思われる。

時期

時期を明瞭に示す遺物は、 土塘内 からは検出されなかった。 周辺出土の土器は縄文時代 前期末から

中期初頭のもの であった。 したがって、 土堀の時期は こ れらのなかにその可能性が求められる。 一方

玉 自体の観察 からしても、後述するように縄文時代 前期末から中期初頭に所属すると推定されるの で、

この時期の間と考え るのがもっとも妥当 であろう。 しかし、 Ko. 1 、 2 、 4 、 5 は行田遺跡出土のもの

に最もよく似ているの で、 前期に含 まれる可能性がきわめて大 であろう。 （野村宗作）

第 5 節 土坑そ の他の遺構 （第12図 -17図）

検出された65悲（土塘墓を含 め） の土坑は、 全体に散在しているわ け ではなく調査地 区の北部中央(F

14. 15区） に 16基の 1群と北束部に2 3基(FG16. 17区） と 9 基(GH 17区） の 2群の集 まりが見ら

れる。

形 態については円形57基、 楕円形 4 基、 不定形 4 基 である。 土坑の規模として上端部の最大幅が、

円形 で 35- 1 38crn、 楕円形 で 110-16 8cm である。 円形の土坑の場合80cm代のものが 17基(30% ) あ り

7 0- 9 0crnに最大幅を持つものが 33基(58% )にのぼる。 楕円形の土坑の場合は 4 基とも Im 以上 であ

り、 琥珀が出土した士堀墓(SK22)も 121X 81 cmの楕円形 である。 同 じ程 度の大きさの土坑が他に 2 基
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(SK32. SK49)検出しているが、 土堀の性格を表す遺物が出たのは、 琥珀玉が出土した SK22だ けで
ある。 その他の特徴としてはフ ラ スコ状の形態を も つ士坑が 7 基検出しているが、 堅果類などの炭化
物が出土せず土坑の性格が明確でない。

円形の土坑
SK12は 76X 8 1深 度 46cm底部が 固く平底を呈している。 上層は黒褐色土で炭や人頭大の石か混入し底

面より 2 - 4 cm漸移層 内では縄文中期初頭の土器片が出土している。 SK14は 72X 79深 度 39cm。 底部が
平底で固くし まり、 覆土の黒褐色土には多くの炭が含 まれ土器片や石鏃 が出土した。 SK18は8 7X 88深
度 44cm。 底面が固くし まり、 黒褐色の覆土に人頭大の石と中期初頭の士器片が混入していた。 SK25は

59X 50深 度 23cm。 底部が平底を呈している。 覆土より新崎式土器が下部を欠損し横に倒れた状 態で出
土した。 SK30は風倒木痕と思わ れ 、 掘 り起こした部分に石皿が混入している。

フ ラ ス コ 状の土坑
SK17は 67X 63深 度 31cm。 比較的小型のt坑で頸部を持ち底部が広がる フ ラ ス コ状を呈している。 卵

大の川原石が中心より東側に数多 く 混入していた。 SK19は 77X 75深 度 36cm多少 フ ラス コ状を呈してい
る。 黒褐色土に人頭大の石や多くの炭、 中期初頭の土器片が混入していた。 SK27は8 7X 8 0、 深 度 50cm
で平底を呈している。 黒褐色の覆土に炭が多く含 まれ、 その下より中期初頭の土器が出土した。 SK48
は85X 95深 度 40cm。 底部が平底を呈し、 暗 オリー プ褐色の覆上より磨石と中期初頭の土器片が出土し
た。 SK55は8 0X 73深 度 34cm。 底部が平底を呈している。 人頭大の石を含 むが出土遺物はなかった。 SK63
は 3号住居跡に重なる土坑で94X 101深 度 70cm。 底部が平底を呈している。 覆上からの遺物は出土して
いない。

楕円形の土坑
SK24は 168 X 75深 度 20cm。 丸底を呈している。 黒色土より中期初頭の土器片と 凹 石が出土している。

SK32は 143X 78深 度 17cm底部が平底を星している。 黒褐色土の覆土に炭が多く混入し、 人頭大の石を数
まれている。 SK49は llOX 8 3深 度 34cm。 底部が丸底を呈している。 リー ブ褐色の覆土に炭が多

く混入し人頭大の石が数点含 まれている。

不定形の土坑
SK20は 111X 160深 度 65cm。 土坑が菫なった様相を呈する。 遺物は、 中期初頭の土器片が多く出土し

ている。 不明遺構として Fl4-Fl5区の位躍に sx 1と sx 2の 2 基を検出した。 sx 1は 147X 186cm、
深 度 24cmであるが底部より 10cm程上部に段をもち、 凹 凸がある面か広がる。 形状は不定形である。 遺
物は RFが 1点出土する。 SX 2 は 122X 210cm、 深 度 27cmであるが底部より約10cm上部に段をもち凹 凸

がある面が広がる。 形状は不定形である。 遺物は出土しない。

堀立柱建物跡
堀立柱建物跡はHl5-Hl6区に位置し、 3 列の柱穴が確認された。 1 列は東西方向に 2. 15m · 2.35

m · 2. 20mの間隔で 4 つ柱穴があり、 2 列目 . 3 列目 までの間隔がそ れ ぞ れ 2. 0mである。
（ 上出巳吉）
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SK 4 
L 黒 色土 ( 10YR2/l) 粘性あ り 、

し ま り な し
2 暗褐色土 (I0YR3/3) 粘性あ

り 、 固 く し ま る
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SK 3 
1 .  黒褐色七 (7 . 5YR3/l) 粘性あ

り 、 し ま り あ り 、 炭化物(3-7
mm) 混入 土 器 ・ 七器 出 土

2 .  黒褐色土 (7. 5YR3/3) 粘性あ
り 、 し ま り あ り

3.  黄橙色土 (7 . 5YR6/8) 粘性あ
り 、 し ま り あ り

4 .  黄橙色土 (7. 5YR7/8) 粘性あ
り 、 し ま り あ り

SK 2 
1 .  黒色上 (7 . 5Y R1 . 7/1) 粘性あ

り 、 し ま り あ り 、 炭化物(1-3
mm) 混入

2. 黒褐色土 (lOYR3/2) 枯性あ
り 、 固 く し ま る

SK 1 
1 .  黒褐色土 (7. 5YR3/l) 粘性あ

り 、 し ま り あ り 、 炭化物 (1 - 3
mm) 混入 土器出土

2. 暗褐色士 ( lOYR3/4) 粘性あ
り 、 固 く し ま る
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笠，SK 8 
1 黒褐色土 (IOYR3/l)

粘性あ り 、 し ま り あ り 、

炭化物 ( l - 3mm) 混入
2 .  暗褐色上 ( 10YR3/4)

粘 性 あ り 、 し ま り あ り

SK 7 
1 .  黒褐色土 (7 . 5YR3/l) 

粘性あ り 、 し ま り あ り
2 、 に ぶ い 黄 褐 色 土 (10

YR4/3) 枯性あ り 、 し
ま り あ り

SK 6 
1 .  黒褐色土 (lOYR3/l)

粘性あ り 、 し ま り あ り 、

炭化物 ( l - 3mm) 混入
2. 暗褐色土 (10YR4/4)

枯性あ り 、 し ま り あ り

SK S 
1 .  黒色土 (lOYR2/l) 粘

性 あ り し し ま り 少 し あ
り

2 .  暗褐色士 (10YR3/2)
枯性あ り 、 固 く し ま る
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SK13 
l .  黒褐色土 (10YR2/2) 枯性あ

り 、 し ま り あ り 、 土器片 出 土
2 .  暗褐色土 ( 10YR3/3) 粘性あ

り 、 固 く し ま る
3 .  黄褐色土 (10YR5/6) し ま り

な し

SK12 
1.  黒褐色土 (10YR3/1) 粘性、

し ま り あ り 、 炭化物(5- lOmm)
上部に 混入

2 .  黒褐色土 (10YR3/1) 粘性あ
り し ま り あ り 、 炭化物混入

3 暗褐色土 (10YR3/3) 粘性あ
り 、 固 く し ま る 、 底面 2 cm上
で土器片出土

4.  橙色土 (lOYR4/6) 枯性あ り 、

し ま り あ り
5 .  黒褐色士 ( 10YR3/1) 粘性あ

り 、 し ま り あ り

坑 (1)土

SKll 
1 .  黒褐色土 (10YR3/l) 粘性あ

り 、 し ま り あ り 、 炭化物 (1 - 3
mm) 小石 (2- 5mm) 混入

2 .  褐色士 (10YR4/4) 粘性あ り 、

し ま り あ り 、 10mm程の炭化物
混入

3. 暗褐色土 (7. 5YR6/8) 粘性あ
り 、 固 く し ま り あ り 、 炭化物
(4-6mm) 混入 石器出土

第12図

SKlO 
l .  黒色土 (lOYRl . 7 /1) 枯性あ

り 、 固 く し ま る 、 石器出士
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SK1 7  
1 .  黒 色土 OOYRI .7 /1) 枯性少

な く し ま り あ り
2 .  黒褐色土 (10YR2/3) 枯性が

あ り 、 し ま り あ り 、 卵大の礫
多数含有 炭化物混入

3. 黒褐色土 ( 10YR3/l)
4 .  暗褐f!:.士 ( 10YR3/3)
5. 群H喝ゼ�::±こ ( lOYR3/4)

SK21 

SK16 
L 黒色土 (IOYRI . 7/ll 粘性な

し 、 し ま り あ り
2 .  暗褐色土 (10YR3/3) 粘性あ

り 、 し ま り あ り
3 .  灰黄褐色土 (10YR4/2) 粘 性

な し 、 し ま り な し

SK15 
1 .  黒色土 ( lOYRl . 7/1 ) 粘性な

く 、 し ま り な し 、 土器片出土
2. 黒褐色土 ( 10YR2/2) 粘性あ

り 、 し ま り な し
3 .  黒褐色土 (10YR2/2) 粘性あ

り 、 し ま り あ り

SK14 
l .  黒褐色土 ( 10YR2/2) 粘性あ

り 、 炭化物 ( 1 - 3mm)混人 士
器片出士

2. 暗褐色土 ( 10YR3/3) 粘性あ
り 、 固 く し ま る 。 土器片出土

3. 褐色土 (lOYR4/4) 釆占性あ り 、

し ま り あ り
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SK21 
1 .  黒 褐 色 土 (10YR3/l)

やや粘性あ り 。

2 .  暗褐色土 ( lOYRZ/3)
やや粘性あ り

6 

SK20 
1 .  黒色土 (IOYR2/l) 粘性は 少な く し ま り あ り
2 .  黒 褐 色土 (10YR3/l) 粘性あ り 、 し ま り あ り 、 炭

化物 ( l - 3mm) 混入
3. 暗褐色土 (10YR2/3) 枯性あ り 、 し ま り あ り 、 遺

勅出土
4. 黒褐色土 ( 10YR2/3) 束占性あ り 、 し ま り あ り
5 .  暗褐色土 (10YR2/3j 末占性あ り 、 し ま り あ り
6 .  黒 色土 (lOYRl . 7/1 枯性あ り 、 固 く し ま る
7 .  黒褐色土 (10YR2/2) 粘性あ り 、 く し ま り あ り
8 .  に ぶい黄掲色土(10YR5/4) 束占性あ り 、 し ま り あ り

SK19 
1 .  黒褐色士 ( 10YR2/3)

粘性あ り 、 固 く し ま る 。

炭化物 ( l- 3mm) 多 く
混入 土器片 出 土

2 .  褐色士 ( 10YR4/6) 粘
性 あ り 、 固 く し ま る

土器片

SK18 
1 .  黒色土 ( lOYRl . 7 /1)  

枯性少 な く し ま り あ り
2 .  黒褐色士 (10YR3/1)

粘性あ り 、 し ま り あ り
3 .  に ぷ い 黄 褐 色 土 (IO

YR4/3) 枯性あ り 、 し
ま り あ り
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SK24 
L 黒色上 ( lOYRl . 7 /1) 粘性は

少な く し ま り あ り 、 細かい炭
化物を 含む。 土器片や凹石な
ど出土

2 .  黒褐色土 ( IOYR3/l) 粘性少
な く 、 し ま り あ り

゜一4
 

SK23 
1 .  黙 色士 ( lOYRl . 7/1) 事占性は

少 な く し ま り あ り 、 炭 化 物
(3-7mm) I昆入

2 .  黒 色土 (lOYRl . 7 /1) 枯性あ
り 、 炭化物 (5- lOmm) i昆入

3 .  黒褐色土 ( 10YR3/l) tb性あ り
4 .  黄褐色土 ( lOYR5/6) *占性少

な く 、 し ま り あ り

土 (2) 坑

SK22 
L 黒 色上 (lOYRL 7 /1) 粘性は少 な く し ま り あ り
2 .  黒色土 ( I OYR2/l) 枯性あ り 、 し ま り あ り
3 .  黒色士 (IOYRZ/3) 粘性あ り 、 し ま り あ り 、 炭化物 (2- 4mm)

混入
4 黒褐色土 (10YR3/2) 粘性少 な く 、 し ま り あ り
5 .  暗褐色土 (lOYR3/2) 粘性あ り
6. 明褐色上 (7 . 5YR5/8) 粘性少な く 、 し ま り あ り
7 .  黒 色士 (7 .5YR1 . 7/l) 粘性少 な く 、 し ま り あ り

第 13図
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SK25 

A ーロ A'
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SK25 
1 .  黒褐色土 (IOYR3/l) 粘性

少な く 、 し ま り あ り 、 土器
出土

SK29 

□ I. 
A 4 1 4 A' 

847 . 00 

SK29 
1 .  黒色土 (lOYRl . 7 /1) 末占性あ り 、

し ま り あ り
2 .  黒色土 (lOYRl . 7 /1) 粘性あ り 、

し ま り あ り 、 炭化物 ( 1 - lOmm) が
中心部に 多 く 混入

3 .  黒色土 (lOYR2/l) 粘性あ り 、 し
ま り あ り 、 炭化物 (3mm以下） 多 く
含有

4 .  褐色土 (10YR4/6) 粘性あ り 、 し
ま り あ り
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SK26 
1 .  黒褐色土 (10YR2/2) 粘性

あ り 、 し ま り あ り 、 炭化物
(2mm以下） 少 し 含む

2. に ぶ い 黄褐 色 士 (lOYR4/
3) 粘性あ り 、 し ま り あ り

SK30 

\ A口A

A
 

A' 

4 3 

SK27 
1 .  黒色土 ( lOYRl . 7 /1) 枯性少 な く 、

し ま り あ り 、 炭化物 (2 - lOmm) が中
央に 混入、 土器片混入

2 .  黒褐色土 ( lOYR2/3) 粘性あ り 、 し
ま り あ り

3 .  に ぷ い 黄褐色士 ( lOYRl . 7 /1) 粘性
あ り 。 し ま り あ り

4 .  黒褐、 色士 (10YR2/3) 大 き 目 の炭
化物i昆入 土器片 出土

5 .  黒色土 と 地山土が混 じ り 合 う

SK31 

Ao I - A' 

A' 

846 . 10 

SK28 
1 .  暗褐色土 (lOYR3/3) 粘性

あ り 、 し ま り あ り 、 炭化物
を 混入

SK32 

\ 

A' 

846 . 50 

4 
SK30 
1 .  黒褐色土 (lOYR3/2) 粘

性あ り 、 し ま り あ り 、 炭
化物 ・ 遺物出土

2 .  に ぶ い 黄 褐 色 土 ( l o
YR4/3) 粘性あ り 、 炭化
物 (3 - lOmm) 多量に混入

3 .  黒色土 (N2/6) 枯性あ り
4 .  に ぶい黄褐色士

A - o'. 
SK34 

SK31 
1 .  黒色士 (lOYRl . 7 /1) 粘性少

な く し ま り あ り 、 炭化物 (2mm
以下） 少量混入

2. 褐色土 ( 10YR4/4) 粘性あ り 、

し ま り あ り
3 .  黒色土 に 黄褐色土が多量 に 混

じ る
4 黄褐色土 (lOYR3/3) の粘土塊

SK35 

A - 0 
＼ 

- A' 

SK32 
1 .  黒色土 (lOYRl . 7 /1) 粘性少

な く し ま り あ り 、 炭化物 (2-5
mm) 多 量 に 混入 人頭大礫多
く 混入

2 .  黒褐色土 (10YR3/l) 枯性少
な く し ま り あ り 、 炭化物 ( 4 - 7
mm) 多量混入

3. 黒色土 (10YR2/1) 粘性少な
く 明褐色土の塊 (5-30mm) 多
< i昆入
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SK33 
1 .  黒色土 (lOYR2/l) 粘性少な

く し ま り あ り
2 .  暗褐色士 (lOYRl . 7 /1) 粘性

少な く し ま り あ り
3 .  黒褐色土 (lOYR2/2) 末占性あ

り し ま り あ り 、 炭化物 (2-5
mm) べ>lf.J, (1 - Zmm) を 多 く 含む

4 .  に ぷい 黄褐色土 (lOYR4/3)
粘性や し ま り あ り 、 小石を含む

SK34 
1 .  黒色土 (lOYRl . 7 /1) 粘性は

少 な く し ま り があ り 、 炭化物
(l - 3mm) 混入

2. 黒褐色士 (lOYR3/l) 粘性少
な く し ま り があ り

SK35 
1 .  黒褐色土 (lOYR3/2) 粘性は

少 な く し ま り が あ り 、 炭 化
物 ・ 人頭大礫 多 く 混入

2 .  褐色土 (lOYR4/4) 粘性少な
く し ま り あ り 、 炭化物 ・ 粘士

粒 (3mm以下） 多 く 混入

第14図 土 坑 (3)

SK36 
1 .  黒色土 ( lOYRl . 7 /1) 枯性は

少な く し ま り あ り 、 炭化物多
く 混入

2 .  黒褐色土 (10YR3/l) 枯性少
な く し ま り あ り 、 炭化物 を 多
く 混入

3 .  黒褐色土 (lOYRZ/2) 粘性あ
り し ま り あ り
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SK40/SK45 
1 .  黒色土 (10YR2/l) 粘性は少

な く し ま り あ り 、 炭化物 (2�5
mm) を 多 く 含むc

2 .  黒色土 (N2/0) 枯性少 な く し
ま り あ り 、 土器片出士

3 .  黒色土 (lOYRl . 7 /l ) 祐性少
な く し ま り あ り

4 .  懸色土 ( lOYRl . 7 /1) 禾占性少
な く し ま り あ り

3 黒褐色土 ( lOYR2/2) 粘性
し ま り あ り

SK39 
1 .  黒色土 (N2/0) 粘性少な く し

ま り あ り
2 .  黒色士 ( lOYRl . 7/1) 粘性少

な く し ま り あ り 、 石の周辺に
炭化物 (3-5mm) 混入

SK38 
1 .  黒色上 (1OYRl . 7 / 1 ) 粘性少

な く し ま り あ り 、 炭化物 多 く
混入

2 .  暗褐色土 (lOYRZ/2) 粘性少
な く し ま り あ り

3 .  黒 色 土 ( lOYRl . 7 /1) 1 よ り も
黒 く 、 粘性あ り

SK37 
1 .  黒色土 ( lOYRl . 7 /1 ) 粘性少

な く し ま り あ り 、 炭化物(3mm
以下） • 砂混入
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SK44 
1 .  暗褐色士 ( lOYR3/4) 粘性少

な く 、 し ま り あ り 、 炭化物 （約
20mm) を 混入 遺物出土

2 .  褐色土 ( 10YR4/4) 粘性あ り
し ま り あ り

3 .  黒 色土 ( 10YR2/l) 粘性少な
い し ま り な し

SK43 
1 .  黒色土 ( lOYRl . 7 /1 ) 帖性少

な く し ま り あ り 、 褐 色 の 上 ( 1
mm以下） を 少 し 含む。

2 .  黒褐色t ( 1 0Y R3/2) 粘性少
な く し ま り あ り 、 地山の褐色
土 (1mm以下） が ま ば ら に 混人

SK42 
1 .  黒色土 (lOYRl . 7/1) 粘性は

少 な く し ま り あ り 、 黄褐色の
細か い 土 ( 1mm以下） を 含む。

2 .  黒褐色士 ( 10YR3/l) 粘性は
少 な く し ま り な し 、 黄褐色の
細 か い 土 ( I mm以下） を 多量に
含む

3.  黄褐色土 ( 10YR5/8) やや粘
性 あ り し ま り あ り

SK41 
1 .  黒色土 ( I OYRl . 7/1 ) 粘性少

な く し ま り あ り 、 炭化物 ( 1 - 5
mm) 多 く 混入

2 .  黒褐色土 ( 10YR3/2) 粘性少
な く し ま り あ り 、 炭化物多 く
混入

3 .  褐色土 ( 10YR4/4) 粘性あ り
し ま り あ り

＇
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SK49 
1 .  黒褐色土 (N2/0) 粘性少な く

し ま り な し
2 .  暗 オ リ ー プ 褐 色 土 ( lOYR2/

1 ) 粘性少な く し ま り あ り
3 .  に ぷい賀褐色土 (lOYR4/3)

粘性 ・ し ま り あ り
4 .  黒色士 (lOYRl . 7/1) 粘性少

な く 、 し ま り な し

。
SK48 
1 .  黒色土 (N2/0) 粘性は 少な く

し ま り あ り
2 .  黒色土 (10YR2/1) 枯性少な

く し ま り あ り 、 褐 色の粘土粒
や炭化物 (Zmm以下） を 少 し 含
む。

3. 黒色土 ( lOYRl . 7/1) 枯性少
な く ヤ 固 く し ま り あ り 、 炭化
物 (5� 15mm) を 多 く 含み土器
が出土

4. 暗褐色土 (10YR3/3) 枯性 ・
し ま り あ り

5 .  黒色土 (lOYRL 7 /1) 粘性少
な く 、 し ま り あ り

坑 (4)土

SK47 
l .  黒色土 ( 10YR2/l) やや粘性

あ り し ま り あ り 、 黄褐色の
細か

、
い 土 (1mm以下） を 多 く 含

む。
2 .  暗褐色士 (lOYR3/3) 粘性あ

り し ま り あ り

第15図

SK46 
1 .  黒色土 (lOYRl . 7 /1) 枯性少

な い し ま り あ り 、 炭化物(3
mm以下） 少量混入

2 .  黒 色 土 (N2/0) 粘性 少 な い
し ま り な し

3 .  黒褐色土 (lOYR2/2) 粘性あ
り し ま り あ り 、 炭 化 物
(5- 15mm) 、 炭化木片混入

4 .  に ぷい 黄褐色士 (10YR4/3)
粘性あ り し ま り あ り

5 .  黒色土 (lOYRl . 7/1) 粘性少
な い、 し ま り な い
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Aロ
SK50 

A
 

2 1 A' 

846 .40 

SK50 
l 黒色土 ( lOYR l . 7/1 ) 粘性少

な 〈 、 し ま り あ り
2 .  暗褐色土 ( lOYR3/4) 粘性少

な く 、 し ま り あ り

構

SK51 
\ 

A ― 〈□》 - A

A
 

A' 

846 . 40 

SK52 

A口� A

A 1 2 A' 

SK52 
1 .  黒色土 ( lOYRl . 7 /1) 粘性少

な く し ま り あ り 、 炭化物 ( 1 - 5
mm) 混入

2 .  暗褐色土 ( 10YR3/4) やや粘
性あ り 、 し ま り あ り

SK54 

＼ 
SK55 

＼ ＾口
SK56 

＼ 
A' 。しA A - Q〉 - A' 

A 3 1 
,I,-. 
4 A' A -

3 -2 
� 

A' 

847.40 

SK54 
1 黒色土 ( lOYR l . 7/1 ) 粘性 ·

し ま り あ ま り な し
2 .  黒褐色土 ( 10YR2/2) やや粘

性 あ り 、 し ま り あ り 、 炭化物
(5mm 以 下） ・ 粘 土 粒 (1mm 以

下） 多 く 含むさ
3 .  黒色土 ( lOYRl . 7 /1) やや粘

性あ り 、 し ま り あ り

SK58 

□ \ 
A 4 I A' 

847 . 40 

4 4 

SK58 
1 .  黒褐色土 (lOYRl . 7 /1) 粘性

少 な く 、 し ま り あ り 、 炭化物・
枯土粒 (2mm以下） を 含む。

2 黒褐色土 (lOYR2/2) 粘性あ
り 、 固 く し ま る 。 炭化物 ・ 粘
土粒 (3mm以下） 多量に含む。

3 黒色土 ( 10YR2/1) 粘性あ り 、

固 く し ま る 。粘土粒 (2mm以下）
含む。

2
 

SK51 
L 黒色土 (IOYRl . 7 / 1 ) 粘性 ・

し ま り あ り 、 炭化物 (1 - IOmm)
混入

2 黄褐色土 ( 10YR5/6) 粘性 ・
し ま り あ り

847 , 30 

SK55 
1 .  暗褐色土 (7 . 5YR3/4) 粘性少

な く 、 し ま り あ り 、 暗赤褐色
土混入

2. 黒色土 (lOYRl . 7/1) やや粘
性あ り 、 固 〈 し ま る 。 炭化物・
枯土粒 (2mm以下） を 含む。

3. 黒褐色土 (10YR3/l ) やや粘
性 あ り 、 し ま り あ り 、 褐色の
粘士粒 ( 1mm以下） を 多 く 含むc

4 .  褐色士 ( 10YR4/4) やや粘性
あ り 、 し ま り あ り

SK59 

· �O \· 
A
 2 3 A' 

‘ ’  
847 .50 

SK59 
1 .  暗褐色士 (I0YR3/4) やや粘

性 あ り 、 固 く し ま る 。 炭化物
(5mm 以下） ・ 粘 七粒 (2mm以

下） を 含む。
2 褐 色土 ( 10YR4/6) 粘性あ り 、

固 く し ま る 。

SK56 
1 .  黒褐色土 ( 10YR3/l) やや粘

性 あ り 、 固 く し ま る 。 炭化物
や粘土粒 (2mm以下） 混 入

2 .  暗褐色土 (lOYR3/3) やや粘
性 あ り 、 固 く し ま る

3 .  褐色土 (lOYR4/4) やや粘性
あ り 、 し ま り あ り

SK60 -＝-
9_
＿ー―-
、

A A' 

A 2 A' 

847 . 40 

SK60 
1 .  黒色土 ( lOYRl . 7 /1 ) やや粘

性 あ り 、 し ま り あ り 、 炭化物
( 1 0mm以下） 多量に 含む。

2. 暗褐色士 ( 10YR3/4) 粘性あ
り 、 固 く し ま る 。

第16図 土 坑 (5)

SK53 

0 ＼ 
A A' 

A 2 A' 
I 1 I 

846.50 

SK53 
L 黒 色土 (lOYRl . 7/1) 粘性少

な く し ま り あ り 、 炭 化物 ( 1 -3
mm) 混人z. 暗褐色土 (lOYR3/4) やや粘
性 あ り 、 し ま り あ り

SK57 

\ 

A -゜A

A 4 3 A' 

847. 30 

SK57 
1 .  黒 色土 (lOYRL 7/1) 粘性少

な く 、 し ま り あ り 。 炭化物や
粘土粒 (2mm以下） を 含む。

2 .  黒褐色土 (lOYRZ/2) 粘性あ
り 、 固 く し ま か 炭化物や粘
土粒 (2mm以下） を 含む。 土器
出土

3 .  黒色土 ( l OYRl . 7 /1 ) 粘性あ
り 、 固 く し ま る 。 粘土粒 (2mm
以下） を 含む。

A □
 

..
 
-［.
-..
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g
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・
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A
 

SK6I 

A
 

A' 

847. 40 

。 2 m 

SK61 
1 .  黒 色土 ( lOYRI. 7/1) やや枯

性 あ り 、 し ま り あ り 。 炭化物
（約1伽m) 点在

2 .  暗褐色土 (10YR3/4) 粘性あ
り 、 固 く し ま る 。 炭化物 (3mm
以下） や粘土粒 (5mm以下） を
含む。

3 .  暗褐色土 ( 10YR3/4) 粘性あ
り 、 固 く し ま る 。 粘土粒( 5呻
以下） を 含む。



第 5 節 土坑そ の他の遺構 （ 第 12 図 - 17図 図版 2 } 27 

SK62 t I SK63 SK64 
t 

SK65 
＼ I 

A o -A' A A' A 0 -- A' A - r1'i -A' 

A 3 2 A' A A' A 2 A' 
- 3 2 3 -

闘� 1 j轟 847 , 20 
847 . 20 

A A' 
霞 , I A罰 847 . 10 

SK62 
l .  黒色土 (lOYRl .  7 /1) やや粘

性 あ り 、 し ま り あ り 、 炭化物
(5mm以下） 混入

2 .  黒褐色± (lOYR2/3) やや粘
性あ り 、 し ま る 。

3 .  黄褐色土 (lOYR5/8) 枯性あ
り 、 し ま る。

SX 2 

A
 

A
 

sx 2 
1 .  暗褐色± (lOYR3/3) 粘性少

な し 、 し ま り あ り 0 炭化物(2
mm以下） や小石 (2mm以下） 混
人

2 .  黒色土 (lOYRl . 7/1) 粘性少
な く 、 し ま り あ り 、 炭化物(2
mm以下） 混入

3 .  黒褐色土 (10YR2/2) 粘性あ
り 、 し ま り あ り 、 炭化物(3mm
以下） や小石 (3mm以下） が混
人

4 .  黄褐色土 ( IOYR5/6) 粘性あ
り 、 し ま り あ り

＼ 
＼ 

SK63 
1 .  黒色士 (lOYR2/l ) やや粘性

あ り 、 し ま り あ り
2 暗褐色士 (10YR3/3) やや粘

性あ り 、 し ま り あ り
3 .  暗褐色上 (lOYR5/8) 枯性あ

り 、 し ま り あ り
4 黄褐色土 ( 10YR5/8) 粘性あ

り 、 し ま り あ り

SX 3 

SK64 
I .  黒色土 (lOYRl . 7/1) 粘性少

な く 、 し ま り あ り 、 炭化物 (3
mm以下） ・ 枯上粒 (5mm以下）
を 含む。

2 .  暗褐色土 (IOYR3/3} 粘性あ
り 、 し ま り あ り

3 .  褐色士 ( 10YR4/6) 粘性あ り 、

し ま り あ り

f
 

A' 

A ー

sx 1 
L 黒褐色上 (IOYRZ/2) 粘性少

な く 、 し ま り あ り 。 炭化物(3
mm以下） や小石 (2mm以下） が
少量混入

2. 黒褐色t (IOYR2/3) 粘性少
な く 、 固 く し ま る 。 小石 (3mm
以下） が混入す る 。

3 .  黒褐色土 (IOYR3/3) 粘性あ
り 、 し ま り あ り 、 炭化物(3mm
以下） 混入

4 .  黄褐色士 (IOYR5/6) 粘性あ
り 、 し ま り あ り

3 4 A
' 

I I '''''' -
847 . 30 

第 17図 土 坑 (6)

SK65 
L 黒色t ( lOYRL 7 /1) 枯性少

な く 、 し ま り あ り 、 炭化物(3
mm以下） 少量混入

2 暗褐色土 (10YR3/3) 枯性あ
り 、 し ま り あ り

゜ 2 m 
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第 2 表 土坑観察表

鍔 挿図 地 区 形 態 規 模 (cm) 出 土 遺 物
上 端 下 端 深度 ± 器 石 器

I 12 H �17 円 形 77 X 80 70 X 70 ， 18 2 c 類2d 類.6e 類 1 RFチ ャ ー ト 1
2 12 H-17  円形 66 X 70 
3 12 H -17 円形 89 X 90 68 X 70 19 3 f 類 フ レー
4 12  H-17 円形 63 X 65 
5 12 H -17 円形 45 X 50 
6 12 H -16 円形 75 X 75 
7 12  H-16  円形 36 X 40  
8 12 H -16  円形 34 X 35 ， 12  H -16 円 形 46 X 45 
10 12  H -16 円 形 22 X 2 5  1 
1 1  1 2  G -16 円 形 6 0 X  75 2 ト 1
12  12  G --16  円形 76 X 81 2 d 類
13 12 G -16  円形 SO X 77  
14 13 G -16 円形 72 X 79 2 石鏃1 . 凹石l
15 13 H -15 不定形 86 X l15  
16 13  H-15 不定形 8 1 X  95 25 X 30 34 
1 7  1 3  G �17 不定形 67 X 63 55 X 55 31 1 2 c 類
18 13 G -17 不定形 87 X 88 60 X 68 44 3 2 c 類
19 13 G-17 不定形 77 X 75 68 X 64 36 15 5類, 2 d 類
20 13 G -17 楕円 11 1  X 160 101 X 90 65 40 3 f 類. 2 d 類 31  凹石1 .打製石斧1 .石鏃1 .

ス ク レ ーバー1. チ ッ プ13. 7 レ ー ク14
21  13  G -17 94 X 88 7 2 c 羅 3 f 類. 6 d 類 1 凹石l
22 13 G -16 120 X 87 2 不明
23 13 G-15  89 X 90 14  z c 類. 3 f 覇 6 d 類
24 13 G --17 75 X 168 2 d 類 3 凹石3
25 14 F -17 59 X 50 
26 14  F -17 70 X 89 
27 14  F --17  87 X 80 3 f 類 3 磨石2 . フ レ ク l
28 14 F -17 54 X 55 
29 14  F -17 87 X 80 2 d 類. 3 f 類
30 14  G - 89 X 94 2 d 類 1 フ レ ク I
31 14 G 70 X 80 
32 14 G -16 78 X 143 3 石錘1 . フ レ ー ク l . UFl
33 14 F -14  122 X 104 

69 X 64 

F- 14 不
F -15 円形 89 75 X 73 29 
F �l5 円形 73 X 78 62 X 57 35 5類底部 f 2 I 凹石1 . フ レ -- ク 1
F ------ 17  円形 95 X 75 67 X 49 55 
G --16 円 形 50 X 50 20 X 20 36 

15 F -16 円形 45X 45 35 X 35 19 l b 類
15 G -16 円 形 43 X 43 26 X 22 22 l 磨石1
15 G -17 円形 83 X 75 63 X 71 59 2 d 羅 3頴 6 e 類 2 フ レ ー ク 1 . チ ッ プl
15 G --1 7 円 形 9 3 X  86 73 X 76 35 2 d 類底部
15 G -17 楕円 85 X 120 81 X 1 1 1  ' d 類 3 磨石1 . 凹石1. チ ッ プ1
15 G -17 円形 57 X 70 52 X 55 

G -17 円形 85 X 95 80 X 84 類 1 磨石1
G-17  楕円 llO X  83 71 X 63 1 フ レ ー ク l
G -17 円形 71 X 60 59 X 50 
G -17 円形 69 X 67 54 X 50 2 d 類. 6 C 類 1 I フ レ ー ク l
G -17 円形 56 X 59 45 X 50 5類
G -17 楕円 50 X 4 6  39 X 40 4類
F -15 円形 112  116 X 52 6 e 類
F -14 円 形 X 73 55 X 61  
F -14 円 形 63 X 62 53 X 44 6 e 類 1 チ ッ プl

57 16 F -14  円形 81 X 75 63X 56 6 e 類
58 16  F -14 円形 84 X 85 71 X 1 打製石斧l
59 16 F -14 円 形 72 X 72 63 X 
60 16 F -13 円 形 59 X 67 48 X 
61 16  F - 13 円形 86 X 85 65 X 65 
62 17 F �13 円形 50 X 50 35 X 35 
63 17  G -18 円形 94 X 101 84 X 93 70 
64 17  F - 17 楕円 61 X 51  49 X 48 27 
65 17  F -17 円形 50 X 46 40 X 37 20 2 d 類
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約 3 万 点の遺物が出上して い る。 縄文土器、 石器が主体を 占 める。 縄文時代の遺物では他に琥珀製

品や土製品な どがある。 そのは かには弥生土器、 中近枇陶器な どが若干出tして いる。 縄文士器は大

きく 2 時期に分 ける こ とができる。 縄文早期と 前期末から中期初頭である。 以下にその分類を

I群 早期末～ 前期初頭の土器群

1類 押型文系土器群

2類 前半期 条痕文系土器群に属し、 沈線によりモチーフを描く土器

3 類 後半期条痕文系土器群に属し、 刺 突列によ り モチーフを描く土器

4類 交互押圧の施された隆帯を持つ土器群

4 a類 外面に刺突列、 内面に隆帯を持つ土器
4 b類 l 条の交互押圧を施した隆帯を持つ土器

4 C類 2 条以上の交互押圧の施された隆帯を持つ土器

4 d類 口唇に交互押圧状の施文がみられる他には施文がみられない

5類 一方向から刻 まれた隆帯を持つ土器群
5 a類 口縁直下に 1 条の隆帯を持つ土器

5 b類 不整形な複数 条の隆帯を持つ土器

5 C 類 複数条の高隆帯を持つ土器

5 d類 複数条の低隆帯を持つ土器

6類 刺突列や隆帯によりモチーフを描く薄手硬質な土器群

7類 縄により施文された土器群

7 a類 縄文が施された

7 b類 絡状体圧痕文が施された士器

8類 I群に属する底部



30 第 4 章 遺 物

I I群 前期末 ～ 中期 前半の土器群

1 類 前期末の土器

2類 半載竹管文を施す北陸系の土器群

2 a類 キャ リ パー形のもの

2 b類 口縁が外反するもの

2 C類 円筒形のもの

2 d類 器形不明の胴部破片

3類 大きめの連続した爪形文や特有の粗い縄文で施文する薄手の西日本系の土器群
3 a類 貝殻腹の押 圧文を施す土器

3 b類 貝殻先端部による連続刺突を施す土器

3 C類 円形刺突を施す土器

3 d類 施文方法は同 じだが厚手の土器

3 e類 酒杯状突起

3 f類 その他の胴部破片

4類 貼付隆帯上に連続した爪形文を施し三角 刺 突や玉抱き三叉文を施文する東海系土器群

5類 三角 刺 突や半戟竹管文で施文し胎土に金雲母を多量に含む関東系の土器群

6類 縄文のみで施文される土器。
6 a類 口縁部から頸部にか けて斜縄文を施し胴部は羽状縄文を施すキャ リ パー形の土器

6 b類 口縁部に半載竹管による調整を加え るもの。
6 C類 口縁部に段を形成するもの。

6 d類 粘土帯で口縁を形成し内面に縄文を施文するもの。
6 e類 その他の縄文施文の土器

7類 その他の中期 前半の土器

III群 後 ・ 晩期の土器

IV群 その他時期不明の土器
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第 2節 遺構出土の遺物

第 1 号住居跡出 土の遺物（第 18図 図版3 )

等a2

'·'!! 匹
疇·
辛〗 f芯 04

窮

撃門 ／，
 

｀
 0 土器 ( 1 : 3 )  10cm 。 石器 ( 2 : 3 )  oan □ 三三 10

第 18図 第 1 号住居跡出 土の縄文土器 • 石器

本遺構から は 4 - 6類の胴部片が出土し

l は繊維をわずかに含む比較的厚手の土器 であ る。 口縁端部の内外を刻んでい る 。 隆帯を 2 条貼付

し、 指頭状の交互押 圧を施している 。 2 は 隆帯をアナダラ属の貝 殻腹縁で深く刻んだもので、 隆帯の

大半がつぶれている。 3 は比較的高い隆帯を貼付し、 右上が りの斜位に深く刻んでいる 。 口唇部には

貝殻腹縁状の刻みが施されている 。 4 は繊維をはとんど含 まない硬質な土器であ る C 低隆帯を波状に

貼付し、 細 かい刻みを施している 。 一部には 隆帯の端部が観察され全周しない隆帯が貼付されている
可能性もあ る。 5は繊維の混人が少ない比較的厚手の士器であ る 。 口 縁に沿って 3 条の刺突列を施文

している が、 2、 3 条目 は斜位に連続的に施文しており、 凹 線文状を呈す る 。 6 、 7 は図示外にも同

一個体が多く、 本遺構で最も まと まっている。 繊維をわずかに含み焼 成 は 不良である 。 口縁は波状で

端部を面取 り し浅く刻んでいる。 外面に は浅い連続的な刺突列が施されている 。 接合部が少なく不明

だが、 1 条目は口縁に平行、 2 条目 は 波状、 最下段 は 水平に施文されている ものと推定され る 。 8 は

繊維を含む無文土器であ る が 、 刺 突が施されている 可能性もあ る 。 ロ

る 。 9 は底部で繊維をわず かに含む。

こ の ほ かには無文の胴部破片が多数出土した。 繊維の混入が少なく 、 比較的硬質で上記の土器の胴

部片に類似したものであろ う。 以上本遺構出土土器 は入海II 式 か ら 塩屋中層A 式に ほ ぼ収 まる 。 現段

は 浅い刻みが施されてい

階では混在とし

後検討を要す る 。

10は UFで、

ら れ る が、 こ れ ら の土器が過渡的段階として共存した可能性も否定で 苔 ず、 今

チャート であ る 。 側辺部に衝撃による つ ぶれが見 ら れ る 。

第 2 号住居跡出土の遺物（第 19図 図版 6 )

約 50点の土器片が出士している 。 そのはとんどが 直径 3セ ンチ以下の胴部小片であ る 。 文様等が確

き る ものは、 II群 2類が 4点、 II群 7類が 2点であ る 。 RL の斜縄文を施した大きめの胴部破片が
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あるが同 一個体と思われる。 口縁部近くの破片形状から 6 C類の口縁に段を有する土器の可能性もあ

る。 第19図 1と 2 はII群 2類の土器で同一個体である。 1 は緩やかに内 湾する キャリバー 型士器の ロ

縁部付近で口縁部外面を横位に半隆起線を巡らせその下頸部までを縄文地に間隔をおいて沈線を縦に

引く。 北陸系上器に特有の突起部が見られる。 2 はその胴部である。 新保式の新しいもの また は新崎

の古い段階のものか。

3 は「く」 の字状に屈 曲する口縁をもち細い粘土紐による貼付隆帯で 区画しその内部に 沈線で格子

目文を描 く 。 頸部下には目の粗い RL の縄文を施し細い並行沈線を縦に引いている。 4 は 帯状に粘土

を貼付した上を箆状工具によると思われる短沈線で連続して刻み、 その下は平行沈線が横 走する。

6 は上下端につぶれ状の剥離痕がみられる。

第 3 号住居址出土の遺物（第20図・ 21図 図版 6 )

約100点の土器片が出土している。 そのうちII群の土器 は 2 a 類が ］ 点。 2 d類が 8点。 3類が 3点。

4類が 1点。 8類か 2点である。 そのほ かは無文 また は縄文の小破片である。

1 は 2 a類の土器である。口縁内面を肥厚させ内湾気味の口縁部を持つ キャリパー形の士器である。

地文に RL の縄文を施し、 その卜を 半載竹管による半隆起線や平行沈線によって施文する。 突起から

粘土紐が懸垂する。 口縁端部は半歓竹管によって丁寧に地文縄文が擦り消され、 その下部に 3 本の半
隆起線が横 走する。 さらにその下は半載竹管による平行沈線で施文される。 胴部については 不明 であ

るが同一個体の可能性が高い 2 、 3 から胴部は縄文が施されるのかも知れない。 口縁内面にば煤が付

着している。

4· 5 は 3類土器の 日 縁部である。 共に薄手で大きめの爪形文を施す。 5の爪形文 は疸線的である。

6 は 4類土器である。 双頭波状 口 縁を持ち地文に RL の縄文を施しその上に半戟竹管による半 隆起

線と爪形文、 二角 刺突、 三叉状の楔形文などを施文する。 胎上は灰黄褐で焼成堅緻な東海地方に主体

を持つ上器特有のものである。 内面は 丁寧になで調整される。 口 縁内面を肥厚させ面を形成する。

8も 4類土器である。 6同様双頭波状口縁と思われる。 口縁部は 2 条の貼付隆帯上に爪形文を施文

する。 頸部も 2ないし 3 条の貼付隆帯上に爪形文を施文する。 その間は無文であると思われる。 頸部

隆帯上の爪形文 は 途中から垂下し始めるがその後の文様展開 は 不明 である。 胴部は 細い半載竹管に

よって集合沈線文が幾何学的に施される。 頸部の隆帯直下には 三角形状の模様が展開される。

灰黄褐で器壁は 5 ミ リと薄手である。 口縁内面 はその匝下で面を形成している。

7 は第 3号住居跡内の ピ ット 4 から出土した 6 d類の土器 である。 口縁内面に粘土帯を貼 付 け縄文

を施文した粗製土器である。

9 は 薄手で、 文様はないが 3類と思われる。 1 0は 6類。 11は 2類か。

石器 は主なもの 6点を図示する。 （第22図 図版29)

l は 先端角 38°側縁部の形状が凸状になる。 基部の挟 り込みは 6 mmと深く円形を呈する。 2 は 先端角

が 39°側縁部の形状が 凸状になる。 全体が丁寧に二次加工され、 基部は 「く」字状に挟り込 まれている。

3 は先端角が 85°と比較的広い。 側縁部の形状 は 直線状であり、 基部は円形の小さな挟りを呈している。

先端部のには使用による小さな剥離が見られる。 4 は 貝殻状剥片を利用し、 挟 りが施されている。 5

は 基部と錐部をT寧に作出している。 24mmの錐部の側辺に はつ ぶれが見られる。 錐部先端部の断面は
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三角 状 を 呈 し 、 中 央付近では菱形 を 呈 し て い る 。 石質 は チ ャ ー ト であ る 。 6 は 両側辺が折 ら れ、 下端

部に は 刃 こ ぼれが見 ら れ る 。 7 は 節理面 を 持 ち剥離作業が行 わ れ て い る 。 8 は 風化がは げ し い 凝灰岩

の凹石であ る 。 中央がわずか に 凹 を 呈 し て い る 。

誓G, : I隠戸

3
 

一

汀
／9•

う”
とf̀. ' t

↓ャ
5

ぷ
翌
翌ぃ。

i

院
活
笞[.

n4
 

塁
i

心-―
cm
 

10
l
 

第 19図 第 2 号住居跡出土の縄文土器 • 石器

□

2
 

,.
3
 

な
屋
．
．．．

 

、ク
ゞ

..{{ゃを 』、
F

→[

ク
f予．一[

8
 

{l(ff(f
― 

吉 〗
第20図 第 3 号住居跡出土 の縄文土器

O 5 cm  

03
 

\
•
1i)．

9
 

ら/／
ご', -iグ

,r
ン ＇讐ベ

9、/,
W3}．�“

る
守
今

r
ィ之

そ
(`
ダ
／

Z，
｛
/ャ

量
冒

ん
ぞ`

ら
ク“こ

｝
・

ダ

4

ィ

ク�

ぐ，．• ,
“"、

,•A
 

麦］

日，

。 10cm 



34 第 4 章 遺 物

員 1 � 良 〗 “

5
 

□:
：

1
 

凡〗

属 爪 ＞ 

0 � o � �〗4 

□ り 戸 ぐ
0 10cm 
� 

第21図 第 3 号住居跡出 土の石器

。 10cm 

6
 



芯口
Jいん‘,,'奇刃

t,
\”
竺i

&J
 

IG
F

 

g
 

3
4・

ぶ〗．
言{}
ミ喜

'
I
 

[i
 

逗ゆ

:
rぃ姦

忍

[

n
 

z

り
乙゚

如

―

フ
3

夢

-

:

直

VZ

ロ

二i

こ

図[
こ―_

-

―̀[
[塁

繭五

□
い
7

6

z
n
H
H
u

 

干

N

器

ー

夏
薗”

喜[

r

菟
ぷ

緑
←•

や
兌

編沈nL
a

 
tfy
 

£
 

ピ

Cし

ぃ；

t
 
゜

遥り
t

 
＞

 

9『
ヽ▲

、. ,
: ベ. ' ' '

四01 0 

91 

甘

4
 

芦；這〗
亨

9’
 

人

f、

「 、

9

笠

i
 

濠

，
 

；
 

r

1

 

／
 

、

汀
Z

9
/]

[l
 

}

>
]-

m
 

ふ

9

i

g

.i:

こ·

LIn
刀[

•

1
`
 

«
"
 

"
T
g
g

喜
屡ロ

ロ

ニ

/

l

9[

}
-i
 -11. mu� iir�- ぷ

睾
図
廊

一ゞ
も
紺

□
心
ー

St 峨釈(i):i=田椙釈 隕 Z 淑



（
廿
吾
2
S)
 ff
廿
似
葉e
廿
丑
紺
廿

図
苫
抵

物遺第 4 章36 



土坑出 土の土器（第23図 · 24図 図版 6 · 7)

第 2節 遺構出上の遺物 37 

65基の土坑のう ち遺物が出土していない土坑は2 0基である。 45基の上坑からは何らかの遺物が出土

している。 土器については I群（早期末 ～ 前期初頭） と I I群（ 前期末 ～中期 前半） が同一土坑内 から

混在して出土している場合が多いが、 ここでは新しい時期の土器がその遺構の時期を決定すると考え

I群土器は除外した。 したかって分類記号等は II群土器についてのものである。

SK 1 

2 C類木 目 状撚糸文を持つ土器の破片が 1

撚糸文土器は第32図 26の土器の破片である。

SK 2 (第23図 1 )

2 d類が 1 点。 6 e類が 2 点出上している。 木 目 状

2類が1点と不明土器小片が1点出土している。 1は口縁内面に撚糸 圧痕文を施す。 口縁は粘上を

貼付 け肥岸させその上を短い箆状工具によって爪形状に刻む。 細い半戟竹管によって 区 画された中を

格子目状に沈線を施す。 中期初頭の新保式のなかでも古い様相を持つものと思われる。

SK 3 (第23図 2 - 4 )  

3 b類が 1点。 3 d類 2点、 同 一個体である。 3 f 類が 3点。 底部が 1点出土している。 2 は 3 b 

類で口縁外面に連続爪形文、 内面に RL の縄文を施す。 3は 3 d 類で 口 縁に Cその下には逆 C 字形の

爪形文を施す。 4は浅鉢の底部か。 一端内傾し立ち上がる。

SK12 

2 C類木 目 状撚糸文を持つ士器の破片が 1点。 3 f 類の小片か 10点余り。 2 d類か 5 点出土してい

る。 木 目 状撚糸文士器は第32図 26の一部である。

SK13 

2 C類木 H 状撚糸文を持つ破片が 1点出土している。 第32図 26の一部である。

SK14 (第23図 5 · 6 )

6類の土器。 5·6は同 一個体と思われる。 5は口縁部で 6はそれに続く胴部。 縄文は 0段の R(r 

r ) の縄に同 じく 0段の R (r r ) の細い縄を巻き付 けた縄巻縄文である。 口縁から 頸部にか けてと

胴部の施文方向を変化させている。 他に 3 f 類が1点、 2 d類が 4点出土している。 内 l 点は木 H 状

撚糸文である。 SK19の 5類土器と接合する1点が出土している。

SK17 (第23図 7)

2 C類が 2点。 同一個体である。 胴部破片で無文部の上に 3 条の半載竹管による半隆起線を引き中

央の半隆起線に爪形文を施している。

SK19 (第23図 8 · 9 )

本上坑から 3点出土し図のように接合した。 SK14からも l 点出土し接合する。 H17·Gl 7グ リ ッ ド
包含層からも同 一個体が出土し一部接合し て いる。 小型の深鉢であ る 。 胴部が緩やかに膨らむ。 口 縁

部の形状は不明であるが外反する可能性がある。 胴部は半載竹管による半隆起線で縄文を 区画する Y

字状の懸垂文はおそらく 4単位である。 Y字状文と頸部で横 走する半隆起線には縄文が残される。 縄

文原体は LR の縄文に 2ケ所別の条で縛 っ た原体を使用したと思われる 2列の結 び 日 回転痕か残る。

胎 上は緻密で均ーである。 灰黄褐を呈し金雲母を含む。 5類の五領 ケ台式土器と思われるが他の同類
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土器に比べ胎土色が異質 である。 同 一個体と思われる底部か E13グリッ ド から出土し図上復元を試み

た。 底面は滑らかに調整される平底 である。 やや内傾して立ち上がる。 2 d類の小片が 5 点出土して

いる。 9は 6類だが口縁部は無文 で小型の キャリパー形深鉢 である
SK20 (第23図 10 · 11 )

3 f類が 12点出土している。 粘土紐貼付上に爪形文を施文し、 目の粗い特有の縄文を地文とする土

器 であ ふ 10 · 11は粘土帯上の爪形文は幅 8 ミ リ で他の同類土器に比べ繊細 である。 また地文縄文は

廷状 で 当遺跡の 3類土器の中 ではやや異色の印象を受ける。 2 d類が 1点出土している。

SK21 

2 C類木目状撚糸文を持つ土器の破片が 1点出土している。 木目状撚糸文土器は第32図 26の一部 で

ある。 2 d類が 1点。 3 f 類が 1点出七している。

SK22 (第23図 12 · 13)

時期不明の上器が 2点出土している。 13は琥珀製品に伴って出土している。

SK23 (第23図 14-16)

2 C類が 1点。 3 f 類が 2点。 6 d類が 1点出土している。 16は 2 C 類 で地文は RL の縄文 でその

上に半載竹管による半隆起線によって文様を展開する。 口縁は半載竹管によって丁寧に整形される平

ロ 縁 である。 地文の縄文を残し 2 条の半隆起線か横走する。 さらに無文帯を挟ん で 3 条の半隆起線が

再び横 走 し 胴部の縄文部となる。 口唇虹下から半隆起線が垂下し、 横 走する半隆起線と で無文帯を 区

画している。 器形は胴がやや膨らむ 筒形と思われる。 14は 3類。 15は 6類 である。

SK24 

2 d類が 3点出土している。

SK25 (第24図）

2 a類が 1個体出土している。 胴下半が切 り取られたように残 存しないが胴部から口縁部ま での遺

存状態は良い。 胴か緩やかに膨らむ キ ャリパー形の器形 で半載竹管による半隆起線と爪形文によって

施文する。 地文は RL の縄文 である。 頸部と胴部は 2 条の半隆起線 で 区切られる。 口縁部は 3 条の半

陸起線が横走し、 口唇の半隆起線に爪形文を施す。 口唇には 2個の突起が付くが対称とはならない。

口縁部には 8個の突起が付くが割付 けは均等 でない。 突起の意匠は口唇の突起下、 その左右、 さらに

その左右が 同 じ である。 どの突起にもB字状の蛇行する懸垂文が付く。 口縁部の 8個の突起間は地文

の縄文を残した半載竹管による集合沈線を充埴する。 胴部は垂下する爪形文を伴う半隆起線によって

4分割される。 4分割された 3面はB字状文の先端が上方に向かって跳ね上がる。 ］ 面のみ異なった

文様展開となっている。 新崎式土器 である。

SK27 (第23図 17-20)
2 d 類が1点。 3 f 類が 5 点出土 し ている。 17は 3 f 類 で外反する口縁部付近 である。 19は 5類か。

20は 6類 である。

SK29 

3 f 類が 6点。 2 d類が 1点出土している

SK30 

2 d類の土器が 2点出土しているが。 5類の土器 である可能性もある。



SK37 (第23図 21 -25)
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2 a類が 1 点。 2 d類が 1 点。 5 類が 2点。 6 e類が 1 点出土している。 21は 2a類の土器で口縁

に粘土紐を付加し内面に面を形成し内湾させている。 文様は 半載竹管による半 隆起線と集合沈線に

よって構成される。 24と 25は胎土に金雲母を含む原手土器で胎上から 5類と判断した。 2 2は胴部が膨

らみ口縁部は開く器形。 内面は丁寧に撫で調整が施される。

SK39 (第23図 26)

5類と思われる土器底部。 半載竹管の半隆起線と楔形刺 突を交互に施す。 薄手である。

SK44 (第23図 27- 29)

27は 3類口縁部。 28は 6 e類。 29は 2 d類で撚糸文を施す。

SK45 (第23図 30·31 )

30は底部。 31は 2 d類。

SK46 

2類 d 1 点

SK48 (第23図 32- 34)

5 類が 5点。 全ての胎上に金雲母を多く含む。 32は半載竹管によって集合沈線文をなす。 33は爪形

を意識したと思われる施文方法を持ち口唇も刻む。 34は貼付した粘土紐上に刺 突を連続させる。 頸

付近の破片である。 底部l

SK51 

2 d類 1 点。 6 C類 2点。

SK52 

5類 1 点

S K53 (第23図 35 )

おそらく 5類のものであろう。

4類が 1 点。 玉抱き三叉文と楔形三角 刺突を施す薄手の土器である。

SK54号

6 e類 2点

S K57号

6 e類 4点

SK56 

6 e類 2点

S K65 
2 d類 1 点

土坑出 土の石器（第22図 1 - 6 図版 29)

（伊藤秀雄）

l は SK1 4より出土。 先端角 が 33°側縁部は直線状袂り、 基部は「く」 の字状扶り込みを呈する。 石

質はチャート。 2は SK20より出上。 脚部を欠損する。 貝殻状剥片を素材とした剥離調整が施され、 先

端角55"側縁部は 凸状を呈する。 3は錐部の先端が欠損して SK32より出土。 全体に丁寧な調整を行い

基部の底部に茎を呈する。 錐部にはつ ぶれが見られる。 4は SK20より出土。 石質は凝灰岩。 6面 全面

に擦り面を施し、 凹部が表に 3 ケ所、 裏に 4 ケ所、 側面に 2 ケ所ある。 5は凝灰岩。 SK58より出土。

背面に 自然面を残す。 6の刃部は 2次加工の調整 が行われている。 （上出巳吉）
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第 3 節 包含層 出土の土器

1 .  I 群 早期の土器

1 類 押 型文系土器群 （第25図 1 - 3 図版 3 )

本類は図示した 3点が 全てである。 1、 2 は繊維を含 まない硬質な土器で、 西田遺跡I A - 2類段

階である。 （谷 口 他1 997) 1 は 頸部破片で比較的広い無文帯持つ。 2単位の穀粒状の楕円文が密に並ん

だ原体で施文している。 3 は繊維を含むやや厚手の土器で、 西田遺跡I A - 3類段階である。 口 縁端

部をやや内削 ぎ気味に面取りしている。 原体は 2単位の穀粒状の楕円文で、 上段に重複して下段を施

文している。

2 類 前半期条痕文系土器群に属し、 沈線に よ りモチー フを描く土器群 （第25図 4 - 8 図版 3 )

4 - 8 は 円棒状工具に よ る沈線で モチー フを描く土器で 全て同一個体と思われる。 繊維と長石（最

大 4 mm) を含む。 7、 8の内面に貝殻条痕文が残る他 は 内外と も 器面調整 は平滑であるQ 5 、 7 は わ

ずかに外反している。 4 、 5 は平行する沈線に よ り文様帯を区画し、 区画内に縦位の集合沈線を充填

している。 区画線上 2 カ所に円棒状工具端部に よ る不明 瞭 な 刺 突がみられる。 7 は 摩耗しており破片

F端の施文の有無 は明確で は ない。 本類は施文の特徴 などから鵜 ヶ 島 台式に比定される。

3 類 後半期条痕文系土器群に属し、 刺突列に よ り モチー フを描く土器群 （第25図 9 - 17 図版 3 )

粕畑式に比定される土器 ( 9 - 14) と、 併行期と思われる土器(15- 17) がある。

9 は酒杯状突起である。 表面の摩耗か激しく施文や調整 は 不明 である。 10は 口 縁端部は角 頭状を呈

し、 口 唇部にヘ ラ状工具に よ る刻みを施している。 11は同 じ く 口 唇にヘ ラ状工具に よ る刻みを施して

い ふ 外面には アナダラ属の貝 殻腹縁に よ る剌突列を施している。 12、 13は同 一個体と思われる。

形状の波状口縁に な ると推定される。 繊維を多量に含むが器厚が薄い（約6mm) 。 内 外に顕著 な 貝 殻 条

痕が施されている。 14は 爪形の浅い連続的 な刺突列が横位に施されている。 また刺 突列に値交す る よ

う に幅 1 mmはどの キャタ ピラ状の圧痕が 2 条みられる。

15は繊維を含み焼成は不良で、 黒褐色を呈している。 口 縁部は緩く外反し端部は 肥厚する。 口 唇部

は 幅広のエ具で深く押圧され、 直下に 2 条の刺 突列が施されている。 刺 突 は 不整形 な板状工具で下方

より施された も のと推定される0 1 6、 17は同一個体で、 図示外に も 同一個体は多い。 繊維を含み焼成

は不良である。 円棒状工具端部で 2 条以上の刺 突列が施された も ので 貝殻条痕文 も みられる。

4 類 交互押圧の施された隆帯を持つ土器群 （第25図 18- 35 第26図 36-44 図版 2 · 3 - 4 )

4 a 類 外面に刺 突列、 内面に隆帯を持つ土器(18、 19)

18、 19は繊維を多量に含み焼成は不良である。 同 一個体もしく は類似した土器である。 外面には ロ

縁に沿 っ て浅い爪形の刺 突列を施している。 口 唇は指頭に よ る押圧が施されている。 口 縁端部内面に

は 高い隆帯が貼付されてい る。 隆帯の上端から刺突し、 前面から押圧してある。 外面の施文 は 2 b類

に類似しており、 上の 山 I 式に併行 も しく は 先行すると思われる。
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4 b 類 1 条の交互押圧を施した隆帯を持つ土器 ( 20-36)

本類は上の山I 式に比定される。 繊維を多 く 含む他、 長石の細粒を含 み焼成は 全体的に不良である。

20、 21は同一個体で、 口唇部を斜位に刻 む。 口縁面下に刺突列とその下段に隆帯を貼付し、 交互押圧

を施している。 内面には浅い刺突列 が施されている。 22は器面調 整 が粗 く 擦痕も残る。 隆帯への交互

押圧は不規則で乱雑な印象を受ける。 口 唇を押圧し小波状に整形するほ か、 内面端部にわずかな爪痕

が認められる。 23は砂粒を多く含 みやや硬質な土器である。 器面はナデ調整され比較的平滑である。

波状口縁で、 口唇を指頭で押圧的に刻 む。 口縁直下に隆帯を貼付し、 指頭で摘むように交互押圧した

もので下方の圧痕には爪痕が顕著である。 24は内面に貝殻条痕がみられる。 口 唇を指頭で押圧してい

る。 隆帯は 口 縁端部に貼付されている。 25は口縁端部が角 頭状を呈しており、 口唇は外面端部に指頭

により浅い刺突が施されている。 隆帯への押圧は特に 前面からが顕著である。 26は器厚が 6mmと薄い。

27は特に隆帯上端からの押圧が顕著である。 29は口縁端部を外面から摘みながら押圧したものと看取

される。 30は外面の条痕文が顕著である。 隆帯は細く、 深い刺突により蛇行気味に貼付されている。

31-34には内面端部に刻みが施されている。 31の隆帯は端部がみられ 全周していない。 33は緩 く 外反

する口縁内面に刺突列が施されている。 隆帯は比較的太 く 、 上下方向 からの刺突は比較的浅い。 34は

口縁内面か短 く 外反し刺突列を施している。 器面には粗い調整 痕が残る。 35は 22に類似した土器であ

るが、 陥帯への施文が整然と施されている点が異なる。 は ぼ直行して立ち上がる。 36は底部まで器形

が判明する良好な状態で出土した。 口縁は 全周しないが緩い波状口縁になると思われる。 胴部は楕円

形になる可能性もある。 胴部は下膨れで最大経は下半部にあり、 乳房状の底部に至る。 底面はわずか

に面取りされ 2 cmに満たない平坦面を持っ ている。 内外面には部分的に貝 殻条痕文が残る。 また、 補

修孔が隆帯直下と胴下半部に穿たれている。

4 C 類 2 条以上の交互押圧の施された隆帯を持つ上器 ( 37 -45)

37 -41は上の山II 式に類似する。 器形は 37のように直線的に立ち上がると思われる。 繊維を含 む が

37以外はその量は比較的少ない。 口唇は押圧気味に刻 まれ小波状を呈する土器 が多い。 37、 40は口縁

端部内面にも刻みが施されている。 40は貝殻腹縁による刺突である。 38には外面端部に爪形の刺突が

施されている。 隆帯は 2 - 3 条であるが、 37の 3 条目は 全周しておらず、 従 って他の土器の条数も特

定はできない。 隆帯上には特に 前面から顕著な指頭押圧が施されており爪痕が残る土器が多い。

42-45は交互押圧以外の施文も用いられているもので、 後出的な様相を示している。 42は 2 条の隆

帯がみられるが下段の隆帯は円棒状工具側面による刻みが施されている。 43は波状口縁で波頂部に モ

チ ー フを描いている。 1 条目の隆帯は交互押圧でないが、 下段の隆帯は交互押圧を施している ほ か、

ロ 縁端部にも交互押圧が施されている。 44、 45は同一個体で、 幅広の隆帯に羽状の刻み が施されたも

のである。 その下の隆帯は波状に貼付されている。 下位の隆帯への刻みは単一方向 からのものである。

4 d 類 口 唇に交互押圧状の施文がみられる他には施文がみられない土器 ( 46、 4 7 )

二股貝塚のIII群 b類に類似する。 しかし、 47には隆帯の剥離とみられる部分もあり、 これらには交

互押圧の施された短隆帯が貼付されていた可能性も否定できない。 4 6は繊維を多 く 含 み。 内外面共に

顕著な貝殻条痕文が施されている。 口縁部で緩く外反する。 底部は 4 cm弱の小平底となる。
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5 類 隆帯を一方向から刻む土器群 （第26図 48-第29図 122 図版 4 - 5 )  

5 a 類 口縁直下に 1 条の隆帯を持つ土器(48-55)

隆帯の高さや刻み方にバ リ エ ー シ ョ ンがあり、 時間幅があると思われる。 48は繊維をはとんど含 ま

ない。 高さの不揃いな隆帯が貼付され、 貝 殻腹縁により連続的な刻みが施されている。 また、 破片中

央 の隆帯上端には垂虹方向に深い刺突が施され、 隆帯の下端が膨らん でいる。 口唇には貝 殻腹縁によ

る刺 突が施されている。 49は繊維を含みやや焼成が不良 である。 口 唇と隆帯にヘ ラ 状工具による刻み

が施されている。 50、 51は白色砂粒を多く含み焼成は極めて不良 である。 口縁は短く外反している。

隆帯上に不明瞭な刻みが施されている。 口唇にはヘ ラ 状工具 で明確な刻みが施されている。 52、 53は

白色砂粒を多く含み焼成は不良 である。 内面の貝殻条痕文が顕著 である。 52は 隆帯にヘ ラ状工具 で 下

方からな でるように刻みが施されている。 53は口縁端部内外に刻みが施されている。 54は器原が 6 mm 

に満たない薄手の土器 である 。 口縁直下に偏平な隆帯が貼付され、 ヘ ラ状工具 で浅い刺突が施されて

いる。 55も器厚が薄く比較的硬質な土器 である。 内外面に条痕文が施されているが間隔が異なり、 異

原体の可能性もある。 低い隆帯に細い刻みが施されている。

5 b 類 不整形な複数 条の隆帯を持つ土器(56-70)

本類は 56に代表される。 隆帯は 2 条が主体 で、 比較的幅の広い隆帯を貼付している。 ヘ ラ 状工具に

よる刻み(56-61) と 貝 殻腹縁による刻み(62-70) に細分される 。 本類は隆帯が多条化する過程に

ある土器群と思われ、 入海I 式に先行もしくは併存する在地化した土器 の可能性がある。

56は口径が 27cmと大型の深鉢 である。 は ぽ直行して立ち上がる。 口 縁は緩い波状を呈する。 器面は

粗くな でられており、 外面 では胴下半部から擦痕か顕著 である。 内面 では胴下半部に貝殻条痕文が施

されている。 口唇部は棒状工具側面 で深く刻 まれている。 隆帯は 2 条 で密接に貼付され、 深い刻みが

施されている。 隆帯の幅は不揃い で刻みも乱雑 である。 また、 2 条目の隆帯は一部 で途切れている。

57は 56に類似した胎土と文様を持つ。 58は 2 条の隆帯が密着し、 肥厚口縁状に 貼付されヘ ラ状工具に

より刺突気味の刻みがそれぞれに施されている。 60は隆帯が連結する部分もみられることから何らか

の モチーフが描かれていると推定される。 一部に交互押 圧文的な部位もある。 61は器 厚が薄く胎土も

他と異なるため早期末葉の上器群にも類似する。 2 条目の隆帯は非直線的なモチーフを描いているも

の思われる。

62は口縁に 2 条の 隆帯を貼付し、 1 ヶ 所に貝殻腹縁による刻みが施されている。 63は 2 条の 隆帯が

口縁に平行に貼付され、 口唇と隆帯を貝 殻腹縁 で刻ん でいる。 内外面に条痕文が施されている。 本類

の中 では隆帯が整っている。 64は器原か 6mmに満たないQ [J 縁直下に幅広の隆帯が 2 条密接に貼付さ

れ、 貝殻腹縁 で連続的に刻 まれている。 65-67は同 一個体。 口縁に平行して 1 条の隆帯が貼付され、

65の破片 では下段に波状の隆帯が貼付されたている。 68は同 一個体が SB1 から出土している。 面取り

された 口 唇と隆帯に貝 殻腹縁 で斜位に刻みが施されている。 複数条 の 隆帯が貼付されたも の と 推定さ

れる。 69、 70は同 一個体。 幅広の隆帯が 貝殻腹縁 で押さえつ けるように刻 まれている。

5 C 類 複数条の高隆帯を持つ土器(71-102)
本類は概ね 入海I 式に比定される。 何れも繊維を少し含む他、 長石の目立つ士器もあるC 器形は72



- - 72 

第27図 遺物包含層 出土の縄文土器 ( I 群）

第 3 節 包含層 出 土 の 土器 45 

0 (55-70) 10cm 
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第28図 遺物包含層 出土の縄文土器 ( I 群）



第3節 包含層出土の土器 47 

に代表される波状 口 縁と 74に代表される平 口 縁がある。 隆帯は 口 縁に平行に 3 -4 条貼付され、 波頂

部に モチーフを描く土器もある。 また、 口 縁端部や隆帯下位に刺突列を施す土器も存在する。

71-74は まと まって出土したもので胴上半部の器形が判明した。 71は平面形は楕円形を呈する。 ナ

デ調整であるが 、 内面には斜方向の擦痕が顕著である。 口 縁端部は内削 ぎに整形されている。 端部外

面と内面にはヘ ラ状工具による刻みが細かく施されている。 4 単位の波状 口 縁である。 隆帯は 口 縁に

平行に 3 条貼付されるが、 波頂部の 1 ヶ 所では 3 条目の隆帯に短い隆帯が対弧状に貼付され、 右隣の

波頂部では 3 条の隆帯が 「入字状」に連結されると共にはやり最下段には短隆帯が対弧状に貼付され

ている。 隆帯にはいずれもヘラ状工具により深い刻みが施されている。 72は繊維を多く含み焼成はや

や不良である。 4 単位の波状 口 縁でいわゆる砲弾型の深鉢になるものと思われる。 口 唇には円棒状エ

具側面による刻みが施されている。 口 縁直下に 3 条の隆帯が密に貼付されている。 隆帯にはヘラ状エ

具による刻みが隆帯に垂直な方向に施されている。 73は 72に器形や施文が類似している。 やは り 4 単

位の波状 口 縁になるものと思われる。 4 条の隆帯が 口 縁に平行して密接に貼付され、 刻みはやや斜位

に施されている。 口 縁端部外面と 口 唇には指頭による浅い刺突がみられる。 端部を摘みながら施文し

たものと推定される。 74も 72に類似した胎士である。 ナ デ調整であるが、 外面の隆帯より下には斜位

の擦痕が顕著である。 口 縁部は残存部で判断する限り平縁だが、 波状縁になる可能性も きない。

口 唇には浅い刻みが施されている。 口 縁部には 4 条の隆帯が 口 縁に平行して貼付され、 ヘ ラ状工具に

より斜位に深い刻みが施されている。

75 -95は以上 4 点の復元個体に類似した 口 縁部破片である。 75には 3 条目の隆帯に交互押 圧的手法

も用いられており注目される。 79は高さの不揃いな隆帯である。 砂粒の混入が少ないなどやや異質な

胎土である。 80は 2 条の隆帯は 口 縁に沿って波状に貼付されるが、 3 条目は水平に貼付されている。

82は比較的硬質な上器である。 隆帯への刻みが深く 、 間隔も狭い。 83は 2 条の隆帯が密接に貼付され、

円棒状工具側 面により下方より刻 まれている。 84 -87は同一個体である。 82と同様にやや硬質な土器

である。 波状 口 縁で 口 縁端部は尖頭状に整形される。 口 縁端部外面には連続的な刺突か施されている
が、 口 唇は刻 まれない。 口 縁に平行に 4 条の隆帯が貼付され、 深 く 、 押さえ つ けるように刻 まれてい
る。 胴部外面には縦方向の擦痕、 内面には横方向の擦痕が観察される。 88、 89は同一個体。 繊維の混

入が少なくやや硬質な土器である。 隆帯は断面三角形を呈し 、 頂部を斜位に刻んでいる。 口 縁端部内

面にも刻みを施している。 90、 91は同一個体と思われる。 細 隆帯を 3 条貼付し、 細い刻みを施してい

る。 繊維の混入は少ない。 95は破片は多いが、 剥離や摩耗した破片が多く詳細は不明である。 96は精

緻な土器である。 比較的低い隆帯上を貝殻腹縁状のエ具で浅く刻んでいる。

97 -102は刺突列文が併用されたものである。 97は 3 条の隆帯と 2 条の刺 突列を併用している。 隆帯

は上 2 条と 3 条 Hの間隔が異なる。 また 、 隆帯への刻みが右下が りなのに対して刺突列は右上が りに

施されている。 尚、 口 縁端部の刻みも右上が りに施されている。 98、 99は同 一個体と思われる。 3

の隆帯を 口 縁に平行して貼付し、 下段に 2 条の刺 突列を施文している。 隆帯の刻みと刺突は同一手法
である。 100は焼成が不良である。 3 条の隆帯の下部に指頭押 圧状の 圧痕が連続している。 101と 102は

刺突の手法など他と異なる。 101は器原が 5 mmに満たない。 口 唇部に指頭押 圧痕がみられる。 隆帯の上

端を刺突したもので、 隆帯下部には細いヘ ラ状工具の浅い刺突が広い間隔でみられる。 102は 口 縁部に

長 く 虹線的な刺突が垂直に施される。 口 唇はヘ ラ状工具、 隆帯は棒状工具側面で刻 まれている。
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5 d 類 複数条の低隆帯を持つ土器(103-122)

本類は隆帯の形状などから概ね入海II 式に比定される。106が復元された以外は破片のみで 全貌は不

明であるか波状文を描く隆帯が多くみられる。

103は まと まって出土したが、焼成が不良

口縁は直行して立ち上が り、 端部は丸頭状を

される隆帯は 4 -5 条が主体となる。

しく接合部が少ない。 繊維の混入は顕著でない。

る。 口 唇部は無文で、 口縁端部外面には浅い刺突 列

が施されている。 隆帯は 5 条が口縁に平行して貼付されている。 104は胎土など103に類似する。 ロ

部への刻みを有する点が異なる。 口 縁部は緩い波状を呈し、 隆帯の上 3 条はこれに平行するが下 2

は水平に貼付されている よ うである。 105は器厚の薄い土器で、 砂粒や繊維の混入も顕著である。 波状

ロ 縁で 口 唇部と端部外面を刻んでいる。 隆帯は 5 条で、 上 4 条が口縁に平行し、 下 l 条は波状文を描

いていると思われる。 106は 4単位の波状口縁になるものと推定される。 繊維を多く含み、 やや硬質で

ある。 内外共に擦痕が顕著である。 口縁はわずかに外傾しながら 立ち上がる。 口唇部と端部外面

続的に刻んでいる。 隆帯は 4 条で、 上 3条は口縁に は ぽ平行し、 下1条は波状文を描いている。

107-122は本類に含 まれる破片である0 107と 108、 115と116は同一個体と思われる。 繊維の混入は

比較的少ない。 口唇は(107は残存部が少なく1遁月だが） はとんど刻みが施されている。 口縁端部外面

に刺突列を施すものが多く、 107、 110は 2 条、 111、 115には1条の刺 突列がある。 隆帯は偏平で下方

から押さえ つ けられた よ うになる。 口縁に平行する隆帯と波状文を描く隆帯が併用されているが、 110

は 全てが波状文、 111は 2 条 H が波状文、 114は下段か波状文を描く。 120は連結する モチーフを描く。

122の モチーフは不明である。 隆帯以外に刺 突列を施す土器もあり、 110は隆帯間、 114、 116は隆帯下

部に刻みを施している。

6 類 刺 突列や隆帯によりモチーフを描く薄手硬質な土器群（第29図123-129 図版5 )

123-127は塩屋中層A 式に併行する。 123は 3 条の刺突列が口縁部に描 かれている。 3 条目の刺突列

は上 2 条と間隔や大きさが異なり、 波状文などを描いている可能性がある。 124は比較的厚いことや破

片上端の剥離が隆帯の剥離であった可能性もあるため、 別期に属する可能性も否定できない。125 -127

は細かい刺突が連続的に施されているため、 一部では凹 線状を呈しており、 塩屋中層 B式に類似する。

128は短沈線気味の刺突力�されている。 細かい砂粒の混入から ザ ラ ザ ラした感じを呈する土器で、 西

田遺跡m e類に類似した北陸系の土器であろう。

129は細片のため詳細は不明だが、 器 厚の簿い土器に偏平な隆帯を貼付し、 条痕もし く

よ る側面 圧痕を隆帯上に施している。 木 島 III式以 前の早期末に属する可能性がある。

7 類 縄文の施文された （第29図130-133 図版5 )

130、 131は同一個体と思われる。 繊維を含みやや硬質である。 O段多 条の LR の縄を横位に回転し
て施文している。 口唇部にも同 一原体により施文している。 132も繊維を含みやや硬質な十器である。

胴下半部片と思われ不均ーな器厚である。 これらは西田遺跡IV C - 1類に類似し、 早期に属する。

133は繊維を多く含 む。 一部で回転方向を転移させた羽状構成を持つ。 前期初頭に属すると思われる。



第 3 節 包含層 出 土の土器 49 

u128
 
蕊いー炎[m 沼切

129 

図
如口

0 (107-147) 10cm 



50 第 4 章 遺 物

8 類 絡状体圧痕か施された土器 （第29図 134- 136 図版 5 )

図示した 3点が 全てである。 何れも比較的高い隆帯を貼付し、 上下に細かい絡状体圧痕を施したも

のである。 134繊維を多 く 含み、 焼成は不良である。 口縁は短く外反し口唇を 円棒状工具側面で刻んで

いる。 口 縁に平行して高い隆帯を貼付し、 上端に沿って絡状体圧痕が施されている。 器面が粗 く 、 撚

りなど詳細は判然と し ない。 135は 134よ り密な胎土である。 隆帯の上下に絡状体を横位に押圧してい

る。 これらは形態的な特徴から早期後葉に属すると思われる。

尚、 137、 138は同 一個体で134に胎土や隆帯の形状が類似する。 絡状体圧痕など隆帯以外の施文はな

く 所属する時期は不明であるか、 本類に近似した土器である。

9 類 I 群に属する底部（第29図 139-147)

底部を一括した。 無文土器はいわゆる乳房状の尖底(139-143) と、 小平底(144-146)がある。

これらは 2類土器の底部であろう。 147は胴部と底面に縄文が施文される。 繊維や砂粒を多 く 含む。

147は底面から大き く 括れて胴部に至る。 底面は内面がわずかに窪み、 底面お よ び外面には 0 段多 条

の RL の縄で施文されている。 繊維を含む土器で 前期初頭に属すると思われる。

3、 縄文時代早期の五味原遺跡群にお ける丸山遺跡

五味原遺跡群内では 7地点から早期の遺物が出土している。 前葉は少ないが中葉以 降は連綿と継続

した様相が確認されている。最後に遺跡群内にお ける本遺跡の位罹づ けを 5期にわ けて まとめてお く 。

1期に属するのは中葉の押型文土器である。 該期は牛垣内遺跡と西田遺跡から、 特に樋沢・細 久保

段階の充実した遺物が出土した。 本遺跡例は特に西田遺跡との関連が想定できる。

2期は鵜 ヶ 島台 式である。 条痕文系 前半期は飛騨 全体では、 子母 口式 ＝ 牛垣内、 野 島式 ＝ 江 名 子糠

塚• 田影、 鵜 ヶ 島台 式 ＝ 岡 前、 茅山下層 ＝ 牛垣内• 藤原などで断片的に確認されているにとど まる。

本遺跡例は交点刺突が明確ではな く 、 区画内に押し引き状の短沈線を充填する江名 子糠塚、 田影との

関連が看取される土器で、 鵜 ヶ 島 台 式の古段階として遺跡群内では単独に存在したと考え られる。

3期は粕畑式である。 該期は西田遺跡から まと まって出土しているは か、 牛垣内遺跡やたのもと遺

跡でも出土するなど遺跡群内の広範な分布が確認されており、 本遺跡もその中に位置付 けられる。 た

だし、 西田遺跡の土器と比較すると器1厚などに相違が認められ、 時間差の想定も可能である

4期は隆帯文系（上 ノ 山・入海） 段階で、 本遺跡が遺跡群内の中心的な遺跡として位置 付 けられる。

田遺跡はこの段階は希薄で、 遺物の分布はこの時期を境に西への移動が確認されるなど、 一つの画

期となっていた。 本遺跡は まさしくこの間隙を埋める土器群として位置付 けられる。 調査した範囲で

は遺構は確認されていないが、 廃棄状態での出土状況で数個体が まと まりをみせており、 住居址など
の存在が十分想定される。 また、 一般に上 ノ山式→入海 I 式→入海 II式の変遷が想定される こ の段階

の土器群であるが、 本遺跡例中には明確に位閻付 けることができない資料も存在しており、 在地化し

た土器などは当地方での類例を待って再検討する必要がある。

5期は薄手化が顕著となる段階で、 再 ぴ西田遺跡で多数の遺物が確認されている。 本遺跡の土器は

数点を確認したにとど まるが、 その主体は 前段階の隆帯文系 から刺突文系へ移行した匝後の遺物に限

られており、 SB l もその過渡的な遺物が混在している点で注目に値し よ う 。 （谷 口 和人）
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包含層 出 土土器

2 .  II群 前期末～中期 前半の土器群

1 類 前期末の土器（第30図 1 -12 図版 8)

細い粘土紐を貼 り付 けた 前期末の浮線文上器を一括した。 1 から 11までは地文に縄文が施されてい
る。 1 · 2は粘上紐を格子状に貼 り付 ける。 粘土紐上には半載竹管による押引は確認できない こ とか

らいわゆるソー メ ン状浮線文であるかもしれない。 3 から 11は粘土紐上を半載竹管で押引く結節浮線

文を有する。 11と 12は鋸歯状の印刻文を有する。 粘土紐の幅が 10までと比べ幅広となる。 12は 突起を

持ち 口 唇に結節浮線文を ジ グザ グに施す。 口 縁部破片で器形等の詳細は不明であるが石川県真脇遺跡

5群土器に類似するものがある。 本類士器は、 結節浮線文に よ って施文される 前期末の福浦上層式 ・

鍋屋町式・十三菩提式などに共通する を持つものと考え る。 小片の資料であるため詳細は不明で

あるが施文方法から 1 · 2、 3 -10、 11 · 12に 3 細分できる かもしれない。
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2 類 半載竹管文を施す北陸系の土器（第31図 -34図 図版 8 -11) 

新保式およ ぴ新崎式土器 である。 口縁形 態に よ って 3 細分し胴部その他の破片を一括した。 口縁形

態は 直立するもを 2 a類 、 外傾するものを 2 b類、 外傾内彎する キャ リ パー形のものを 2 C 類 と する。

その胴部は 円筒形 と なるものが多いこ と が破片などから予測される。 半載竹管に よ る半隆起線に よ っ

て文様帯を区画するものが主体 である。 また 、 頸部から胴部にかけては半載竹管に よ る半隆起線が垂

下し、 その起点には 突起が付く。 地文およ び胴部文様はいわゆる縄文の他に羽状縄文や木目状撚糸文

か施される。

1 3は 口 縁形態から 2 C類に含 まれる。 幅約 3mmの細い半載竹管に よ って斜格子目状に施文する。 斜

格子目は斜めの半隆起線を施した後に薄い箆状工具に よ って細線を直行させて描かれる。 口 唇を外側

にややせり出させ、 口唇外面から内面へ撚糸文が施される。 半戟竹管に よ る半隆起線の細さや口唇の

撚糸施文などから新保式段階のもの である と 思われる。 14は小片 で詳細 は 不明 であるが半隆起線の細

さや斜格子 且 状の文様帯を口縁部に持つこ と などから13と 同 様 と 考え る。 わ ず かに残存する 口 唇外面

の貼付隆帯には 連続爪形文が施される。

1 5は 2 a類 で口縁が匝立するもの である。 本類はこの 1 点のみ である。 口縁文様は上下 3 条の半戟

竹管文 と それに挟 まれた無文帯 で構成される。 半載竹管に よ る半隆起線の起伏がなく平坦 である。 最

上部の半隆起線は刻 まれている。 無文帯に突起を持つ。 突起から半戟竹管に よ る半隆起線が胴部上半

ま で垂下する。 胴部は横位羽状縄文 である。 結 束のある羽状縄文 である。

16から 29は 2 b類 で口縁が外傾する。

16は 胴部に縦位羽状縄文が施される。 結束のある羽状縄文 である。 ［］ 縁外面の半隆起線に よ る 区画

内には 胴部同様の羽状縄文が確認 できる。 地文の羽状縄文を磨消して半隆起線を施文している。 口縁

部は 半載竹管に よ る半隆起線 で区画される。 頸部と 胴部は半載竹管に よ る押引きに よ って爪形文が施

される。 胴部に垂下する半隆起線があるこ と から突起の存在が想定 できる。 口縁部の外傾 は緩やか で

ある。 半隆起線の幅は約6 mm である。 新崎式の中頃の段階のもの か。

17は緩やかに外傾する口縁を持つ。 口 縁部に粘土を貼付して肥厚させる。 口縁外面に は 楔状の刺 突

を連続して巡らせている。 半隆起線は起伏が浅く平坦 である。 地文は確認 できない。 胴部は密接した

縦位の半隆起線を施し瘤から垂下する半隆起線やB字形文を配する。 半隆起線の幅は約6mm である。

胎土に は 直径 2 - 3 mmの長石が目立つ。 新崎式に比定される。

1 8は 口 縁に粘土を貼付しその上に彫りの深い爪形文を巡らせる。 半隆起線の幅は約6mm である。 20

が同一 固体 である と すれば地文に縄文を持ち、 垂下する半隆起線やB字形文を配するもの である こ と

か想定される。

19は口縁部に 4 条の深い半隆起線を巡らせ下から 2 条目を爪形文 で 深く刻ん でいる。 半隆起線の幅

は 6 - 7 mm である。 地文の縄文か口縁部に 残されている。 口縁部の半隆起線 で挟 まれた無文帯の幅が
狭くなったもの と 解釈する。 口縁部の外傾は緩やか である。

21 · 23は 2 b類. 22 · 24は 2 C 類 である。 24は縦の沈線を持つ。

25は 1 8と 同 じ よ う に口縁に粘上を貼付しその上から彫りの深い爪形文を施す。 口縁には 突起が付き

突起先端は刻 まれる半隆起線に挟 まれた無文帯 と 胴部は LR の斜縄文が施される。

26は緩やかに外傾する口縁を持つ円筒形の深鉢 で本類 で底部ま で復元 でぎた唯一の土器 である。 ロ
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5 4 第 4章 遺 物

縁部は半隆起線に挟 まれて帯状に LR の縄文が巡る。 2 条の半隆起線に挟 まれて口縁下に無文帯があ

る。 瘤を起点として垂下する半隆起線は上にも伸び、 無文帯を 区画している。 垂下する半隆起線は短

く終 わる。 胴部は木目状撚糸が一面に施される。 整ったプロ ポー シ ョ ンや木目状撚糸文の施文などか

ら丁寧に作られた印象を受ける。 新崎式の中でも古い段階のものか。

27から 33は口縁部が外傾内彎する キ ャ リ バー形深鉢の口縁部破片である。 2 C類とした。 27 · 28 

はいずれも口唇が破損して口縁が完 全には残存していない。 口縁部と頸部を半隆起線で 区 画しその間
を縦の梨合沈線で うめるもので 29にも共通する。 27 · 29は地文が縄文である。 29は口縁部の半隆起線

を爪形文で刻み、 口 唇に付く突起から半隆起線が瘤を伴って垂下する。 口縁は肥原し内彎する。

撫で調整か施される。 30 · 31は口縁部下は無文となる。 31は突起外面に沈線で格子状の文様

を描く。 32は本類のなかではやや異質の印象を受ける。 口縁部の刻みは箆状のものになり口縁部を

して垂下する隆帯がある。 その隆帯は半載竹管によって爪形文が施されている。 詳細は不明だが波

状口縁を呈する可能性もある。 33は地文縄文の上に縦沈線を施ている。 口 唇は平たく成型される。

34-37はいわゆる蓮華文と呼ばれるものを一括した。 34は細沈線を交互に施し蓮華状の文様効果を

出している。 内面には玉抱き三叉文が施されわ ず かに赤色塗彩が残る。 36 · 37については東海地方の

土器にも似たよ う な文様をもつものもあり 、 詳細は不明である。

38-84は胴部破片その他で 2 d類とした。

38は大型の突起である。 口縁を太い 2本の紐状粘土で内外面から挟みながら折り曲げて 突起を形作

る。 突起外面は大きな爪形文が施される。

39-51は木目状撚糸文を施す胴部破片である。 43-49は同一 固体の可能性もある。 粘土が柔らかい
うちに撚糸文を施している。 43は口唇が破損しているが口縁部破片である。 口 縁を肥厚させその下に

刺 突状の施文が観察できるが詳細は不明である。 44はその頸部下と思われる。 内面赤褐色の厚手の胎

土で粗製である。 外面には煤が付済する。 51は焼成堅緻で撚糸文は細い。

52-55は半隆起線の幅が約5 mmと細い。 いずれも地文は確認できない。 53は破片上部に連続爪形文

を施す。 54 · 55の半隆起線は横位にも施される。 71も同 じ である。 59は太い縄よる縦位羽状縄文が施

されるかなり大型の深鉢胴部である。 半隆起線上の爪形文は間隔をあ けて刺突状に施される。 60は地

縦位羽状縄文を施す。 61 · 62は地文 LR の縄文に半載竹管による押し引きによって爪形文を施し

ている。 63の地文縄文は無節。 64も同様。 65-71は 全て地文縄文を持つ。 72 · 73· 75 · 82は格子目状

の文様を持つ。 75以外は半隆起線を施す 前に細沈線で格子目文を施文している。 75は半隆起線を細沈

線が切って格子目状文を形成している。

80は 同一個体と思われる底部からの破片で図上復元した。 胴部は LR の縄文で垂下する半隆起線が

胴部上部にある。 81も同 一 固体と思われる破片によって図上復元した。 器 高は不明 であるが口縁など

から類推すればかなり大型になる可能性がある。

83は半隆起線が横方向への展開を示すもので本類の.::f:器の中では新しい様相 ていると思われ

る。 84は キ ヤ リ パー形の口縁部である。 半隆起線は比較的細い。
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58 第4 章 遺 物

3 類 連続した爪形文や特有の粗い縄文を施文する西日本系の土器（第35図 -36図 図版11-12)

鷹 島式や船本I 式に比定される1群である。 施文方法などに よ って 6 細分した 。 3 a 類は貝 殻腹の

押 圧文を施すもの。 3 b 類は連続した刺突を施すもの。 3 C 類は原手の土器 。 3 d 類は酒杯状突 起。

3 e 類は爪形文と粗い縄文のみによって施文されるもの。 3 f 類は胴部破片その他である。 いずれも

焼成堅緻で薄手であり本遺跡で出土した土器のなかで一見して 区別できるものである。 口縁内面には
一様に地文と同 じ原体に よ る縄文が施される。 器形は キャリパー 形を呈するものが多いと思われる。

波状口縁のものと平口縁のものがある。 3 d 類の酒杯状突起が付くものがある。 爪形文は密のものと

粗であるものがある。 爪形文の形はいわゆる 「 C」字状である。

8 5は 3 a 類の貝 殻腹の押 圧文を施す土器である。 貝殻押 圧文は 2枚貝の付根部分を使っている。 押

圧は土器内面に及んでわずかな膨らみをもたらしている。 頸部で大きくくびれ口縁部が内彎するこの

時期の西日本系に よく見られる土器である。 器厚は薄く焼成堅緻である。 連続する爪形文と特有の目

の粗い縄文を施文する。 内彎する 口 縁外面には 2 条の連続爪形文が巡る 。 2 条目は貼付 け隆帯上に連

続爪形文を施文する 。 口縁の 2 条連続爪形文から頸部までを爪形文が蛇行する。 頸部下に 2 条の連続

爪形文が巡る 。 隆帯は貼付せず押引に よ って施文されて いる。 胴部には特有の目の粗い縄文が全面に

施文されている。 口縁内面には胴部と 同 じ縄文か施文される。

8 6から9 2は 3 b 類の連続刺突を施す土器である。 8 6の斜傾する連続刺突は貼付隆帯に施されている 。

8 6から88は同一個体であろ う 。 89と9 0は深い連続刺突を 口 唇外面に施し波状口縁となる。 同 一個体で

ある。 刺 突内に煤が付着している。 91は平 口 縁でかなり大形の深鉢と推定される。 口縁内面の縄文は

破片の 全面に施される。 他の土器のそれに比べ幅広である 。 外面には刺突に使用したものと同 一原体

の押引に よ って蛇行する文様が横位に展開すると思われる 。 9 2は円形の連続刺突を施す。 波状口縁で

ある 。

9 3から9 7は 3 C 類厚手の土器である 。 施文方法等は 3類全般に共通するが厚手である。 9 3·9 4は 同
一個体である。 円形に粘土帯を貼付し爪形文を施す。 口縁端部にも爪形文を施す。 口縁内面を肥原さ

せる 。 9 7は 口 唇に粘土を貼付しその上を異色の原体で施文して い る 。 これ と 同 様の施文方法を持った

ものが飛騨地方では門坂 シズマ遺跡で出七している。 地文の縄文は 口 縁外面から施文され、薄 い 粘土

帯をやや蛇行気味に貼 り付 け爪形文を施している。

98から101は 3 d 類酒杯状突起である。 98は93と 同一個体の可能性が高い。 98と100の胎土には直径

5 mmはどの石英粒が目立つ。 平面形か長楕円の酒杯状突起である 。 99は98·100に比べ薄手である。 摩

耗が激しく施文の遺存状態は よ くな い。 平面形が楕円の酒杯状突起で穿孔が穿たれる。 1 01は酒杯状突

起ではないかもしれないが本類に位置付 け

102から105は 3 e 類爪形文と縄文のみに よ って施文される土器である 。 刺 突を持たないこと 以外は

3 a 類と共通する。 いずれも薄手である 。 106は器形復元できた個体で キャリパー形を呈する。 口縁 よ

り胴部が膨らむ。 平 口 縁で 口 縁端部に細かな刻みを有する。 口縁部から頸部までは連続した爪形文を

施し、 胴部は目の粗い縄文を施す。 口縁内面も縄文で施文される 。 胎土には細 かな金雲母が含 まれる。

107から116は 3 f 類で胴部破片その他を まとめた。 いずれも薄手で焼成堅緻である。 目の粗い縄文

が施される 。 108と109は キャリパー形土器の頸部。
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遺物包含層 出 土の縄文土器 ( II群）第35図
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108 

1 1 0  

1 12 114 

雹,.
116 。 10cm 

第36図 遺物包含層 出 土の縄文土器 ( II 群）

4 類 貼付隆帯上の連続爪形文や三角 刺 突 •玉抱き三叉文を特徴とする東海系土器 （第37図 -39図 図
版13-14)

中期初頭の北裏 C 1式に比定される一群である。 全般に焼成堅緻で薄手である。 器形は頸部から
きく外傾して開く口縁部を持つものか多い。 胴部は樽状に膨らむものが多いと思われるが円 筒形とな
るものもあるようだ。 頸部から胴部にかけて橋状把手か付くものもある。 主に施文方法によ っ て 3細
分した。

4 a類は、 貼付隆帯上を密に連続する爪形文によっ て施文されるもので縄文施文を持たないもの。
4 b類は、 三角刺 突• 玉抱き三叉文を施文し縄文を有するもの。
4 C類は、 把手その他である。
117から 141は 4 a類である。 貼付隆帯上を細かな爪形文を密に連続して施文する。 隆帯は口縁部と

頸部に確認できる。 胴部の展開については詳細不明である。 口縁部から頸部までは無文である。 胎土
は 全体に黄褐色 または褐色を呈する。

117は頸部から大きく外傾する。 口縁部は外面に 3 条の貼付隆帯を持ち内面も粘土を張り付 けて肥厚
させる。 口 縁内面に面を形成し段を有する。 三角形の突起部下は隆帯で三角形に囲み刺 突を施す。 同
内面は三叉状に彫り込 まれている。 頸部下の文様は同一個体と思われる破片で図上復元した。 118と 121
は 同一個体と思われる。 117 · 121内面には煤が付済し 118底部外面にも煤が付着する。 119は連続爪形
文を施す。 2 条の貼付隆帯を口縁部に巡らせ波状口縁となる。 内面には段を持たない。 120は内面に段
を持つ。 2 条の隆帯間にわず かに三角 刺突が観察できる。 4 b類の可能性もある。 122の内面は段を有
する。 123も内面に段を有する。 口縁端部には爪形文を施す隆帯を持たず一段下が っ て 2 条の隆帯を持
つ。 頸部の 2 条の 隆帯下にわずかに三角 刺突が観察でぎる。 4 b類の可能性もある。 124は双頭波状口
縁を有する。 口縁を肥厚させ内面に段を有する。 それぞれの波状 口 縁の内面は縦に綾を形成 し ている。
胴部は細い半載竹管によっ て集合沈線文か描かれる。 第 3号住居跡から出土した土器は 同一個体であ
ろう。 125は 2 条目の隆帯から爪形文を施す。 126は 2 条の隆帯内を三角形に 区画する。 127は 123· 125
と 同 じく 2 条目の隆帯から爪形文を施す。 貼付隆帯を折り曲 げて突起を形成しているようであるが詳
細は不明である。 他のものに比べて隆帯が高く盛 り上がる。 128の 隆帯は貼付されたものでないかもし
れない。 129は 124と 同種の文様展開を胴部に持つかもしれない。
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142から 173は 4 b類の三角 刺 突• 玉抱き三叉文を施文し縄文を有するもの である。

142は外傾する口縁を持ち、 胴部が膨らむ器形 である。 文様帯は口縁部と胴部上半にあり他は無文 で

ある。 文様帯は地文縄文が施され、 無節 である。 口縁部は小波状 である。 詳細は不明 であるが双頭波

状 またはそれに類する口縁部を持つのかもしれない。 小波状下に刺突状痕跡がある。 2 条の爪形文を

持たない半隆起線 で挟 まれた口縁外面は粘土を貼付 け肥厚させている。 胴部文様帯も 2 条の半隆起線

で 区画され上部に三角 刺 突を連続させる。 下部の半隆起線は斜めに下 降し胴半ば で止 まる。 半隆起線

間にある横 走する沈線はその端部 で三叉文となっている。 口縁部から胴部にか けて橋状把手が付いて

いた痕跡がある。 142-146は同 一個体 であると思われる。

147は口縁外面は地文縄文を残しその下に半載竹管による半隆起線を巡らせる。 内面はわずかに肥厚

させる。 149は大波状口縁となる深鉢 で胴部は円筒形となる。 頸部から外傾する。 口縁部は粘土を貼付

けて肥厚させ、 その外面は半隆起線 で 区画された縄文地に三角 刺 突を連続させる。 内面は段を有する。

頸部や胴部の半隆起線 で 区画された内側は地縄文が残 り、 三角 刺 突が連続して施される。 頸部と胴部

を結ぶ橋状把手が付く。 波状口縁の単位数は不明 である。 150-154は同一個体の破片 である。

155は、 わずかに外傾する口縁部破片 で半隆起線を挟ん で 2 列楔形の刺 突が連続する。 楔形の刺 突の

施文方法は半載竹管の押し引き であろうか。 左方向から押し引 かれたと思われる。 地文縄文に玉抱き

三叉文を施文する。 156は胴部破片。 刺 突は楔形というより細く鋭い短沈線状 である。 157も胴部破片。

玉抱き三叉文が明瞭に残る。 163· 165· 166も同様に玉抱き三叉文を持つ。 164は胴部下部 で半隆起線

の終わ りを示している。 169は双頭波状となる口縁部破片 である。 波状口縁外面に玉抱き三叉文を持つ。

ロ 唇に爪形文を持つ。 第 3号住居跡 で同 一個体の口縁部破片が出土している。 170の刺突は鋭く 急角 度

で押し 引 かれる。

171は肥厚させた口縁外面を半隆起線 で 区画し地文縄文の上に三角形剌突を上下 2 列 配する。 下段の

刺 突は三角形をしているが上段のものは線状になるものもあることから箆 または板状のもの で施文す

る方法を予想 できる。 刺 突を施す方向を変え ることによって三角形状 であった り楔状になった り、 あ

るいは線状になった りするものと思われる。

148は縄文も爪形文も持たない。 粘土を貼付し口縁部を肥厚させる。 突起部 で半隆起線を折り曲 げ三

角 状にすることやその内面に三角形の彫 り込みをなすことは 4a · b類に共通する。

172は胴部破片 で爪形文を施す半隆起線 で 区画された内側を三角形状の刺突を上下から施す。 173と

同 一個体の可能性が高い。

174から 178は 4 C類 である。 174は波状口縁頂部が欠損している。 粘土を貼付した半隆起線上を爪形

文を施し玉抱き三叉文を形成している。 175は波状口縁部 で摩耗が激しく詳細は不明な点が多い。 半隆

起線 で 区画されたた中央の三角形内に鋭い沈線を引く。

176は 177は把手。 176は最初に内側に把手の芯になる部分を作 りその後粘土紐を内外二方向から合わ

せて把手作成した様子が観察 できる。 その下には欠損しているが橋状把手があったことがう かがえ る。

焼成堅緻 で褐色の胎土に金雲母が目立つ。 177は 176より大型 で 胎土は灰黄褐 である。 外面には三角形

の彫 り込みや尾をもつ楔形の施文が見られる。 内面は横に数段の沈線を引く。

178は橋状把手 である。 粘土紐を 2 本接着させて作成している。 爪形文は胴部や頸部へ展開する半隆

起線へとつながっていると思われる。
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5 類 三角刺突や半載竹管文で施文し胎土に金雲母を多贔に含 む関東系の上器群（第40図 -41図 図

版15-16) いわゆる五領 ケ台式のものを本類と した。

179は平面形が楕円形を呈する浅鉢。 口縁内面に文様帯を持つ。 連続する爪形文で施文され 4 単位の

波頂部で区画される。 波頂部間の 3 条の爪形文は逆 C字形である。 波頂部施文は爪形文問に縦に三角

刺 突を施す。 長軸の相対する波頂部は緩やかな双頭波状口縁を呈する。 胎土は褐色で金雲母を

含む。

180は波頂部破片で口唇に爪形文を施す。 外面は縦の細沈線が施される。 赤褐色の胎土に金雲母が目

立つ こ と から 本類と し た。 181はやや外傾気味に立ち上がる口縁部で頸部で屈曲する。 口縁部は粘土を

貼付 し て肥原させる。 貼付した粘土紐上を連読 して細かに爪形文を施す。 波状口縁を呈するがその形

態は不明である。 双頭状口縁である可能性もある。 地文は擬縄文である。 頸部と口縁外面に三角 刺 突

を施す。 波頂部内面には三角 印刻が施される。 胎土は赤褐色で金雲母 を 含 まない。 中部高地に系譜を

持つものかも しれない。

182は口縁を肥厘させ外傾内 彎する口縁部破片で頸部に突起を持つ。 突起は細い棒状工具による刺 突

が施される。 口縁部と頸部には同 じく棒状施文具による刺突や沈線が施される。 190の土器と共通する

要素がみ ら れる。 茶褐色の胎土に金雲母を含む。

183は 2 条の幅狭の半隆起線の下に三角 刺 突が施される。 頸部に 刺突を持つ。 184は 円形の粘土 を 押

圧貼付する。 細い沈線下に三角 印刻文が施される。 金雲母を含む。 185は半載竹管による集合沈線文に

よって施文される。 金雲母を含む。 外傾内胄する口縁部で 187や 188と共通する。 186は口縁部下に粘土

紐を貼付し爪形文を施す。 187は 185同 様半栽竹管による集合沈線文によって施文される。 内面は丁寧

に撫で られる。 188は屈 曲部の半隆起線上に爪形文を施しその上には上下交互に三角 印刻文が施され

る。 金雲母を含 む。

189は 179と同類と思われる浅鉢で双頭状の口縁部である。 肥厚した口縁内面に文様帯 を 持つ。 細い

棒状工具の押引 苔 によって爪形文に良く似た効果を持つ。 その中に三角 印刻文が施される。

190は破片から 器形復元したもので外傾する口縁部は小波状口縁となる可能性もある。 粘土を貼付 し

肥原させた口縁部に縄文を施 し 、 その下に棒状工具による刺 突か巡る。 頸部に突起を持つ。 頸部の刺

突は上下二方向か ら施されいわゆる 「連続コの字」 文か施文される。 胴部の文様の詳細は不明だが棒

状工具による沈線が施され一部に縄文が見 ら れる。 胎土には長石を多く含 む。

191は小波状を呈する。 内傾する口縁の土器である。 口縁部の半隆起線下には上下二方向から の 三角

印刻文が施され、 その下は縄文施文。

192は赤褐色の胎土。 縦の半隆起線を持ち、 金雲母を含 む。 193は半隆起線で区画され、 沈線で斜格

子状に描く。 茶褐色の胎土に金雲母を含 む。 194は胴部破片で半隆起線下に棒状工具による下方か ら の

刺突列が並ぶ。 胴部下半には縦方向に結節の回転痕が親察される。 いわゆる帯縄文か。 195は胴部破片

で破片上部に刺突を交互に施 し 「連続コの字」 文を形成する。 その下には 5 条の爪形文を施す。 爪形

文は逆 C字である 。 下部には細い条痕が見 ら れる。 胎土は長石と金雲母を含む。 196も胴部破片で沈線

で連孤文を描く。 胎土に長石が目

197は底部まで半隆起線が垂下 し、 2 条 l 単位で土器を 4 分割 し ている。 198は貼付隆帯が底部付近

まで垂下する。 胎土は赤褐色で長石が目 本類のものか不明。 199も本類のものか不明だが胎土に
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長石が目立つ。 200は連続爪形文間に三角 印刻文が見られる。 201 は口縁内面に粘土帯を貼付しわずか

に肥原させる。 爪形文間に交互刺突が施される。 器形 は鉢と思われる。 202から 204は 同一個体。 口縁

部に は 2 条の逆 C字の爪形文が施され。 その下は貼付隆帯を楕円形に区画しその上に爪形文が施され

る。 詳細は 不明だが キャ リ パー形の可能性もある。本類か不明。 205は 半隆起線状に爪形文が施される。

4類の可能性もある。 焼成堅緻である。 206·207は 2 条の爪形文下に刺突を施し、 207では交互刺突 で

ある。 胎土には 金雲母を含む。

6 類 主として縄文のみ で施文される土器 （第42図 -44図 図版1 6-1 9)

器形 は キャ リ パー形 ・ 円筒形・円筒形の胴部に開 き 気味の 口 縁が付くものなどがある。 5 細分した。

6 a類 口縁部から頸部は斜縄文、 胴部は羽状縄文を施し頸部で外傾する器形の土器群。 口 縁内面

を肥厚させて内湾 ぎみ に するものとそ う でないものがある。

6 b類 口縁端部に調整を加え るもの。 爪形文を施すものと施さないものがある。

6 C 類 粘土を貼付して口縁部に段を形成するもの。

6 d類 粘土帯で口縁を形成し内面に縄文を施文するもの
6 e類 その他の縄文施文の上器

207から 21 6は 6 a類である。

207は、 頸部から外傾する 口 縁部を持ち。 口 縁端部を内面で肥厚させる。 口 縁部は LR の斜縄文。 胴

部は異方向縄文である。 208から 21 3は口縁部破片である。 胴部文様は 不明。 頸部で屈 曲するものを一

括した。 208は 波状口縁を呈する。 209は屈 曲が弱い。 口唇を丸く整形する。 21 0は 強く外傾する。 211

の縄文は無節か。 21 2は口唇が内彎する。 21 3は縦の隆帯を貼付する。

21 4は粘土を「逆のの字」 状に貼付して突起を形成する。 胴部は結節の羽状縄文である。 キャ リ パー

型の器形 で胴部が樽状 に緩やかに膨らむ。 21 5の口唇は平らに整形される。 21 6は 21 4と 同種 の 突起を持

つ。

21 7から 220は 6 b類である。

217は 口縁端部を沈線に よって区画し無文化させている。 頸部 まで RL の斜縄文、 頸部下を結ぴ 目 縄

文 または縄の開端を別の 条で縛る縄文を施す。21 8は口縁端部外面に 2 条の半隆起線を持ち 1 条目に爪

形文を施す。 やや肥厚させた内面に は LR の縄文が施される。 外傾しやや内彎気味の キャ リ パー型 器

形 であろう。

220は 、 外傾する 口 縁部を持つ。 口 縁端部を丁寧に無文化させ斜縄文部を短くとる。 胴部に は 異なる

撚 りの縄文を結合させた結節羽状縄文が施される。

221から 236は 6 C類である。

221 ·222 · 224は 口 唇を平らに整形する。 223も粘土帯を貼付し口縁端部が強 く 外反する。 横位羽状

縄文 である。 224は幅 Icmはどの粘土帯を貼付し RL の縄文をその上に施す。 226は 全面に LR の縄文

を施す。 227は粘土帯の幅で外反する。口縁端部及ぴ内面は比較的丁 寧に調整される。 全面に単節の RL
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の縄文が施される。 228も 口 唇から内面にか けて丁寧に撫で調整される。 胎土は赤褐色で本類では少な

い。 粘土帯下は無文化させている。 229は外傾内彎する キャリパー形土器。 粘土を折り曲 げているかの

ように見え るが 口 縁内外面に粘土を貼付し肥原させているのだろう。 内面は丁寧に撫でられる。 230は

開いて立ち上がる器形で縄文は LR の無節か。 231は焼成堅緻で内面は丁寧に撫で調整される。 口 縁端

部外面に RL の縄文を施し、 その下は頸部まで無文である。 胴部は結 ぴ目縄文 または別の 条で縛る縄

文が施される。 232口 縁内面には調整時の沈線が残る。

233は本類のなかでは比較的大きな破片資料である。 開いて立ち上がる 口 縁部を持つ。 口 唇から内面

にか けて丁寧に撫で調整される。 外面は 全面に単節の RL の斜縄文が施される。 頸部屈 曲部に突起を

持つ。 234も開く 口 縁部を持つものである。 丁寧に撫で調整された内面に煤が付培する。

235は本類のなかでは唯一の波状 口 縁を有するものである。 粘土帯を貼付させ 口 縁を肥厚させている
ー とから本類に位置付 けた。 236は粘土帯上に爪形文状の刻みを並べ、 口 唇は刻む。 内面に煤が付着。

237から 239は 6 d類である。

237は内面に粘土帯を貼付し肥原させ縄文を施す。

238は破片によっ て図上復元した。 大型の深鉢である。 緩やかに外傾して立ち上がる。 胴部はやや膨

らむか。 胎土は赤褐色。

239は キャリパー 型で 口 縁端部外面と [) 唇には刻みを有し内面に縄文を施す。 頸部には爪形文を施

す。 箆状工具によるのか匝線的である。 縄文は曲線を描く。 2類の可能性も考え られる。

240から 254は 6 e類である。

240は突起を有しバ ケツ 状に開 ＜ 口 縁の土器。 口 縁に突起を 2 個持つ。 1個は粘土帯を刻む手法、 1

個は 「逆のの字」 状である。

241は 穿孔のある突起を 口 縁部に 1 個持つ。 頸部に 4単位の突起を有するc 土器外面 全体に RL の斜

縄文が施される。 口 唇部から内面にか けて丁寧に整形される。 器形は頸部で緩くくびれ、 やや外反気

味の 口 縁部を持ち 、 胴部は膨らむ小型の土器である。

242は 231同 様 口 縁部に無文部を持つ。 頸部に縦に貼付隆帯が見られる。

243は内彎気味の 口 縁部破片。 横位羽状縄文が観察でぎる。 244は外反する 口 縁部。 結び目縄文 また

は別の条で縛る縄文を縦位に回転させる。「帯縄文」 か。 穿孔を途中 まで開 けている。 貫通しない。

245は 口 縁端部外面をせ りだ し 刻む 。 器形は浅鉢か。 246と 247は、 よく似ている。 土器表面に薄く粘

土を被せた痕跡がよくわかる破片で土器成形の手法を観察 できる。

248から 253は 口 唇部を平らににするものを一括した。 253は波状 口 縁で 口 縁虹下を無文としている。
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7 類 その他の中期の土器（第45図 -47図 図版20-21)

第3節 包含層出土の土器 73 

6類 までを縄文時代中期初頭と位憧付 け。 7類はそれに後続するものを一括した。 したがって時期
的には縄文時代中期 前半から中葉に含 まれると考え られるが中には時期が明確でないものも含 まれ
る。

255は大型の深鉢で口縁直径40cmを越え る。 双頭状波状口縁を呈する。 4単位である。 口縁外面には
2 条の大型の爪形文が施されその間に波状に沈線が引かれる。 2 条の 爪形文部はゃや肥厚気味であり

中期初頭の半隆起線の形骸化したものとも考え られる。 口縁部は緩やかに開く。 胴部はやや膨らむ。
復元された胴部中央 までのみ破片が確認されそれより下部のものは 1点も見つ けられなかった。 4類
の東海系土器にその系譜を求める こ とができると考え る。 愛知県 南知多町 山田平遺跡出土土器の中に
類似のものがある。 256は無文であるが、 255に器形が似る。 同 じく 双頭状波状口縁である。

257は内腎し口縁端部で反る鉢である。 屈 曲部に連孤状隆帯を形成しその上に爪形文を施す。 更に ロ
縁外面にも爪形文が施される。 爪形文は「くの字」状に屈 曲するもので初頭のものとは異なる。 胴部
は無文である。 こ れも東海系の土器にその系 譜が求められると考え る。

258·259は口縁の爪形文下に縦の半隆起線を持つ。 26 0と 26 1は同 一個体。 焼成堅緻である。 26 2は半
隆起線下に刺突を施す。 26 3は不明瞭な半隆起線が 3 条施される。 内面を肥厚させる。 口唇に煤か付着

る。 26 4と 26 5は同一個体の可能性が高い。 幅広の粘上帯を貼付け蛇行させる。 波状口縁の可能性が
ある。

26 7は「逆 C字」の半裁竹管による刺突を連続させる。 波状口縁である。 268は半隆起線間に縄文帯
が残る。 擬縄文の

t
lJ能性もある。 269は幅広の粘土帯を貼 り付 け段を形成する。 その上に粘土帯に沿っ

て半隆起線を蛇行させる。 擬縄文が残る。 270は半載竹管の押し引きが 2 条施される。 271は焼成堅緻
で内面は丁寧に撫で調整される。 272は半隆起線下に交互に刺突を施す。

273は 「逆くの字 」 状に屈 曲し、 爪形文を 2ないし 3 条巡らす。 273までのものは東海地方にその系
譜を求め る こ とができるかもしれない。

274は沈線で区画された 内に縦の沈線を引く。 交互に刺突を施す。 275は角状となる突起を持つ波状
口縁部破片で半隆起線によって施文され、 胎土の様相などから 5類の可能性もある。 276から 279は同
一個体であろ う。 縄文地に隆帯で施文する。 28 0は隆帯と集合沈線で構成される こ と から中期初頭の可
能性がある。 28 1はせ りだした口縁端部外面に爪形文が施される。その下には半隆起線が縦に密接する。
280同様初頭の可能性もあるが胎 土は屏手で初頭のものとは異質である。 28 2は 28 1と同一個体の可能性
が高い。 蛇行する隆帯を際立たせるかのように爪形文を施す。 283 ·28 4は詳細不明 であるが隆帯上の
爪形文と連続刺突によって構成される。 28 5は細い棒状工具による押し引きを横 走させる。 286は粘土
紐を撚り合わせるかのようにして形成された突起を持つ。

294は口縁部破片で外反して立ち上がる。 内外面ともに丁寧に撫で調整される。 厚手の土器である。
295から 306は同一個体である。 294も同一個体の可能性もある。 隆帯と沈線で施文される。 隆帯に沿っ
て沈線を引く技法や矢羽状沈線の特徴などから中期中菓以降のものと考え る。

307から309は口縁部破片である。 307は口縁端部外面を粘土を貼付して肥厚させる。 308の沈線は細
＜ 鋭い。 沈線を縦に施す技法は共通するが同 一個体かどうかは不明である。 310から 312は同 一個体で

ある。 隆帯上に指頭 圧痕状の刻みを施す。 沈線の雰囲気から308と同一個体の可能性もある。 313と314
は 310から312と同一個体である可能性が高く胴部破片である。



74 第 4 章 遺 物

255 

256 

257 

10cm 

第45図 遺物包含層 出土の縄文土器 ( II群）
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3 .  III群 後期・晩期の土器（第4 8図 図版21-22)
1 から 11までを後期、 12から 25を晩期とした。

第 3節 包含層出土の土器 77 

1 から 4 は微陸起線を有する土器である。 1と 2 は同一個体である。 微隆起線上を斜め短沈線で刻
み、 口縁端部外面も同様に刻 まれる。 3と 4 は刻みを伴わない。 同 一個体か。

5 は詳細不明であるが、 口 縁外面に縦沈線を施す手法から後期に位置付 けた。 6 は 波状口縁の波頂
部に指頭圧痕状の押圧を施しそこに向けて隆帯を集束させる。 隆帯に沿 っ て細い沈線が引かれる。

7 から 9 は後期後半の凹 線文土器に比定されるものと考え る。 7 は 内側に屈曲する口縁を持つ鉢で
ある。 口唇を刻む。 2 条の細い凹線が施される。 口 縁外面には地縄文が施されているかもしれない。
8 は内傾する 口 縁を持つ小型の深鉢で口縁外面に 2条の 凹 線が巡る。 口唇に縄文が施される。 凹 線下

に は縦縄文が施される。 口縁や 凹線の様相から波状口縁の可能性もある。 9 は 4 条の 凹 線が巡る。 ロ
唇は平らに整形される。 地文は 縦縄文である。

10は 台形の突起部破片で八日市新保段階のものと考え る。
11はこの時期のものとしては 唯一復元できた個体である。 4 単位の山形の突起を口縁部に配する。

山形の突起は左右に更に小型の 山形を配する面もある。 突起下には 瘤か付 けられる。 瘤の数は 2個ず
つの可能性もある。 瘤と瘤の間は 溝状の指頭によると思われる幅のある沈線か施される。 頸部で く び
れ胴部が膨らむ独特のプロ ボーシ ョ ンである。 地文縄文は口縁外面から ランダムに施される。 明確な
断定は できないが北陸系の後期後半の土器の中に突起を配し瘤を有するものがある。 胴部も膨らむ形
態のものがあることから同様の時期と考えた。

12から 14は 磨消縄文の土器。 13· 14は 注口土器 か。 13は破片下部に刺突列が見られる。 14口縁端部
外面は 短沈線で刻 まれる。

15は 16は 「くの字」状に頸部で屈 曲する深鉢である。 15は口縁端部外面に刻みを有し、 頸部に は 刺
突を施す。 地文は 擬縄文である。 胴部上部に縦長の突起を付す。 17は 沈線間に列点を配する。 15から
17は晩期中葉の段階のものであろう。 18は後期の可能性もある。

19から 23は 晩期末のエ字文あるいは 浮線文系土器である。 19はエ字文系の土器。 22は 2 条の浮線状
沈線下に レンズ状付帯文を有する。 21と 22は同 一個体の可能性もある。 どちらも赤色塗彩が施される。

24は口唇に刻みを持つ粗製土器。 穿孔は 貫通していない。 外面に煤が付着する。 25も同 じく粗製土
器で内彎する口縁で口唇を刻む。

4 .  IV類 その他時期不明の土器（第49図 図版21-22)
l は大きく外反する口縁を有する大きめの深鉢で破片から復元された。 胴部はやや膨らむ。 口縁部

から頸部までは無文で以下に斜縄文を施す。
2は内外面に撚糸文を施す。 34 2も撚糸文の可能性が高いが外面のみに施文される。
5 は 肉 眼では確認しに く いか拓本で は縄文が確認される。 内面には 薄く粘土が塗られる。 外面にも

その痕跡がある。 縄文を施文した後に薄く粘土を塗 っ たと考え られるc

6 は 図上復元した。 口縁外側に 2 条の沈線と 2列の刺突列を施す。 沈線には 施文具の細い条が見ら
れる。 刺 突 は 半戟竹管を斜方向に施す。 突起が付 く ものと思われる。

7と 8 は同 一個体と考え られる。 焼成堅緻で薄い。
9 は破片から 図上復元した。 口縁部と胴部に沈線が巡る。 胴部の沈線から縦に垂下する沈線がある。

口唇に縄文が施文される。 胴部下半でやや膨らむ。
第4 6図、 287から 293は底部である。 時期について は 不明 である。 287や 288 · 289·291など は底部か

ら内傾したあと立ち上がる。 （伊藤秀雄）
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第 4 節 丸山遺跡の底部

確認した底部破片は166点である。 接合した後で集計したのであるが、 9割以上残るものは 1 割に満
たず大半が破片であるため、 個体数はこれより少 ないと推定される。

底面から 一 度括れて立ち上がるものが （器形判明分の） 5 割以上を 占め、 かつ底面形態が窪 まず平
坦に なっている点を本遺跡出土の底部の特徴として挙げることができよう。 胴部の出土状況などから
考 え ると I I群に属する底部形態を示していると考 え ら れる。

底面は8 4点にナデ調整が施されており 全体の 5 割を 占める。 ナデの 前に何 ら かの圧痕が存在した可
能性も否定できないが、 丁寧に な で ら れた底面を持つ土器が 目 立ち、 意図的に圧痕を消す作業が行わ
れたと推定される。 網代圧痕のみ ら れる土器は 35点( 2割） と少 な く 、 反対に スダレ 状圧痕が13点と、
全体の 1 割を 占める点が特筆される。 スダレ 状圧痕は縦糸か 1 mmを越え、 細 かいスダレ はみ ら れない。

葉脈圧痕の確認された底部は 6点あった。 菓脈は網状脈で平行脈はみ ら れ ない。

また、 網代の編み方の確認できたのは以下のようである。
A a類 「緯条が経条に対して 1 本越 え 1 本潜 り、 1 本送り」 :::: 3 

A b類「緯 条か経条に対して 2 本越え 2 本潜り、 1 本送り」 = 4 点

A c類 「経条が緯条に対して 2本越え 2本潜 りで 1 本送りと 2本送りが交互」 = 2点
A i 類「緯条が経条に対して 3本越え 3本潜 りが基本で送りが不明 」 = 1 点

本遺跡は 前期末葉か ら 中期 前葉の土器群が主体を なしている。 従って、 底部圧痕にもその時期の特

徴が反映されていると考 え られる。 一方、 中期中葉以 降 、 晩期に至る までの土器もわずかに含 まれて
いる点も考 え な ければ な ら ず後者に属する可能性もある

以下、 これ まで報告者が観察した荒城川 （宮川） 流域の遺跡の土器底部の特徴を基に、本遺跡の土器底
部の編 年的 な位置づ けを簡単に検討したい。

2 、 五味原遺跡群 を 中心 と し た底部圧痕の変遷

① 遺跡の主体と な る時期1
)

• 荒城神社遺跡 ＝ 中期後葉
• 岡 前遺跡 ＝ 中期中葉
• 西田遺跡 I I層 ＝後期中葉から 晩期 前葉
・ カク シクレ遺跡 A = 中期後半と 晩期 前後半

• 牛垣内遺跡 A = 晩期中葉以 降

• 牛垣内遺跡BC= 中期後葉
鎗 丸山遺跡 ＝ 前期末 ～ 中期 前葉。

• たのもと遺跡西 区 III層 ＝後期 前葉
これ ら の遺跡の比較から、 おおよそ丸山 → 岡

前→カク シクレ A→牛垣内BC→ 荒城神社→た
のもと→西田→牛垣内 Aと、 中期初頭か ら 晩期
までの変遷を辿ることが可能であり、 丸山遺跡
はこの変遷過程にあって初期の特徴を持ってい 第50図 遺跡分布図
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る も のとし位置付 けられよう。 以下、 底部 圧痕と網代の編み方を中心に特徴を比較する。
② 底部 圧痕の比較
丸山遺跡では網代 圧痕

が少なく、 ナデ調整が多

いが、 岡前遺跡では 7 割
近い底部に網代圧痕がみ
られる。 牛垣内 B C地点、
カク シク レ A地点では 5

割程 度である、 荒城神社
遺跡、 たの も と遺跡では

第 3 表 低部圧痕の比較 （数字は出土点数）

゜ 80 

ナデ 画 不明

100 0 ん20 

圃 網代 忍 ス ダ レ 惑 葉脈

60 

8割近い底部に網代圧痕がみられる。 と共に、 ナデ調整を行う士器は少ないのが特徴である。 西田遺

跡や牛垣内A地点では網代 圧痕の確認できるのは 4 割程 度である。 スダレ 状 圧痕は丸山遺跡の組成が
最 も 多い。 反対に葉脈圧痕は西田遺跡や牛垣内A地点で 日立っている。

③ 網代の編み方の比較 第 4 表 網代の種類の比較 （数字は出土点数）
A a類は時期の変遷を

最 も 端的に示している。

岡 前遺跡では 6 割近く
で、 牛垣内 B C地点では
7 割と平織りの ピークの

様相を呈している。 しか
し、 たの も と 遺跡では 2

割を確認できたこの平織
り も 牛垣内遺跡 A地点に至ってははとんどみられなくなっている （約2 % )。 どの遺跡で も 2 割程 度確

゜ 20 100 40 60 80 
圃 A a ( H-l) 図 A h (2-2-I ) 〇 そ の他謎 A c (211 · 211-1) 日 A d {2-H)

認できたのが A b類であるが、 たの も と遺跡では 6 割を 占め、 編み方の主体となっているが 、 牛垣内
遺跡A地点では 1 割をきっている。 この編み方では、 2 本を 1 組にして編むことか多く、 中には 3 本
を 1 組にして編む例 も みられた。 次に荒城神社遺跡で特徴的だった A c類であるが、 たの も と遺跡 ま
では 1 割程 度確認できたあ まり確認されていない。 また、 A d類ははたの も と遺跡 までは 1 割に満た
ないのに対して、 西田遺跡で 6 割、 牛垣内では 8割となって際だっている。

④ まとめ

以上を まとめると、 全体では以下の変遷か予察される。
1 、 網代 圧痕は縄文時代 前期末中期前葉では一般的ではなく、 中期に ピークとなる。
2、 平織りは中期中葉で ピークを迎え 、 後晩期でははとんど用いられなくなる。
3 、 2本越え 2本潜りは中期後葉から後期 前葉に主体的に用いられた編み方である。
4 、 2 本越え 1 本潜りは後期から晩期にか けて主体的に用いられた編み方である。 （谷 口和人）

1 ) ら み た 時期であ り 、 複合遺跡であ る 各遺跡に は こ れ以外の時期 も 相 当 数含 ま れて い る 。 し
か し、 各遺跡の比較に よ っ てと ら え ら れる 底部圧痕の特徴は、 各遺跡の主体と な る 時期の相違を反映 し て い
る と考え る こ とは 可能であ ろ う 。
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第 5 節 土製 品 （第51図 ·52図 図版23)

本遺跡から土器片利用の円盤 9 点、 土偶 4点、 不明土製品 1点が出土している。 遺構に伴って出土

したものはなく、 いずれも遺物包含層より出上している。

土器片利用の円盤 （第51図 1 - 9 )  

土器片の周辺を打ち欠いたり、 磨いた りして円盤状にしたと思われるものである。 胴部破片がほと

んどである 。 1のみ底部片と思われる。 無文。 2 も無文。 3 · 4 · 8は縄文。 5 · 6 · 7は半載竹管

文で 5と 6は同一 固体の可能性がある。 7は繊維を含む。 童量は 2が 6. 7 g で畢：軽量。 9が 20. o g で最

も重い。 長径は 2が 2. 6cmで最小。 その他 1 から 8 までは 3 cm代である。 9は 4. 9cmである。 使用され

た時期については特定できないが半戟竹管文のものは中期 前半の土器片 。 7 は早期の土器片であろう。

土偶 （第52図 1 - 4 )  

2は El 3区中期遺物包含層より出土した 。 上偶胴部片である。 片面にのみ工具 圧痕とおぱしき細 条

を伴う微弱な線で文様が描かれている。 表裏は定かでない。 胴部中央にあたる破損面に縦位に貫通孔

が 2本認められ、 そのうち 1本中に直径1. 5mm はどの木芯が炭化した状 態で残 っ ている。 腕部は断面が

縦長の楕円形となり、 真ん中をやや凹 ませてある。 にぶい黄橙色を呈する。 焼成普通。

1 は F 13区中期遺物包含層より出土した。 整形の精粗などから判断して右腕部片と考え られるが、

無文でもあり現存部分 から左右は定かでない。 腕部の断面は縦長の楕円形となり真ん中が 凹んでいる
など、 2と同 一形態の土偶と思われる。 胴部との接合面付近で破損したような印象を受けるが、 破損

面に明確な粘土接合痕および木芯痕を認めることは出来なかった。 にぶい橙色を呈する。 焼成普通。

3 - 4は同 一 固体である。 F15区中期遺物包含層より出土したもので、 出土時にお ける 2点間の距

離は50cmはどであった。 ともに破損面に粘士塊の滑らかな表面が露出している 。 即ち、 脚部粘土塊の

ポ ジテ ィ ブな面と、 これにより股間に移行すると思われる箇所に胴部との接合に補足的に用いられた

と考え られる粘土のネ ガテ ィ ブな面が認められる。 直径1 mmほどの木芯痕を有する。 また 4について

は、 下端部に粘土を螺旋状に巻き付 けたような接合痕が観察 でき、 足部部分が別個の粘土で作成され

ていることが判る。 にぶい黄橙色を呈する。 焼成普通 。 やや摩耗気味である。 （古田奈緒子）

不明土製品（第52図 5 )  

5は E13区中期遺物包含層より出土した。 全体に丁寧に成型されているが用途等遺物の性格は不明

である。 にぶい橙色を呈する 。 焼成普通 。

®� @O @D 勘 O
1 2 3 4 

口 〗 ⑦ o u u  
7 8 ， 

第51図 土器片利用の 円盤

切［ (D Q 
o 10cm 
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第 6 節 琥珀玉製 品（第53図 ·54図 図版23)

検出時には 劣化が激 し かったの で、 観察 は処理後に行った。 そのため色調、

は 異なっているところもある。

その他検出時と

琥珀は 7 個検出されたが、 原形を留めて完形品と して実測 できたのは 5 個のみ である。 5 個 は 全面

が整形（加工） されている。 琥珀玉を計測すると第 3表の よ うになる。

最初に発見された玉は、 検出時に崩壊 し 砕散 し た。 色調 は 一見 明るい赤茶色を呈 し ていたが、 よ く

ると半透明 で赤味を帯 ぴ、 美 しい飴色を呈 している部分がみられた。 し か し、 時間の経過と共に変

色がすすみ、 更に取 り上げ段階の薬品処理 で、 出土時の色調 は はとん ど見られなくなった。 砕散片を

集め復元につとめたが不可能 であった。 残存破片量と 全部の重さ から推測すると、 あ まり大き

であったとは考え られない。 そ

ためNo. 7と して記 した。

No. 1 (第53図）

ら し てNo. 6の丸玉（第54図） に近いものと推測される。

連綴の状態 で検出された最初のもの である。 劣化が著 しい。 処理後も土の付着が認められ、 表面を

全て観察することは できなかった。

形状 は 胴張りの管玉状を呈 し ている。 （なつめ） の果実に似ているの で、 この よ うな形の玉

を棗状管玉と称 している。 断面は 扁円形を呈 しているが、 その調整は あ まり よくない。 長軸にそって

C面（表面） は 胴張り できれいに整形されているが、 研磨時の擦痕が一部認められる。 傾斜は 長 軸に

対 し約80 度 である。 なお、 整形時の剥離痕跡と認められる縦長の窪みが e 面（裏面） にみられ、 e 面

は C 面と反対にやや内彎 しているか、 長軸に平行 し て研磨痕と思われる擦痕が認められる。

孔 は 両端 よ り穿たれる両面（二方向） 穿孔 である。 図の a 面（上） からの孔を a 孔、 b 面（下） か

らの孔を b 孔と称すると、 a 孔 は明らか ではないが、 b 孔内には 回転痕が若干認められた。 なお、 b

孔開孔部に は修正痕が見られる。 a 孔と b 孔 はくい違い点 で約10 度の孔軸の方向差がある。

第 5 表 琥珀玉製品観察表

No. I 玉の 形態 1 fClll� I  幅 a 面 の'ILの b 面の'fLの 孔内の 穿孔方 向 表
の擦

面
痕
に研磨 I 色調 ・ 備考

深 さ (cm) 深 さ (cm) 回転痕 の擦痕

1 棗 状 管 玉 3 . 41 2 . 07 X l .50 5 . 9  2 0 1.2 有 り 有 り 暗 い赤味茶

2 棗 状 管 玉 4 .21  2 . 18 X 1 .  71 9.0 2 .2 1 . 8  有 り 有 り 暗 い 赤味

3 棗状偏乎丸玉 2 . 59 2 .31  X 1 .57 5 令 3 1 . 3  1 1 有 り 有 り 無 し

l 、 98 X L 77 7 . o  6 . 0  4 . 0  7 . 0  4 . 9  2 . 4  0 7 有 り 有 り 有 り

残存1 . 5 3.  7 4 . 0  土付済観察不能

2 . l l X l . 94 I 5 . 1  5 . 0  4 . 0  5 . 3  4 . 4  1 、 0 1 .2 有 り 有 り 有 り

破片3. 1

註 1 色調は 「Todayo C LOR/300」 （ 日 本色彩杜刊） に よ る 。

註 2 a , b 面の形態に よ り 、 a 面 と b 面 の孔の 深 さ の合計は必ず し も 玉の全長値 と は 一致 し な い。
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2 番目に検出されたものであ る 。 棗状管玉と して最も大きな法量を示す。 胴張りの形状であ る が、

両端は細 く な り断面はやや偏円形を呈する程 度で あ る 。 a • b 面の調整は あ まりきれいで ない。 C
e には剥離の跡と思われ る ネ ガテ ィ ブの跡がみられ る 。 また、 d 面の中央に径 3. 1mm、 深さ 2. 2mmの孔

が認められ る が人工的では ない。 e 面の長軸にそって研磨に よ ると思われ る 擦痕が見られ る が、 整形

は e 面を除 けば あ まり よ く ない。

孔は両面穿孔であ る が、 a 面開孔部には修正痕が 認められ る 。 a 孔内には確認できないか、 b 孔内

には回転痕がわず かに認められ る 。 a 孔と b 孔の交わりは約 2 度の く い違いを有している 。

No. 3 (第53図）

3 番目に検出されたのものであ る 。 棗状に近い扁平丸玉であ る 。 劣化か比較的少 な く 土の付着は少

ない。 断面は楕円形であ る が 全面がぎれいに整形されている 。 C • f 面に剥離痕と思われ る 窪みが少

し 残存 しているが、 擦痕もほとんど見られず、 他のものと比較すれば 全体に非常に滑らかな面をして

いる。
a · b 穿孔面の調整も大変きれいで あ る 。 穿孔は両面穿孔であ る が、 特にb 面 からの穿孔は修正痕

も見られずきれいで あ る 。 b 孔内には回転痕か認められ る 。 さらに縦の擦痕が a 孔内・ b 孔内に認め

られ る 。 a 孔と b 孔は交点で約10 度傾いている 。

No. 4 (第54図）

4 番目に検出されたものであ る 。 断面は扁円形という よ り隅丸方形に近い。 調整はあ まり滑らかで

は ない。 基本的には長方形の素材の稜を整形 し て丸みをもたせた よ うに見え る 。 剥離の痕跡が見当ら

ず、 整形時の痕跡は e 面に若干見え る 程 度であ る 。

穿孔は両面穿孔であ る 。 開孔部がやや楕円形と な っているのは修正痕と思われ る 。 a 孔内 ・ b 孔内

には回転痕や縦の擦痕が 認められ る 。 a 孔と b 孔とは約5 度の傾斜で交わ る 。

No. 5 (第54図）

完 全 な棗状管玉の形で検出されたが、 検出直後にはとんど崩壊してし まった。 し かし、 一部残存し

た部分を実測する ことができた。 実測図に示すよ うに孔内に土が残っている 。

No. 6 (第54図）

発掘現場では確認する ことができず、 元興寺文化財研究所で処理作業中に検出されたものであ る 。

長さと幅の差は ほとんど無い。 球形で、 まさに丸玉といえ る もので あ る 。 調整はあ まり滑らかでは な

い。 e 面には剥離痕と思われ る 小さ な 窪みが見られ る 。 調整時の研磨痕と思われ る 擦痕は、 長 軸に対

し 平行もし く は約70 度の角 度で若干見られ る 。

穿孔は両面穿孔であ る 。 a 孔内には縦の擦痕が 認められ、 b 孔内には縦の擦痕お よ ぴ回転痕も認め

られ る 。 a 孔と b 孔とは約10 度の く い違いが あ る 。

丸山遺跡の琥珀製 品 に つ いて

丸山遺跡の琥珀は県下では最初の出 土で あ り、 一土壊内から出土したその量においては現在のとこ

ろ 全国でも類例がみられず、 第一級の資料として高 く 評価され る ものであろう。

縄文時代 遺物として発見され る 琥珀は、 劣化しており大変脆いため検出が困 難で あ る 。 本遺跡の琥
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珀も、 もし一個のみであったなら見過ごされた可能性がある。

琥珀(Amber )は、 植物の樹脂が変質して化石化した脆弱な有機物である。 硬 度は 2 - 2. 5  (爪より

く 10円玉より柔らかい） と比較的柔らかく、 比重は 1. 05- 1. 096で軽く海水に浮くものもある。 150℃

らかくなり 300℃ で溶 けて燃え る。 燃焼時や高温を受けると、 樹脂特有の芳香を発する。 色調は黄

色 、 黄褐色、 赤褐色な どで透明から半透明を呈し綺麗である。 中に虫や植物の葉、 果実などの化石を

含むものがあり、 こ れらは虫 入り琥珀などと呼ばれて珍璽されてい る。

丸山遺跡の琥珀も こ うした特徴を有して いると思われるが、 残念ながら劣化が激しく、 琥珀として

の本来の特徴的な色を見る こ とはできない。 しかし、肉 眼では見えにく いが拡大鏡でよく観察すると、

半透明で赤味を帯ぴた飴色を呈して い る部分が確認できる。

丸山遺跡の琥珀の加工には、 どのような工具が使用されたのか現在のと こ ろ分かって いない。 しか

し琥珀は柔らかく脆いため無理な加工 （調整） を行わず、 主として研磨の方法が用い られたと思われ

る。 そのエ具は製品の形状から、 筋のある いわゆる玉磨き砥石等は使用されていなく、 平砥石であっ

たと想定される。 また、 穿孔には、 骨もしくは竹の棒状錐のような工具に、 細砂等の媒材を使用して

穿孔したと考え られるが、 管錐使用の痕跡は本遺跡出土のものには認められなかった。 孔内の 回転痕

は媒材によるものと理解できるe と こ ろが、 縦の擦痕かなぜ残存してい るのかわからない。 錐をぬく

ときある いは孔内修正の際、 または紐を通す時に針などによってつ いたとも られるが、 現段階で

は何とも言えない。

日本列 島にお ける琥珀は、 北海道原田郡周辺• 岩手県久慈市とその周辺• 福島県 いわき市 ・千葉県

銚子市 ・岐阜県瑞浪市等が主な産地としてあげられてい る。 し かし、 縄文時代の琥珀出土地は北海道

を除 けば久慈市周辺と銚子市周辺に集中してい る。

本遺跡に最も近 い琥珀産地である瑞浪市は良好な琥珀産地として知られていたが、 中央高速道路建

設の際コ ンク リ ート吹き付 けかなされ、 現在は実見できない。 また、 縄文時代遺物として近辺の遺跡

から出土したとい う報告例はない。 それは琥珀が当時露出して いなかったか、 または風化のために脆

＜ 砕 けやすくなってい るため、 気付く こ とか容易でなかったためと思われる。 後者であれば今後出土

する可能性は大きいと思われる。

本遺跡に近 い出土琥珀を検索すると、 山梨県大泉村の 甲 ツ原 （かぶつっはら） 遺跡において、 土堀

墓より琥珀製垂玉が出土しており、 時期は縄文時代中期初頭であると い う。 こ のなかに、 No. 3の形に

類似したものが出土してい る。 長野県諏訪湖近辺では数 ケ所の遺跡で、 縄文時代中期の住居跡内より

琥珀製の玉が出土してい る。 岡谷市の梨久保遺跡では、 七堀内より不定形の琥珀製垂玉が出土してい

る。 時期は縄文時代中期初頭から中葉であると いわれてい る。 また、 岐阜県に一番近 い所では、 木曾

郡南木曾町の太田垣外遺跡で、 不定形でやや大きめの琥珀の垂玉が一個出土している。 時期は縄文時

代中期後葉と いわれて い る ，9

富山県の境A遺跡においても、 長 さ 2.5cm、 幅 1. 6cm、 J厚さ 1. 4cmで形は「やや扁平ななつめ形」 と い

われ、 本来は長さ 3cm、 幅 2. 6叩、 厚さ 1. 6cmになるものと報告された琥珀が出土してい る。 包含層出

土で、 時期は縄文時代後 ・晩期でな い かと言われてい るが中期初頭の土器も出土しており丸山遺跡の

琥珀と類似していて興味深い。 石川県真脇遺跡でも琥珀の丸玉が一個出土して いて、 時期は縄文時代

前期末と報告されて い る。 縄文時代 前期末の例では、 千葉県 四街道市木戸先遺跡から、 前期後半の琥
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珀出土が報告されている。 山武考古学研究所の長井正欣氏の ご教示によれば、群馬県松井田町の行田

（おくなだ） 大道北遺跡 では、 住居跡内より棗状管玉の琥珀か一個出土していて 、 縄文時代 前期末の

諸磯 b 式土器が伴出している 。

丸山遺跡の琥珀は、 土壊内に時期が分かる土器を伴っていない。 周辺より出土した土器は縄文時代

前期末から中期初頭のもの であ る C したがって、 縄文時代 前期に属する 真脇遺跡や行田大道北遺跡の

琥珀の類例などから、 縄文時代 前期末から中期初頭の範囲に入る 可能性が高い。 しかし、 形態上 から

行田大道北遺跡出土の棗状管玉に最も類似している 。 この点縄文 前期に属する 可能性がきわめて大き

いと思 われ る 。

当遺跡の琥珀は、 先にも ように一土堀内から出土し としては最多 であり、 他に類例が

られない。 さらに 7 個の琥珀が棗状に 全面加工され連綴の状態 で装飾品 （首飾 り） として使用され

たと実証され る類例は、 当遺跡の琥珀に限らず大変珍しい。 配列は出土状況から考察して、 第54図の

下段図の如く復元され る 。 No. 7 と同時に砕 けてし まったが、 No. l - 6は番号順に検出された。

No. 4 · 6は何らかの理由 で移動したと想定され る 。 玉の配列は、 No. 7 をNo. 6と同 様の丸玉と考え る と

残存量がNo. 6に般も近い。 『丸玉 ・ 棗状管玉 ・ 棗状管玉 ・ 棗状扁平丸玉 ・ 棗状管玉 ・ 棗状管玉 ・ 丸玉』

と 扁平丸玉を中心に左右対称に無理なく 配置され る 。 琥珀がこの時期に、 このような状 態 で利用され

ていたことを示す最初の例 であ る 。 し かも、 産地から遠い飛騨山中 で出土したことの意義は大きい。

また、 そのアンバールートを探 る 上 でも注 H され る べき責厘な資料 であ る 。

産地については、 元典寺文化財研究所およぴ報告 （第5 章） に述べられている ように産地同定は で

きなかっ た。 ちなみに、 他の遺跡の琥珀の産地については、 下記のような報告がなされている 。

甲 ツ原遺跡の琥珀については、 山梨県埋蔵文化財センターの五味信吾 • 野代幸和氏による赤外線吸

収 スペクトル分析による 産地同定が試みられた。 その結果、

断定は できないとされている 。

県いわき産に近いと 言 われながらも

梨久保遺跡の琥珀については、 長野県史によれば 八王子市北浅川 産をあげられている が、

野代幸和氏による と北浅川産の琥珀は諸条件が整っていなく無理 であろうと指摘されてい る 。 吉田格

氏は産状からして北浅川産琥珀は採取されなかっただろうと述べられている 。 その他の遺跡出土の琥

珀も、 粟 島 台遺跡など若干を 除いては 、 現在のところ多くは産地がはっきりしていない。 しかし、 分

析化学が発達すれば 、 いずれ科学的に産地同定がなされ る 時がく ると思われ る 。 その時、 丸 山遺跡出

土琥珀の産地も再び検討され解明され る であろう。

丸山遺跡の発掘調査 ・ 報告書の作成にあた り 、 格別にご指導、 ­

田富士夫先生には特記して感謝の意を表す る 次第 であ る。
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本遺跡から出土した石器は 4421点である。 そのうち遺構内からの出土は 269点、 包含層からの石器の
出土は1600点、 表土など攪乱した場所や 区一括扱いの石器やチップが 2552点である。 包含層 から出土
した石器の器種 別内訳は、 石鏃 213点、 石錐51点、 石匙20点、 両極石器 31点、 ヘ ラ形石器 8点、 削器 33
点、 掻器 20点、 RF46点、 UF55点、 コ ア 9 点、 打製石器 141点、 磨製石器16点、 磨石 108点、 凹石 186点、

石皿 8点、 挟入石器 1点、 石垂 4点、 有溝石製品 1点、 横 刃 型石器 1 点、 フ レ ーク 648点である。 出土
した剥片石器の石材を見るとチャート 481点、 下 呂石 220点、 黒曜石19 3点、 i疑灰岩 362点、 緑色片岩 26
点、 頁岩 6点、 砂岩 4点、 玉 随 4点である。 これらの石器は、 縄文時代早期～中期に製作・使用され
た も のと思われるが、 包含層にお ける層位の違いが確認されにくく、 土器 型式に見合うような詳細な
時期 区分ができなかった。 詳細については、 以下の各器種 において説明する。

石鏃（第55図 1 -28 図版25)
石鏃 は折損した も の も 含め 21 3点である。 石材の内訳はチャート 79点、 下 呂 石 65点、 黒曜石 68点、 頁

岩 l 点である。本遺跡の石鏃 の分類は矢先としての機能する尖頭部と矢柄装済部である基部に着 目 し、
尖頭部と基部との組み合わせで分類した。
尖頭部の分類

1類 先端が鋭角な も の。
2類 先端が鋭角 であり 全体が細長い も の。

3類 先端が鈍角な も の。
4類 先端が小さく尖り側縁部の肩が張った形

状を持つ も の。
5類 先端が丸いカー ブを描く も の。
6類 先端が小さく尖っている も の。

折損部位
a 尖頭部の欠損
b 片方の脚部の欠損

c 脚部のみ残存
d 尖頭部のみ残存
e 尖頭部と脚部の一部欠損

基部の分類
A類 脚部が片方のみか、 極端に片方が短い も の。
B類 基部の 凹状の も の。

C類 基部の 凹状の挟りが浅く不明 瞭な も の。
D類 平 甚鏃 で 基部が直線状になる も の。
E類 円 基鏃 で 甚部が丸みを帯びる も の。
F類 有茎鏃 で 基部に茎を持つ も の。
G類 平 基鏃 に茎を持つ も の。
H類 有茎鏃 に両脚がある も の。

f 基部から胴部の半身欠損
g 両脚を欠損
h 基部を欠損

その他

分類した石鏃 の内訳は、 1 - A類 10点、 1-B類72点、 1- C類 15点、 1 - D類 7 点、 1- E類 7点、 1
- F類 3点、 1 -G類 1 点、 1 -H類 12点、 2 -B類 1点、 2 -H類 2点、 3 - A類 1 点、 3 -B類 5点、 3
- D類 1 点、 4 - A類 2点、 4 - B類 5点、 5 - A類 2点、 5 -B類 1 点、 5 - C類 3点、 5 - D類 1点、 5
- F類 2点、 6 - C類 3点である。 欠損した石鏃 のうち 1類と分かる も のが 24点、 3類は 1 点、 4類 l
点、 5類 1 点、 甚部が確認できた も のでB類は 7 点、 C類は 1 点、 D類は 1 点、 E類 1 点、 H類 1点、
その他石鏃 と思われる も の19点であった。
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1 A類の先端角 は 30' -60゜ であ り 、 その中心と な るものは 30' -40' である。 側縁部の形状について は
直線状に開くものが 4点、 凹 状と なるものが 1点、 凸状に なるものが 4 点(17) である。 17は原みか
7 mmと比較的原い。 側縁部の一辺 は鋸歯状に な り 、 もう一辺 は 凸状に膨らん でいる。 脚部については

片方の内側に二次加工の調 整が見られるが、 もう一方 は脚部として製作されず加工されている。
1-B類の先端角の中心と な るもの は 30' -35' である。 側縁部の形状について は疸線状に開くものが

40点(3. 7.9) 、 凹状と なるものが 10点(4. 6) 、 凸状にな るものが 20点 ( 5. 8) である。 扶入部の深さ は
2 -7 mm ま であ り 、 主と な るのが 3mm (38%) - 4 mm (28%) である。 3 は 先端角が 36'基部は大き な

袂 り を施し開き角 が93゜ である。 側縁部は 直線状を呈している。 4 は 先端角が 32'基部は 「く」の字状の
挟 り か施され開き角が 100゜ である。 側縁部一辺 は 直線状だが、 もう一辺 は 凹状を呈している。 5 は先端

角が 48゜基部は「く」 の字状の袂 り を施し開ぎ角が 125' である。 側縁部は 凹 状を 星している。 6 は 先端
角が 50'基部は「 U 」 の字状の挟 り を施し、 深さは 7 mmあ り 、 開ぎ角が77' である。 側縁部は 凹状を呈し
ている0 7 は 先端角が 48°甚部は 「 U 」 の字状の扶 り を施し、 開き角が 75' である。 厚み は 2mmと比較的
薄い。 側縁部は 直線状を呈している。 8 は 先端角が 53゜基部は「く」 の字状の挟 り を施し、 開き角が99'
である。 側縁部は 凸状 である。 9 は 先端角が 50"基部の袂 り 込みが 6 mmと比較的深く、 開き角が 76゜ であ

る。
1 - C類の先端角 は 34' -58゜ であ り 、 中心と なるの は 35° -45゜ である。 側縁部の形状について は 直線状

に開くものが 6点( 2) 、 凹 状と なるものか l点、 凸状にな るものが 7 点( 1) である。 甚部への扶 り
込みは 1 - 2 mmと浅い。 1の厚さ は 10mmと比較的J享く、 先端角 が 57°基部に は つぷれが見られるが、 開
き角 は 不明瞭 である。 2 は先端角 が 38゜基部にわず かな扶 り が施される。 裏面に素材剥片のネ ガ面を残
している。 厚みは 2mmと比較的薄い。 側縁部は 直線状を呈している。

1- D類の先端角 は 45゜ -55゜が主 である。 側縁部の形状について は 直線状に開くものか 4点(IO) 、 凸
状に なるものが 3点 である。 10は素材剥片のネ ガ面を残し、 側辺部などに粗い調整が施されている。

1 - E類の先端角 は 33° -47゜ である。 側縁部の形状について は 直線状に開くものが 4点、 凸状に な る
ものが 2点(11) である。 11は 全体的に粗い調 整が施されている。

1 - F類は 2点とも 19mmと 22mmの比較的小型の石鏃 である。 12は 先端角が 55゜ である。裏面に素材剥片
を残すが、 側縁部には 鋸歯状と な る剥離を施している。

1 -G類は 13の 1点だ け である。 全体的に粗い調整を施し、 鋸掬状の側縁部は 凸状に膨らん でいる。
1 - H類の側縁部の形状について は 凹 状と なるものが 1点、 凸状に なるものが 10点(14) である。 ま

た、 鋸歯状の側縁部を呈するものが 7 点(15) ある。 14の先端角 は 49゜基部は 8mmと比較的厚みのある
が 全体が丁寧に調整がされている。 15は両面とも素材剥離を残している。 茎部が中心線から は ずれて
作 り 出されている。

2 -B類は 16の 1点 である。 16は先端角が 24'鋸歯状の側縁部は 凸状に膨らん でいる。
2- H類は 3点出土する。 18は側縁部が平行しb半部 で肩がつく凹 尾有茎鏃 である。 丁寧 な 二次加工

が施される。
3 - B類の先端角 は 55° -79゜と広角 であるが 78゜ 前後のものが 3点出土している。 法量は 12-16mm、 重

量はo. 3-o. s g と比較的小さく、 側縁部は 凸状 である。 19は先端角 78'開き角 81°と ほ ぼ同数 で長い脚部
を呈している。 先端部に は衝撃によるつぶれが見られる。

4 -A類の側縁部は上半部に肩を持ち 、 先端角 は 共に 77゜ である。 20は側縁部の一辺が 凹 状、 もう一片

が 凸状を呈している。 基部は大きく扶 り 込み、 片方の脚部は小さく、 他方は 調 整された長い脚部を
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している。
4 -B類の先端角は 58'- 80' と 広角 である。 側縁部は上半部に肩を持ち、 先端が小さ く 突 出した先端

部を呈するものもある(21) 。 21は突出した先端部まで丁寧に二次加工されている。 基部は 「く」 の字

状の扶りを施し、 開き角は 128°である。
5 - A類は基部を調整するが脚部を作 出する意図が不明確である。 25は先端部に衝撃による痕を残

す。
5 -B類は先端が丸いカー プを描き 全体に粗い調整がされている。 23は貝殻状剥片を使用し二次加工

が施されている。
5 - c類は 22の 1点である。 裏面に 貝殻状剥片の面を残し周辺部に二次加工が施されている。
5 - D類は 24の 1点である。 丸い先端部に凸状の側縁部を星する。 基部も調整されるが扶りはない。
6 - B類は先端部に 突出した尖頭部をもつもので先端角は 35°- 73゜ と 幅が広い。 26は側縁部が 直線状

を呈し、 基部は 円形に扶 り込 まれている。 27は著しく突出した尖頭部をもち、 側縁部が 凸状を
基部は円形に扶り込 まれている。

28は尖頭部が折損し、 鋸歯状になった側縁部は 凹状を呈している。 全体に丁寧な二次加工が施され
ている。
石錐（第56図 29-33 図版25)

石錐は折損したものも含め 51点である。 石材の内訳はチャート 33点、 下 呂石 12点、 黒曜石 4 点、 頁
2 点である。 本遺跡の石錐は形状 と 錐部の組み合わせ で分類した。
1類 長い棒状の形状であり、 甚部と 錐部の 区別がはっきりしないもの。

I -A 錐部が両端にあるもの。
1-B 錐部が一端にあるもの。

2類 剥片の一端を尖らせて錐部を作 り、 つ まみ状の基部を持つもの,,
2 - A  長い錐部を持つもの。
2 -B 短い錐部をもつもの。

3類 錐部と 基部と の 区別がはっきりしないもの。
素材を大き く 変え る こ と な く 、 多様な形態を と り錐部が短い。

29は 1 - A類に属し両 面調整を施している。 錐部 と なる両端には使用によるつぶれがある。 30は 1 -B
類に属し両面調整を施す。 また、 側辺上半部にわずかなつぶれがある。 錐部の先端角は 80'であり、 使
用による磨耗がある。 31は 2 - A類に属し、 錐部は両面調整されている。 錐部の断面は菱形であり、 両
縁辺部につぶれがある。 32は 2 - B類に属し、 貝 殻状剥片を素材 と して側縁部に調整を施している。 錐
部 と 基部に僅かに角 度を変え 区分化をしている。 33は 3類に属する。 素材剥片の形状をあ まり変え ず
錐部に調整を施す。 錐部の側辺部につぶれが見られ、 先端に僅かな磨耗が確認 できる。
両極石器（第56図 34- 38 図版25)

両極に剥離痕を持つ石器や ピエ ス ・ エ スキ ーユ と 思われる石器が 31点出土している。 石材の内訳は
チャート 13点、 下 呂 石 16点、 黒曜石 2 点である。 向かい合う二辺ないし、 四辺の側辺部に剥離痕やつ
ぶれが認められる石器を下記のように分類した。
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l 類 縦長 で縦に 1 対の剥離痕がみ られるもの。

2類 l 類以外 で、 1 対の剥離痕がみ られるもの。

3類 2 対以上の複合的な剥離痕がみ られるもの。
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34は 1類に属する。 自然面が残る剥片を使用し上下端部につ ぶれが入る。 35は 1類に属し、 上下端

部につ ぶれ と 衝撃時に できた と 思われる剥離痕が縦に発達している。 36は 2類に属し、 上下端部 と 裏

面右側辺部につぶれ と 剥離痕が入る。 37は 2類に属する。 貝 殻状剥片の素材を使用し、 衝撃による剥

離痕が入る。 38は 3類に属する。 打痕が残りパルプの発達した貝 殻状剥片を使用している。 素材の側

辺部全体に使用時のつぶれが状の剥離が入る。

扶入石器 （第56図 39 図版25)

袂入 （ ノ ッ チ） 状の加工を施すものを扶入石器 と した。 39は剥片素材を用いて側辺部を調整し、 厚

みのある上半部の両側から ノ ッ チ状の調整を入れ刃部を作出しているS

石匙 （第56図 40- 43 図版25)

石匙は折損したものも含め 20点出土した。 石材の内訳はチャー ト 15点、 下 呂 石 3 点、 黒曜石 1

頁岩 l 点 である。 本遺跡の石匙は、 つ まみ部分 （茎部） と 刃部の位箇関係 で分 け、 さ ら に二次加工の

あり方 で細分した。

l類 つ まみを上に謹いた時、 刃部が左右の側縁にあるもの。

2類 つ まみを上に置いた時、 刃部が向かい側にあるもの。

2 - A  刃部が片面にあるもの。

2 -B 刃部が両面にあるもの。

縦型石匙は 8点出土した。 40は 1類に属し、 縦長剥片を素材 と している。 剥離は茎部 と表面両側辺

部と 裏面左側辺部に調整を施している。 41は 1類に属し、 縦長剥片を素材 と している。 剥離は茎部に

ノ ッ チ状の調整を加え 、 さ らに両側辺部か ら 下端 ま で調整を施している。 横 型石匙は 12点が出土し

42は 2 - B類に属し、 横長剥片を素材 と している。 刃部は 鋸歯状 と なる下端部が主 である。 両側辺部に

も粗い剥離を作出している。 43は 2 - Bに属し、 横長剥片を素材 と し二次調整によってバルプの厚み削

剥している。

ヘ ラ 形石器 （第57図 44-46 図版26)

形石器 は 8点出士した。 石 材の内訳 はチャート 6点、 下 呂石 l 点、 黒曜石 l 点 である。 本遺跡

のヘ ラ形石器 は、 剥片の両側を折り取り、 その部分に挟 まれた一端に刃部を持つ石器をいう。 刃部の

作出方法によって、 2つに分類した。

1類 剥離した時の鋭利な刃部を利用しているもの。

2類 刃部に剥離を加えたもの。

1類は 2点出土した。 44は 貝 殻状剥片のバルプの部分 で構成され、 表面左側辺上部につぶれ状の剥

離 と 下端の刃部に刃 こ しまれが認め られる。 45は 貝 殻状剥片を素材 と しており、 刃部に は 細かい刃 こ ぱ

れが認め られる。 2類は 6 点出土し、 46は 2類に属し、 刃部の両面には 剥離か施され、 わ ず かなつぶ
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れがみ ら れ る 。 裏面左側辺部 よ り 力 が加 わ り 粗い剥離 を 呈す る 。

削器 （第57図47-49 図版26)

削器は 33点出土 し た 。 石材の 内 訳 は チ ャ ー ト 18点、 下 呂石 9 点、 黒 曜石 4 点 、 頁 岩 1 点 、 玄武岩 1

点 であ る 。 本遺跡の削器 は 、 剥片の縁辺部 に 連続的な調整に よ っ て 刃 部 を 作出 し た も の であ り 、 そ の

作出方法に よ っ て下記の よ う に 分類 し た。

1類 片 面加工に よ り 刃 部 を 作出 し た も の。

2類 片 面加工に よ り 作出 し た 刃 部 と 、 両面加工に よ り 作出 し た 刃 部 を 合わせ持つ も の。

3類 両 面加工に よ り 刃 部 を 作出 し た も の。

1類は14点であ り 、 47は 1類に 属す る 。 横長剥 片 を 素材 と し 、 腹面下端部に
が
「寧な剥離が調整 さ れ

る 。 剥 片 に バルバー ス カ ー が残 る 。 48 は 2類に属す る 。 横長剥 片 を 素材 と し 腹面左側縁部 と 下端部に

剥離が施 さ れ る 。 特に 腹面左の先端部 に は 表裏 と も 細か な剥離 を 作出す る 。 49は 3類に 属 し 下端部に

両 面加Tを 施す。 腹部右側縁部に は 袂 り を 入れて い る 。

有溝石製品 （第57図50 図版26)

1 点のみの出土で、 石材は凝灰岩であ る 。 断面は三角 形 と な り 、 衷面 と な る 一面 は 偏平 を 呈 し て い

る 。 石器上半部に は 、 幅 1 - 2 mm ほ どの溝状の 凹 が横走 し 、 そ の線 を 挟 ん で平行に 上下 に 1 本 ず つの

細 い 線がわ ず か に 入 る 。

掻器 （ 第57図51-54 図版26)

掻器は20点出土 し た 。 石材の 内訳は チ ャ ー ト 11点、 下 呂石 8 点、 黒 曜石 l 点であ る 。 剥片の縁辺 に

急角 度 な 調整 を 加 え 刃 部 と し た 石器 を 掻器 と し た。 刃部の位置 と 数に よ り 下記の よ う に 分類 し た 。

1類 縦長剥片 を 用 い そ の側 辺 と 末端が刃 部 と な る も の。

2類 素材の長軸先端部 に 刃 郎 を 作出 し た も の。

3類 素材の三側辺が刃部 と な る も の。

4類 剥 片の素材全周 か刃 部 と な る も の。

l類は 6 点、 2類 9 点、 3類 2 点、 4類 3 点が出土 し て い る 。 51は 4類に 属 し 台 形 を 呈 し て い る 。

そ れ ぞれの 4 側 辺の 片 面 に 調整 を 施 し て い る 。 52は 2類に 属 し 、 下端部に 刃 部 を 作出 し て い る 。 53は

1類に 属 し て い る 。 剥 片素材の形状 を 用 い 表面右側辺部 と 裏面左側辺下部に 調 整 を 施 し 刃 部 を 作出 し

て い る 。 54は 3類に 属 し 、 自 然面 を 持つ表面の 3 側辺 と 裏面の左側 辺部 に 刃 部 を 作出 し て い る 。

U F  ( 第57図55-56 第58図57-58 図版26)

UF は55点出上 し た。 石材の 内 訳 は チ ャ ー ト 38点、 下 呂 石12点 、 黒 曜石 4 点、 貞 岩 1 点であ る 。 剥

片の側辺部に不規則 な剥離痕が認め ら れ る 石器 を UF と し た 。 55は 縦長剥片 を の素材 と し 、 左側辺部

か ら 先端部に か け て微細 な剥離痕が認め ら れ る 。 56は 背面右側縁部 に 刃 こ ぼれ状の細か い 剥離がみ ら

れ る 。 57は 横長剥片 を 素材 と し 下端部の表裏に 剥離痕が見 ら れ る 。 表 面 に バルバー ス カ ーが残 る 。 58

は縦長剥片 を 素材 と し 、 そ の背面左側 辺部 に 微細 な剥離がみ ら れ る 。
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RF (第58図 59-62 図版26)
RF は 46点出土した。 石材の内 訳はチャート 28点、 下 呂石10点、 黒曜石 8点であ る。 剥片の側辺部に

連続した剥離痕を施した石器を RF とした。 59は縦長剥片をの素材とするか 、 左側辺部は大ぎ く 剥離

され右側辺部の表裏に連続的な剥離痕を作出している。 60は縦長剥片を素材としている。 左側辺部か

ら先端部にか けて連続剥離がみられる。 61は 貝殻状剥片の表面下端部に剥 離を作出する。 62は縦長剥

片を素材として表面右側辺部に剥離を作出する。

コ ア （第58図 63 図版26)

RF は 9点出土した。 石材の内訳はチャート 1 点、 下 呂石 2点、 黒曜石 6 点 で あ る。 63は黒曜石を素

材として作業面が 全周している。

横刃 型石器 （第58図 64 図版27)

1点のみ出土で片岩の横長剥片を索材とし 、 裏面より基部や刃部を作出している。 刃部右半分は裏

面からの衝撃で折れ、 左半分は連続した剥離を作出している。 刃 角 は 19゜ - 25゜を呈しているか、裏面の

剥離は刃 こ ぼれであ る。

石垂 （第58図 65. 66 図版27 )

礫石垂か 4点出土した。 石材の内訳は凝灰岩 2 点 、 泥石 1 点、砂石 l点であ る。 礫石錐の重量は 18.

9�4 7. 1 g で あ る。 65の重贔は47. 1 g で、 石錐の上下端部を打ち欠き紐掛 け部を作出する。 上端部の幅

外は 7. 4mm、 下端部は9. 5mmで あ る。 66の重量は1s _ 9g で石錐の上下端部を打ち欠き紐掛 け部を作出す

る。 上端部の幅外は9. 6mm、 下端部は 10. 9mmで ある。

打製石斧 （第59図 67- 78 図版26)

打製石斧は141点出土した。 石材の内訳は凝灰岩no点(78% )、 緑色片岩26点(18% )、 砂岩 4 点、

粘板岩 1点で ある。 打製石斧は平面と断面の形状から下記のよ う に分類した。
平面形態

l類 胴部が ほぼ平行な短冊形とよばれるもの。

2類 胴部がくびれる分銅形とよばれるもの。

3類 基部に向かいやや収束するパチ形とよばれるもの。

断面形態

A類 片刃のもの。

B類 両刃のもの。

折損部位

a 刃部を 欠 く 。 b 基部を欠く。 C 基部の一部を欠く。 d 両端を欠き胴部のみ e 破片。

分類できたのは I- A類は 4 点、 1 -B類は 5 点、 2 - A類は 7 点、 2 -B類は 32点、 3 ゴA類は 13点、

3-B類は 16点の合計 77点であ っ た。 背面 （表面） に 自然石を残すものは 120点(85% )が存在した。

67は 1 - A類に属する。 甚部には柄の装着用と思われる剥離痕が残り、両側辺部にはつぶれ状の敲打痕
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がある。 刃部は素材の表面の緩やかなカー プ を利用している。 68は 基部中央で折れ、 2 つは少し離れ

て出土した。 1- B類に属し、 基部に左側辺部に剥離痕 を 残す。 69は 2 - B類に属し、 腹面右側辺部よ

り横長剥片 と して作出した打痕が残る。 形状は横長楕円状 と なる。 70は 2 - B類に属する。 腹 面右側辺

部より横長剥片 と して作出し、 側辺部全体に二次加工を 施し形状 を 整え ている。 71は 3-- B類に属し僅

かに 自然面 を残す。 基部には柄装着のための剥離痕が残る。 72は 1 - A類に属し、 両面に 自然面 を有す

る板状の素材 を 加工し、 刃部は 自然面 を 利用している。 73は 3 - B類に属する。 背面に両側辺部からの

剥離痕が残る。 74は 2 - B類に属し覆面の左側辺部から横長剥片 と して作出し二次加工によって形状か

整え られている。 75は 2 - B類に属し、 両面 と も剥離面で覆われ基部の両側辺部に剥離痕が残る。 76は

2 - B類に属し、 背面に両側辺部からの剥離痕が残る。 77は 2 - A類に属し基端部を折損する。 78は 3

A類に属し右下端部より打撃 を 与え 背面刃部を形成しているが、 その面に縦位の擦痕 を 残している。

磨製石斧（第59図79-81 第60図 82-84 図版27)

磨製石斧は折損したもの を 含 め 16点出土し、 その う ち分割されたもの を 接合する と 12本の磨製石斧

が出土した こ と になる。 石材の内訳は蛇紋岩 7点 、 片岩 4点、 砂岩 1点であ る。 砂岩の石斧は破片 4

点 が接合可能 と なった。 磨製石斧の形状から下記のよ う に分類した。

1類 石斧の長さ が 10cm以上のもの。

I - A  頭部に丸みがあるもの。

1- B 頭部に角 があるもの。

2類 石斧の長さが 10cm未満のもの。

2 - A  頭部に丸みがあるもの。

2 - B  頭部に角 があ るもの。

折損部位
a 刃部を 欠 く 。 b 基部を 欠く。 C 甚部の一部を 欠く。 d 両端 を 欠き胴部のみ e 破片。

刃部の形状で弧 を 描く丸刃 のものは 5 点、 縁部から刃部に移る と き角 を もち平らな乎刃 が 1点で

あった。 79の刃部先端は衝撃により破損するが、 刃部は両刃 を 呈する。 断面は隅丸方形 を 呈する定角

式の範疇に含 まれる。 左上がりに傾斜する研磨痕かみられる。 80の断面は隅丸方形 を 呈し、 刃部は折

損する。 全面に縦方向の研磨痕がみられる。 81は刃部と 基端部を 欠 損する。 表面は平らな面 を 持ち裏

面は緩やかな弧 を描 く 。 82は第 3号住居跡 と その付近 から出土した。 表面左側辺部に打痕が残り、 基

部が折損した と みられる。 石斧は 5 個 以上の破片に分かれ、 4点が接合可能 と なり ほ ぼ原 型 を 取 り戻

した。 断面は隅丸方形 を 呈し、 刃角は75'刃部は弧 を 描く両刃 である。 また、 左上がりに傾斜する研磨

痕がみられる。 83の刃角 は 63°刃部は弧 を 描 く 両 刃 である。 表面は緩やかな膨らみ を 持ち裏面 は 凹状 を

る。 研磨痕は 全体に左上がりに傾斜する。 84は 刃 角 が51'一部を 欠損するが、 丸刃の両面加工を 施

す刃部を 呈する。 研磨痕は 全体に左上がりに傾斜する。

磨石 ・ 凹石（第60図 85-91 第61図92-99 図版27- 28)

磨石が 108点、 凹石が 186点出土した。 磨石・凹石 を 平面 と 断面の形状から下記のよ う に分類した。
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平面形態
l 類 円形のもの。
2類 楕円形のもの。
3類 方形のもの。

第 7節 遺物包含層出上の石器 105 

断面形態(1 - 3類は断面を細分した。 ）
A類 円形のもの。
B類 楕 円形のもの。
C類 凸レン ズ状のもの。
D類 方形のもの。

4 類 角柱状な どの 自 然礫を用い断面が多角形（いわゆる特殊磨石）
使用による凹みの形状は、 ア ・ 細かい敲打痕が集中しているもの、 イ ・ 揺り鉢状に凹みが できてい

るもの、 ウ ・右上か りの 凹みを有するものとして分 けた。 分類により、 1 -B類は23点(7. 8% )、 2 -B 
類は191点(65%) 、 2 - D類は 3 点、 3 - D類は 1 点、 4類は 1 点、 欠 損しているが、 2類と分かるも
の 49点(17% ) であっ た。 85は 2 - B類に属する。 表面に擦り面を持ち、 揺り鉢状と右上か り状に広か
る凹みを有する。 86は 2 - B類に属する。 表裏に擦り面を持ち、 揺り鉢状の凹みが繋が っ ている。 87は
1 -Bに属し表裏に擦り面を持ち揺り鉢状の凹みを呈する。 88は 1 -B類に属する。 表裏に擦り面を持
ち、 表面に 1 つ裏面に 2つ播り鉢状の凹みを有する。 89は 2 -B類に属する。 上部にアバタ状敲打痕が
認められる。 また、 凹みが表面に 2つ、 裏面に 3つ有する。 90は 2 - A類に属し断面が 円形を呈する。
1 面だ け僅かに平面を作出している。 91は 1 B類に属する。表面に擦 り面と揺り鉢状の凹みを有する。
92は 2 -B類に属し、 表面には中央を境に 2面と裏面に 1 面の擦り面を有する。 凹みは表裏側面とも多

数の凹みが繋が り、 使用する頻 度の高さをあらわしている。 93は 2類に属する。 全体に擦られている
が左側辺部は偏平気味に擦り減 っ ている。 94は 2 --B類に属する。 表裏と側辺部に擦り痕を残し揺り鉢
状の凹みを有する。 95は 4類に属し、 3つに割れ 2 点が出上した。 1 点は SK 3より、 もう 1 点は 2Qm
程離れた地点(I -15区） より出七した。 断面は三角形の頂点を平らにした形状 で、 擦り面を 4面有す
る特殊磨石 である。 96は 2 -B類に属 し 、 表裏と側辺部に擦り面を有する。 表面に 3つ、 裏面に 2つの
揺り鉢状の凹みを有し、 側辺部はアバタ状の凹 凸か観察される。 97は 2 - B類に属し長楕円礫を素材と
している。 擦 っ た一面か偏平状を呈している。 98は 2 -B類に属し、 熱による一部変色が見られる。 表

と側辺部に擦り面を持ち、 表面に揺り鉢状の 2 つの凹みと裏面にはアバタ状の凹 凸が観察される。
99は 2 -B類に属し、 焼土より出土した。表面に 1 つ裏面に 2 つの揺り鉢状の凹みと両側面に 2 つ ずつ
の凹みを有する。

石皿（第62図100-105 図版28-29)

石皿は 8点出土した。 石材の内訳は全て凝灰岩 である。 1 00は表面と裏面の凹面に擦痕がみられる。
1 01の石皿の多くは欠損している。 皿部は U字状に凹みを呈し、 滑らかな表面を有する。 裏面はやや膨
らみ、 側辺部の表面は凹 凸を呈している。 1 02は表面の縁部は 馬蹄形を呈し、 かき出し部を持つ。 皿部
外側にアバタ状の敲打痕がみられ、 中央部分に滑らかな擦痕が残る。 裏面はわず かな膨らみを呈して
いる。 103の形状は五角形 である。 表面に敲打痕が残るが全体を皿部とし、 中央に向 かいわず かな凹み
を呈する。 裏面は中央に高い膨らみを持ち、 一部に擦痕がある。 1 04は円形の石皿 である。 表面の縁部
は 馬蹄形の膨らみを持ち、 下部にかき出し部を呈するO fill部は U 字状を呈 し 、 表面は滑らか である。
右側縁部を欠損し衷面は緩やかな凸状の カ ー プを里する。 1 05は SK30より出土し、表裏に皿部を施す。
表面の皿部は敲打痕と中央部分の滑らかな擦痕を持ちかき出し部に繋がる。 裏面の縁部は際だ っ た膨
らみを持たず、 皿部中央にわず かな凹みを呈する。 （上出巳吉）
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第 8 節 弥生土器 そ の他

弥生土器 （ 第 63図 1 - 1 3 図版24)

1 は受け口状を呈する甕の口縁部片。 端部には平坦面を有し、 下端に は棒状工具による刺 突文が施

文される。 口縁外面には 半載竹管による刺 突文が認められる。 わずかに残存する頸部に は 櫛描簾状文

が 認められる。 2 は 1 同様、 受け口状の甕の口縁部片。 端部に は平坦面はなく、 外面のみ剌 突文が認

められる。 3 は 甕の頸部片で櫛描簾状文が認められる。 簾状文は、 等間隔止めである。 2 点 は 簾状文

下に振幅の短い波状文がわずかに残る。 4 · 5 · 6 · 7 · 8 · 1 0は 櫛描きによる横線文を有す甕頸部

の破片資料。 ただし横線文は間隔に粗密のある多連止め簾状文の可能性も否定できない。 横 線文の上
下には 細片のため 1 部のみにしか波状文は確認できない。 9、 1 1の 2 点 は横位の櫛描波状文を有す甕

の胴部片。 刷毛整形の後、 波状文を施文している。 波状文のは 5 本 1 組の単位で施文されている。 1 2·

1 3は底部。 2点ともやや底部が突出気味である。 1 2の外面には刷毛目、 1 3の底部外面には木葉痕が認

められる。

波状文 ・ 簾状文から本資料が中部高地に系譜をもつ弥生上器 である こ と は 明らかである。 中部高地

の弥生土器と比較すると次の点か指摘できる。

①簾状文に等間隔止めが認められ、 口縁部が受け口状になる形態は 中部高地の弥生中期（栗林式） に

認められる特徴である。

②波状文及び等間隔止めに はならない甕頸部片資料など は弥生後期の特徴として指摘でぎる。

③胎土は 中部高地のものとは 全く異なり褐色を呈し、 調整も ミ ガキが認められず中部高地と は相違す

る特徴が認められる。

④受け口状の口縁端部下端に刺 突を施す例は 中部高地では 認められず、 むしろ東海地方の貝田町式に

類似する可能性がある。

以上の観点から推測すると本資料の時期は弥生中期末～弥生後期初頭の百瀬式に類似する資料と考

え られるが、 その一方では 中部高地と は異なる特徴が認められどのよ う な系譜をもつものなのか検討

する必要がある。 現段階では 資料が少なくその判断 は不可能だが、 資料の増加によって中部高地と飛

騨との繋が りが解明される ことが期待される。 （藤田英博）

中 ・ 近世遺物 （第 63図 1 4- 1 8 図版24)

1 4- 1 6は灰釉陶器底部。 高台の形 態から光ケ丘段階から大原段階 までが想定できる。 日 縁部破片も

1 0数点出土している。 1 7は鎌倉時代末の灰釉小壷。 1 8は鎌倉時代初期のものとされる。
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第 5 章 自 然科学的分析

第1節 丸山遺跡出土琥珀分析報告

（財）元輿寺文化財研究所 植田虹見

分析の概要

1 .  分析目的
丸山遺跡出土琥珀製品 が、 琥珀であるかどうかの確認と、 産地同定を行う。

2. 使用機器 ・原理

・ フ ー リ エ変換型赤外分光光 度形(FT-I R) (日本電子掬製 JI R- 6000)

• 赤外線を試料に照射することにより得られる、 分子の構造に応 じ た 固有の周波数の吸収を解析し

化合物の種類を同定する 。

3 分析方法・条件

· KBr 錠剤法 ＊

( * KBr (臭化 カ ル シ ウ ム） 錠剤法 試料を KBr と混合、 圧縮し錠剤を作成して行う分析法）

• 分解能 4cm= 1、 検 出器 TGS 

分析結果

肉 眼による観察では、 全体的にどの部分も劣化しているが、 その中でも特に劣化の顕著な部分とそ

うでない部分について FT-I R による分析を行った。 その結果琥珀であることは確認できたが、 産地

同定に有効な 1800- 800cm = 1付近の吸収がかなり幅広く、 顕著な ピークが見られず、 両者は ほ ぼ同 様な

ピークが見られた ( 1、 2 ) 。 こ れは、 肉 眼観察と同様に、 丸山遺跡出土琥珀が 全体にかな り劣化が激

しいことを示している。 出土琥珀は、 劣化してない部分の赤外吸収スペクト ルが得られればその産地

同定 は可能である 。 しかし、 劣化が激しいと、 全体的に吸収は プロ ー ド にな り特徴的なピーク が消失

し、 新たに異なった位置に ピーク が表れることがある。 そのため、 産地の判明している琥珀から得ら

れた ピークとの比較が困難になる。

そこで、 劣化部がより溶剤に溶 けやすいとの推定より溶剤不溶部の FT-I R 分析を行った。 ( 3 ) 。

その結果図1、 2とは若干異なった ピーク が得られた。 しかし、 この結果も産地の判明している 標準

試料と は 完 全に一致しなかった。 これは、 この琥珀がかなり劣化 が激しく構成成分のほとんどが変化

しているためか標準とする主要な産地以外の少量産出地の琥珀であるか現在のところ確認は 困難であ

る。 日本でも FT-I R 以外の分析法も行われているがその方法での産地の同定は 今のところ出 来てい
ない。 劣化した琥珀の FT--I R 分析での同定 は 困難であることより、 今後は FT-I R 以外の分析を

試みることが必要であると考え る。

く参考文献〉
室賀照子 1976 「赤外吸収スペク ト ルに よ る琥珀の産地分析」 「考古学と 自 然科学 9 j 
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第 2 節 丸山遺跡か ら 出土 し た 土堀に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源化学科 中野益男

株ズコー シャ総合科学研究所 中野寛子、 長田正宏

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、 核酸、 糖質 （炭水化物） お よ ぴ脂質（脂肪 ．

油脂） がある。 これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、 圧力、 水分などの物理的作用を

けて崩壊してゆく だ けでなく、上の中に棲んでいる微生物に よ る生物的作用に よ っても分解してゆく。

これ まで生体成分を構成している有機質が完 全な状態で遺存するの は、 地下水位の高い低地遺跡、 泥

炭遺跡、 貝 塚などごく限られた場所にすぎないと られてきた。

最近、 ド イツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと(!)、古代遺跡から出土した約 2 千 年前

のト ウ モ ロコ シ種 子(2)、 約 5 千年前のハーゼルナ ッ ツ 種 子叫こ 残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態

に保持されていることがわかった。 この よ うに脂肪は 微量ながら比較的安定した状態で千年・ 万 年と

いう長い年月 を経過しても変化しないで遺存することが判明した丸

脂質は有機溶媒に溶 けて、 水に溶 けない成分を指している。 脂質はさらに構造的な違いに よ って誘

導脂質、 単純脂質およ ぴ複合脂質に大別される。 これらの脂質を構成している主要なク ラ ス（種 ） が

脂肪酸であり、 その種類、 含量ともに脂質中では最も多い。 その脂肪酸に は 炭索の鎖が まっす ぐに延

びた飽和型と鎖の途中に二璽結合をもつ不飽和 型がある。 動物は 炭素数の多い飽和型の脂肪酸、 植物

は 不飽和型の脂肪酸を多く持つという よ うに、動植物 は 種 ごとに固有の脂肪酸を持っている。 ステロ

ルについても、 動物性のものは コレ ステロール、 植物性のもの は シ ト ステロ ール、 微生物 は エ ル ゴ ス

テロールという よ うに動植物に固有の特徴がある。 従って、 出 土遺物の脂質の種類お よ びそれらを構

成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することに よ って、 目に見え る形では遺存しない

原始古代の動植物を判定することが可能となる。

この よ う な出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。 この 「残

存脂肪分析法」を用いて丸山遺跡から出土した土城の性格を解明し よ う とし

1 .  土壌試料

岐阜県大野郡丹生川 村に所在する丸山遺跡はおよ そ縄文時代中期初頭のものと推定されている。 こ

の遺跡の土壌 SK-22内外から土壌試料を採取し分析した。 試料No. 1 を土堀の底部中央部、 No. 2 を土墟

の外で数 m 離れた地点から、 それぞれ採取した。

2 .  残存脂肪の抽出
土壌試料 743と939釦こ 3 倍量のクロロホルムー メ タノール( 2 : 1 )混液を加 え、 超音波浴槽中で

30分間処理し残存脂肪を抽出した。 処理液を濾過後、 残i査に再 度クロロホルムー メ タノール混液を加

え、 再び30分間超音波処理をする。 この操作をさらに 2 回繰り返して残存脂肪を抽出した。 得られた

全抽出溶媒に 1 %塩化バリ ウ ムを 全抽出溶媒の 4 分の 1 容量加 え 、 クロロホルム層と水層に分配し、

下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。
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残存脂肪の 抽出量を第 8表に 示 第 8 表 土壌試料の残存脂肪抽出量

す。 抽出率は試料No. I が 0.0029%、 試料No. 試 料 名 湿重醤 ( g ) 全脂質 (mg) 抽出率（％）

No. 2 が 0. 0019%、 平 均 0. 0024% で

あった。 この値は 全国各地の遺跡か

1 SK-22 底部中央部 742 . 9  
2 II 周 辺 部 938 . 9  

21 . 5  
1 8 . 3  

0 . 0029 
0 . 0019 

ら出土した土壌、 石器、 土器等の試料の平均抽出率o . 001 0� 0. 01 00%の範囲内のものではあるか、 低

めであった。 しかし、 土壊内外の残存脂肪の抽出率を比較すると土堀試料No. 1 の方が、 土堀外の試料

No. 2 よりも若干高かった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマ ト グラフ ィ ー で分析した結果、 脂肪 は 単純脂質で構成されていた。 こ

のうち遊離脂肪酸が最も多く、 次いで グリセロールと脂肪酸の結合した ト リ ア シ ル グ リ セロ ール （ ト

リ グリセ リ ド ）、 ステロールエ ステル、 ステロールの順に多く、 微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3 .  残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸と ト リア シ ル グリセロールに 5 % メ タ ノ ール性塩酸を加え、1 25℃ 封

管中で 2 時間分解し、 メ タ ノ ール分解によって生成した脂肪酸 メ チルエ ステルを含む画分をクロロホ

ルムで分離し、 さらに ジア ゾ メタンで遊離脂肪酸を完 全に メ チルエ ステル化してから、 ヘ キサン ー エ

ルエーテルー酢酸(80 : 30 : 1 ) または ヘ キサン ーエ ーテル(85 : 1 5) を展開溶媒とするケイ酸薄

層クロマ ト グラフ ィ ーで精製後、 ガ スクロマ ト グラフ ィ ーで分析した(5)

残存脂肪の脂肪酸組成を第9表に示す。 残存脂肪から 8種類の脂肪酸を検出した。 このうちパル ミ

チン酸(C1 6  : 0 ) 、 ステアリン酸(C1 8  : 0 ) 、 オ レ イン酸(Cl8 : 1 ) 、 リ ノ ール酸(C1 8  : 2 ) 、

ア ラ キ ジン酸(C20 : 0 ) 、 ベヘン 酸 ( C22 : 0 ) 、 リ グ ノ セリン酸(C 24 : O) の 7 種類の脂肪酸を

ガスクロマ ト グラフ ィ ー 一質量分析により同定し

試料中の脂肪酸組成パタ ーンを見ると、 2 試料が は ぼ同一の組成パターンを示していた。 このうち

炭素数1 8までの中級脂肪酸は、 主要な脂肪酸がパル ミ チン酸で、 次いでステア リ ン 酸、 オ レ イン酸の

順に多 かった。 一般に考古遺物には パル ミ チン酸が多く含 まれて

いる。 これは 長い年月 の間に オ レ イン酸、 リ ノ ール酸といった不

飽和脂肪酸の一部が分解し、 パル ミ チン酸を生成するためで、

として植物遺体の土壌化に伴う腐植物 から 来ていると推定され

る。 ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布して

いる。 オ レ イン酸の分布割合の 高いものとしては 、 動物性脂肪と

.
,
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植物性脂肪の両方が考え られ、 植物性脂肪 は特に根、 茎、

V -

多く分布するが、 動物性脂肪の方が分布割合は 高い。 リ ノ ー ル酸 ホ

として植麟子 ・ 葉に多く分布する。 悶 〗
一方、 高等動物、 特に高等動物の臓器、 脳 、 神経組織、 血液、

胎盤に特徴的にみられる炭素数 20以上のア ラ キ ジン酸、 ベヘ ン 酸、

リ グ ノ セ リ ン酸などの高級脂肪酸はそれら 3つの合計含有率が試

料No. 1 で約 37%、 No疇 2 で約 31 % であった。 通常の遺跡出土上壌中

でのア ラ キ ジ ン 酸、 ベヘン酸、 リ グ ノ セ リ ン 酸の高級脂肪酸 3つ

No. l 

• • • • I 
No. 2 

I I • • - •  
0． ． � ． ． 内． ． 0． ． 0 ． ． N ． ． 0  ． 奮
oo- oo- oo....., N o cN ゞ

N
N 苫

u u u u u u u  

ス オ リ ア ベ ド リ
ナ レ ノ フ コ グ

へ サ ノア イ 1 キ ジ セリ ジ ン エ リン ン ル ン ン ン
酸 酸 酸 酸 酸 酸 酸

脂 ル
は ミ
の チ

¢ 酸
第 9 表 試料中 に残存 す る 脂肪の

脂肪酸組成
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の合計含有率は約4 -10%であ る から、 2試料中での高級脂肪酸含有量は多 かった。 高級脂肪酸含有

量が多い場合としては、 試料中に高等動物の血液、 脳、 神経組織、 臓器等の特殊な部分が含 まれてい

る 場合と、 植物の種 子 ・ 葉などの植物体の表面を覆う ワ ック スの構成分が含 まれている 場合とがあ る 。

高級脂肪酸が動物、 植物のどちらに由来する かはコレ ステロールの分布割合によって決め る ことがで

き る 。 概して、 動物に由来する 場合は コレ ステロ ール含有量が多 く 、 植物に由来する 場合は コレ ス テ

ロ ール含有量が少ない。

第 5130 

ン酸が主要な脂肪酸として含 まれており、 高級脂肪酸も多い以上、 丸山遺跡の試料中には パル ミ

ことがわかった。

4 .  残存脂肪のス テ ロ ー ル組成

を展開溶媒とする ケイ 酸ルをヘ キサンーエ チルエーテルー酢酸 ( 80 : 30 : 1 )  

ピリ ジン一無 水酢酸( 1 : 1 )  

残存脂肪のステロ

を窒素気流下で反応させて薄層クロマト グラフィ ー で分離 ・ 精製後、

ガスクロマト グられた誘導体をもう一 度同 じ展開溶媒で精製してから、アセテート誘導体にする。

ル組成を第10表に示す。 残存脂肪から 21- 25種類により分析した。 残存脂肪の主なステロラフィ

の ステロ

ステロ

カンペエ ル ゴステロール、コレ ステロール、このうちコプロ スタノール、ルを検出し

ルなど 8種類の ステロールをガスクロマト グ ラ フ ィ

一質量分析により同定した。

試料中のス テロール組成をみ る と、 動物由来のコレ ステロール は試料No.l に約 6 %、 No. 2 に約7 %

ル、 スチ グマステロール、 シト ステロ

2
 

分布していた。 通常一般的な植物腐植土中にはコレ ステロール は 2 - 6 %分布している。 従って、

ル含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。試料中のコレ ステロ

ルは試料No. 1に約21%、 No. 2に約16%分布していた。 通常の遺跡出土土壌植物由 来の シト ステロ

もしく はそれ以上に分布して中には シト ステロール は 30- 4 0%、
3 %  

（％） 
6 0  2試料中の シト ス テロ ール含有量は 通常の遺跡出い る 。 従って、

No. 1 
土土壌の植物腐植土中でよりも少なめであった。

4 0  

ス チ グマル、クル ミ 等の堅果植物由来のカ ンベステロクリ、
20 

カ ンペステロ ールか試料No.l に約4 %、 No. 2に約ス テロール は 、

3 '6  60 

ス チ グマ ス テロールがNo. l に約4 %、 No. 2に約5 %分布し

ス チ グマ

まれて

3 %、

ていた。 通常の遺跡出土土壌中にはカンペステロール、

ステロ ール は 1 - 10%分布している。 従って、 試料中
No. 2 

4 0  

20 
ル含有量 は通常の遺跡

出土土壌中の植物腐植土並みであった。

微生物由来のエルゴステロ ールは 2試料中に 1 % 前後分布して

ス チ グマ ス テロいるカンペステロ ール、

そ
の
他
の
ス
テ
ロ
ー

ル

シ
ト

ス
テ
ロ
ー
レ,’.

 

ス
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この程 度の量は土壌微生物の存在による結果と考え られ る 。

哺乳動物の腸もしく は 糞便 中に特異的に分布す る コプロ スタ

し 、

コプノールは 、 試料No.l に約4 %、 No. 2 に約 3 %分布していた。

第10表 試料中 に残存す る脂肪の
ス テ ロ ー ル組成

ロ スタ ノ ール は 通常の植物腐植土壌中に は 分布していないが、

コプロ スタ ノ ールまた、1 %程 度の贔は検出される こ とがある。
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はその分布により試料中 での哺乳動物の存在を確認するこ と が で き る他に、 コ プロ スタノー ルが 10%

以上含 まれている と 、 試料中に残存 している脂肪の動物種 や性別、 また遺体の配置状況などが特定 で

き る場合があるが(6)、 今回は含 まれていても約 4 % 以下のため、 それらの判定は で き なかった。し かし、

コプロ スタ ノ ールがわず か ではあるが含 まれている と いうこ と は、 試料中に哺乳動物由来の脂肪が残

存している可能性が若干あるこ と を示唆している。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレ ステロール と シト ステロ ールの分布比の指標値は土塘 で 0. 6

以上(7)、 土器 ・ 石器 • 石製品 で 0. 8- 23. 5を と る(8,
9

)。 試料中の コ レ ステロール と シト ステロールの分布

比を表 2に示す。 表からわかるように、 分布比は試料No.l が 0. 28、 No. 2が 0. 42 であった。 従って、 分

布比から見る限り では、 2試料中には動物遺体 または動物由来の脂肪が残存している可能性が殆どな

し、 ゜

以上、 丸山遺跡の試料中に含 まれている各種 ステロール類は、 すべて通常の遺跡出土土壌中の植物

腐植土並みか少なめ であるこ と がわかった。 コ レ ステロール と シト ステロールの分布比も 2試料 と も

に 0. 6以下 で、 試料中に動物遺体 または動物由来の脂肪か殆ど残存していないこ と を示唆していた。 こ

のこ と は試料中に哺乳動物の腸もしくは糞便由来の コ プロ スタ ノ ールがわ ず か ではあるが残存してお

り、 試料中に哺乳動物由 来の脂肪が残存している可能性が若 干ある と いうこ と と 一致しない。 コレ ス
テロール含有量を考え る と 、 脂肪酸分析 で多く含 まれていた高級脂肪酸は植物体の表面を覆う ワ ック

スの構成分由来のもの である可能性が高い 。 このこ と は、 残存する脂肪が植物腐植土に由来するもの

が多く、動物脂肪に由来するものが ごく微量 であるこ と を示している。

5 .  脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、 重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、 この相関係

数を基礎にしてクラ スター分析を行って各試料の類似 度を調べた。 同時に同 じ岐阜県内の遺跡 で出土

土壊に残存する脂肪は ヒ ト遺体を虹接埋葬したこ と に関わる遺跡の試料や ヒ トの体脂肪試料 と類似し

ている と 判定した家の下遺跡(10)、 西田遺跡( 1 1 )、 出土した埋甕に残存する脂肪は ヒ ト遺体を直接埋葬し
たこ と に関わる遺跡の試料や ヒ トの体脂肪 、 もしくは ヒ トの胎盤試料 と類似している と 判定した 岡 前
遺跡( 12)、 出土した土猥に残存する脂肪は、 ヒ ト遺体を直接埋葬したこ と に関わる遺跡の試料や ヒ トの
体脂肪試料 と類似している と 判定した弥勒寺東遺跡(

1
3)、 出土土器を幼児埋葬用甕棺 と 判定した静岡県

原川遺跡(
14)、 出土土壊を土堀墓 と 判定した兵庫県寺田遺跡( 1 5)、 ヒ トの体脂肪、 出土土塘を再葬墓 と 判

定した宮城県摺萩遺跡(16)、 ヒ トの骨油、 イノ シ シ、 ニ ホン ジカのような動物試料など、 各種 遺跡試料

や現生動物試料などに残存する脂肪酸 と の類似 度も比較した。 予めデータベー スの脂肪酸組成と 試料
中のそれ と でクラ スタ ー分析を行い、 その中から類似 度の高い試料を選ぴ出し、 再びク ラ スター分析
によりパタ ーン間距離にして表したのが第11表 である。

表からわかるよ う に、 丸 山遺跡の
第11表 試料中 に分布す る コ レ ス テ ロ ー ル と シ ト ス テ ロ ールの割合

2試料は原川遺跡、 家の下遺跡、

田遺跡の試料やイノ シシ、 ニホン ジ

カのような動物試料 と 共に相関行列

距離0. 1以内 で A群を形成し、 よく類

コ レ ス
試料No. コ レ ス テ ロ ー ル （％） シ ト ス テ ロ ール （％） テ ロ シ ト ス

ロ ー

1
2

 

5 . 77 
6 . 90 

20 . 73 
16 . 43 

0 . 28 
0 . 42 
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第64図 試料中 に残存す る 脂肪の脂肪酸組成樹状構造図

似 していた。 他の対照試料はB- D群を形成した。 これらの群の うちA群とB群は相関行列距離0. 15

以内の所にあり、 互いに類似 していた。 C群もA、 B群と樹状図 全体からすれば 同一の系統樹に属 し

ていた。

以上、 丸山遺跡の 2 試料中に残存する脂肪は ヒ ト 遺体を直接埋葬 し たことに関わる遺跡や ヒ ト の体

脂肪試料、 またイノ シ シ、 ニホン ジ カのよ うな動物試料の脂肪と類似 していることがわかった。

6 .  脂肪酸組成に よ る種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種 を特定するために、 中級脂肪酸（炭素数 16のパル ミ チン酸から炭素数

18の ステア リ ン酸、 オレ イン酸、 リ ノ ール酸、 リ ノレン酸まで） と高級脂肪酸（炭素数 20のア ラ キ ジ

ン酸以上） との比をX 軸に、 飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比を Y 軸にと り種特異性相関を求めた。

この比例配分により第 1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、 脳、 神経組織、 臓器等に由来

する脂肪、 第1 象限から第2 象限の原点から離れた位置に ヒト胎盤、 第2 象限の原点から離れた位置

に高等動物の体脂肪、 骨油に由来する脂肪がそれ ぞれ分布する。 第2 象限から第3 象限にか けての原

点付近に植物と微生物、 原点から離れた位置に植物腐植 、 第 3象限から第4 象限にか けての原点から

離れた位置に海産動物に由来する脂肪か分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関図を第64図に示す。 図からわかるように、 2試料は第1 象限内

の原点から離れた Y軸寄 りの所に分布した。 この分布位置は通常は試料中に残存する脂肪が高等動物

の血液 、 脳、 神経組織、 胎盤 、 臓器等の特殊な部分に由来することを示唆 しているが、 今回は炭素数



第 2節 丸山遺跡か ら 出土 し た 土壊に残存する脂肪の分析 133 

屹 和 膳 肪 駿

不 屹 和 !ti 肪 餃

.o 

0,0 

2
 0
 

0
 

．．

．
 

1
1

0
 

,
4」

ー

。0.2 

.0,8 

9.6 

8.4 

7.2 

6.0 

4.8 

3.6 

2.4 

0.6 0.8 1.0 
炭 累 数 2 0 以 上

炭 菜 数 I 8 以 下

第65図 試料中 に残存 す る 脂肪の脂肪酸組成に よ る種特異性相関

20以上の高級脂肪酸が多か っ たためにそのような位置に分布したと考え られる。

以上、 丸 山遺跡の試料中に残存する脂肪は通常は高等動物の血液、 脳 、 神経組織 、 胎盤、 臓器等の

特殊な部分に由来する傾向のものであるが 、 今回は植物体の表面を覆う ワ ック スの構成分である高級

脂肪酸か多かったためにそのような傾向を示すことがわか った 。

7 . 総括

丸 山遺跡から出上した土城の性格を判定するために、 土城内外の土壌試料の残存脂肪分析を行った。

残存する脂肪の脂肪酸分析、 ステ ロ ー ル分析、 脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、 士堀 SK- 22
に残存する脂肪は 、 その脂肪量は少ないが ヒ ト遺体を直接埋葬 したことに関わる遺跡の試料や ヒ トの

体脂肪試料、 またイノ シ シ、 ニホン ジカのような動物試料の脂肋と類似 し ていることがわかった。 土

壊外の対照試料も士壊内の試料とほ ぱ同 じ傾向を示した。 これはこの土堀が周辺一帯の植物腐植土中

の脂肪の影響を強く受けていて 、 残存する動物脂肪が ごく微最であるためと考え られる。 精確な判定
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には上猥内の試料採取地点を多くする必要があ る。
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第 6 意 ま と め （丸山遺跡の縄文時代中期初頭の土器に つい て）

丸山遺跡は、 五味原遺跡群の他の遺跡でははとんど検出されていない縄文時代中期初頭の遺構 ・ 遺

物が検出されたという ことで特出され る 。 丸山遺跡で検出された縄文時代中期初頭の土器は、 第4

遺物で述べたように北陸、 東 海、 関東、 西日本にそれぞれ主体を固く土器によって構成され る 。 こ の
ように各地域の土器が混在する 様相は他の遺跡でも見られ、 飛騨地方においては上宝村上灘下野切遺

跡においても似たよ う な現象がうかがえ る 。（岐阜県史資料編原始古代）

また、 若干ではあ る が 前期末に位置付 けられ る と考え られ る 浮線文系の土器片の存在から特に北陸

系の土器に関しては 前期末からの一連の影響を考え る ことができ る 。

北陸系の中期初頭に位置付 けられ る 土器は新保式土器で斜格 子目文、 撚糸押圧、 連続爪形文などの

文様を指標とす る 。 当遺跡では こ れに該 当する ものは少数であ る 。 第31図 13 · 14が これに当ては まる

のではないかと考え る 。 こ れに続く土器は新崎式であり、 当遺跡では こ の時期の土器が主体を 占 め る

と思われ る 。 木目状撚糸を施すものを新崎式に近いものと考え、 縦の羽状縄文を施すものを新崎式の

中段階、 斜縄文のものを新段階とする見解に沿うと当遺跡のものは新崎式の古い段階のものから新段

階のもの まで見られ る 。 また、 胴部の文様展開で言え ば第25図 SK25出土の土器のように文様を 4分割

するものやB字形文を配すものが見られ る ことなどからも同様の こ とが言え る 。

新崎式が厳密な意味では中期初頭に位置付 けられていないこ とからすれば丸山遺跡の北陸系土器に

ついては中期 前半とす る のが正確なのかもしれない。 しかし、 後述する ように関東系の土器や西日本

系土器との関連から中期初頭の言葉を使用した。

II群 6類の縄文のみで施文され る 土器のうち、 キャリパー形のものやバ ケツ状に口縁が開く器形の

ものは羽状縄文や斜縄文の様相から上記北陸系の土器とつなが る ものと考え る 。

西日本系上器は薄手で独特の目の粗い縄文を施すこ と から他の土器と 区別しやすい。 連続爪形文や

貝殻の押 圧、 口縁内面に縄文を施すことや酒杯状の突起などを指標とし、 器形は キャリパー形が多い。

船元 1 式と考え られ る 。（鷹島 式については厳密な意味において鷹 島 式の定義 全てに適応する ものがな

いことから こ こ では船元 1 式とした） 。

II群 6類の中には口縁内面に縄文を施す粗製土器が含 まれ る 。 西日本的手法を受け継いだものと考

えたいが この手法に時期幅があ る こと から船元 1 式段階のものとは厳密には言えないかもしれない。

東海系土器は飛騨地方では半起線上の連続爪形文や三角 印刻、 楔形文などの文様手法などから五領

ケ台 式と見られてきた時期があ る が比較的薄手で焼成堅緻の胎土を持つ土器は雲母を多量に含み赤褐

色の胎土の五領 ケ台式土器と 区別され北裏 Cl 式土器であ る ことが明らかになっている。 当遺跡出土

のものは貼付隆帯上に密に連続爪形文を刻み縄文を伴わないものと、 三角 刺 突 • 玉抱き三叉文を持ち

縄文を施すものがあ る 。 器形は頸部から開いて立ち上が る 波状口縁で胴部はやや膨らむものが多い。
関東系土器は金雲母を多量に含む赤褐色胎土のものを五領 ケ台式としたが不明なものも若干あ る 。

北陸 ・ 東海 • 関束 • 西 H 本のそれぞれの土器の併行関係については 3 号住居跡の出土状況などから
北陸の新崎式段階に東海系の北裏 C 1 式や五領 ケ台式や西日本系の船元 1 式が並行する と考え られ る

が、 不勉強のため詳細な る 区別ができなかった こ とと検出状況の 十分な検討が力不 足のためできな
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かっ たため厳密な併行関係を示すこ とかできなかっ た。 今後の研究に期待したい。 （伊藤秀雄）
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I. 2. 3 遺綸a含層出土の縄文土怜 rrin 頗
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I .  遺物包含層出土の綱文土器U群
2. II Ill群
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2 .  遺物包含層出土の縄文土器Ill群 I .  3 遺物包含層出土の縄文土器IV群
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I .  2 SK22出土の琥珀玉製品 3 .  遺物包含暦出土の土製品 （土器片利用の円盤）
4 .  遺物包含雇出土の土製品 ・ 土偶
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I .  遺物包含層出土の弥生土器 2 .  遺物8含層出土の中近世陶器頬
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I .  遺物包含層出土の石鱈 （石饂） 2. 遺窃包含·出土の石鯰 Uコ鵡• 両極石彗 ・挟入石静 •石匙• ヘラ形石彗 ・ 削

毬）
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I .  遺窃8含層出土の石鱈
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I .  遺物包含層出土の石器 （凹石• 石皿）

2. JI (石血）
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I .  遺物包含層出土の石彗 （石lll) 2. 遺構出土の石騒
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